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			ハズレ奇術師の英雄譚③

			雨宮和希

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			目次

			　

			第50話　拉致

			第51話　奇術師対勇者

			第52話　思惑

			第53話　英雄

			第54話　戦闘

			第55話　勇者は英雄ではない

			第56話　儀式場

			第57話　掌返しの一手

			第58話　小さな願い

			第59話　悪の烙印

			第60話　破滅へ誘う怪物

			第61話　元英雄の咆哮

			第62話　これは信念の証明だ

			第63話　解き放たれし少女

			第64話　新たな大陸

			第65話　獣人族の村

		

	
		
			第50話　拉致

			　

			　夜の帳が降りて数時間が経過した頃。

			　薄暗くなった街の入り組んだ路地の一角を、銀髪の少女が弾んだ様子で歩いていた。

			　宿に戻る神谷士道と別れ、家路を辿るリリス・カートレットである。

			　彼女は機嫌良さそうに鼻歌を歌いながら、曲がり角を曲がる。その先にある細い道は魔石灯の光がほとんど届かなくて危険ではあるが、ミレーユの家に向かう近道だった。いたいけな少女が通るには確かに危険かもしれないが、これでもリリスは冒険者である。

			　そこらのごろつき程度なら簡単に対処できる自信があった。

			　彼女の魔法の腕を考えれば、それは決して過信などではない。ただの事実でしかない。

			　だが――いや、だからと言うべきか。

			「見つけたぞ」

			　――街のごろつき程度には留まらない実力者がリリスを待ち伏せしている可能性など、流石に考慮の外だった。確かにリリスには少し特殊な事情があるとはいえ、今更になって狙われる理由にはまったく心当たりがない。

			　それでもリリスの鋭敏な感覚は確かに魔法の発動を感じ取ってしまった。――であれば対処する他ない。死にたくなければ動くしかないのだ。

			「――誰!?」

			　動揺も束の間、リリスは意識を切り替えて鋭い口調で誰何し、周囲を見回す。だが誰も見当たらない。遮蔽物の陰に隠れているのだろう――と推察したところで、謎の人物が発動した魔法が形を成していく。障壁のように展開された術式がリリスを囲い込んだ。

			　まるで正四角形の透明な箱に閉じ込められたかのように、魔力で形成された見えない壁がリリスの逃げ場を塞いだのだ。リリスは冷や汗をかいてたたらを踏む。

			　それは透明な魔力の壁ではあるが、簡単には破れないほどの魔力が込められていることがビリビリと肌に伝わってくる。

			　魔力の感覚から推測すると、障壁などに類する無属性魔法だろうか。

			　無属性という難易度の高い魔法の高速展開――いや、スキルであれば準備はいらない。

			　そしてリリスは、この透明な壁を生み出すという現象に心当たりがあった。

			　いったいどこで見たのだったか――リリスの目が細くなるが、考えている暇はない。

			　先ほどまでリリスにまったく悟られなかった潜伏能力や一瞬で逃げ場を封じた手際を考えると、襲撃者が玄人であることはこの時点で明白だった。

			　リリスの本能が警鐘を鳴らす。即座に『結界』の突破を図った。

			　いったい何の目的かは知らないが友好的な相手ではないのは明らかだ。

			　ならば敵の正体を探るのは後回しだ。

			　まずはリリスの上下左右を塞いでいるこの透明な壁――『結界』のような現象を破る。

			　そう結論づけたリリスは脳内で術式を構築。図面を描くように魔法陣を宙空に展開させた。

			　練り込まれた魔力が術式を稼働させ、放ったのはリリスが最も得意とする水属性魔法。

			「――〝水槍〟！」

			　鋭い声に呼応するように水流が生み出される。

			　それはやがて一箇所に集中すると、一本の槍を形作った。

			　濃密な魔力がその鋭(えい)利(り)な槍を洗練させていく。

			　リリスは魔力の気配や培った経験から『結界』の硬度を予想していた。

			　術式の構築に多少の時間をかけなければ、『結界』を破るほどの魔法は生みだせない。そう判断したリリスは威力を優先して丹念に魔力を込めた。その判断はおおむね正しい。

			　リリスは暴走寸前まで術式に魔力を注ぎ込むと、惜しむことなく放出した。

			〝水槍〟がリリスを囲む『結界』に向けて発射され、おそるべき勢いで見えない壁と衝突。

			　刹(せつ)那(な)、魔力同士が干渉して爆発音を響かせた。飛び散った飛沫が視界を晦ます。

			　完璧な手応え。展開された魔力の壁に真っ向から叩き込んだ。

			　――しかし。

			「……嘘」

			　呆然とした声が漏れる。

			〝水槍〟は確かにその威力を最大限に発揮した。

			　だが、それでも悠然と佇(たたず)む『結界』には何一つ傷を与えられていない。

			　圧倒的な威容。徹底的なまでに洗練されたスキル――『結界』。

			　リリスはそれをようやく思い出した。

			　同時に、このスキルの使い手に心当たりがあった。

			「ま、さか……」

			　リリスが混乱しながら記憶を手繰っていると、カツカツと後方から足音が響いた。

			　間違いなく襲撃者だろう。

			　背後を取られたことに身をすくませながらもリリスは咄(とつ)嗟(さ)に振り向き――そして凍りついた。

			　そこに佇(たたず)んでいたのは、長めの銀髪に精悍な顔立ちをした褐色の青年。

			　細く尖っている耳が特徴的な筋肉質な体格の男性――エルフ族だ。

			　その姿を見てリリスは目を瞠(みは)った。

			　驚きのあまり、後ろによろめいた。

			　なぜなら。

			　リリスは――彼を知っている。

			「…………お兄ちゃん？」

			　震えるような声音だった。

			　背格好はそれなりに変わっているが、見間違えるはずもなかった。

			　リリスの義兄――スイメル・カートレット。

			　かつて、両親を失ったハーフエルフのリリスを養ってくれた族長の息子。

			　彼は、その生まれが理由で皆に忌み嫌われているリリスにも優しく、彼女が他の子供たちに虐められていたとき、必ず助けに来てくれた。仲裁に入ってくれた。

			　昔のリリスにとっては家族のような存在だった。

			　もう二度と会えないと思っていた。

			　族長がリリスを里から追放したとき、住む場所を追われたことよりも兄に会えなくなることのほうが、彼女にとっては辛かった。だが、受け入れるしかなかった。

			　――リリス・カートレットは、そういう存在なのだから。

			　目尻から一筋の涙が滑り落ちる。

			「……リリス」

			　対するスイメルの口調は、ひどく冷然としていた。

			　まるで感情を抑えつけているかのような強張った声音で――告げる。

			「……済まない」

			　端的な一言だった。

			　リリスがその意味を測りかねた瞬間。

			　スイメルは背負っていた長槍を抜き、構えた。

			　その矛先は明らかにリリスを捉えている。鋭く光るその切っ先は、人の命を奪えるものだ。

			　何をどう考えても、その行為はリリスを殺すためのものだった。

			　リリスは信じられないような瞳でスイメルを見つめる。

			　いつしか涙は止まらなくなっていた。

			「……あたしを、殺すの？」

			「……」

			「……意味、分かんない。分かんないよ……追放しただけじゃ、駄目だったってこと？　そんなの……あたしには、どうしようもないじゃん……」

			　ポロポロと涙が零れ落ちる。

			　なぜ今更リリスを殺そうと思ったのかは分からない。だが、エルフたちのハーフエルフに対する偏見は根深い。こういった事態になっても、何らおかしくはなかった。

			　しかし、そのための刺客が義理の兄だというのは、いったい何のつもりだろうか。

			　――世界はここまで残酷なのか。

			「……ッ!!」

			　リリスの表情を見て、スイメルは思わずといった調子で顔を歪(ゆが)めた。

			　槍を構えた右腕が僅かに震えている。

			　それを見かねたのか、物陰からエルフ族の女が姿を現した。

			　この分だとスイメルの張った『結界』の中には何人もエルフ族がいるのだろう。

			　――リリスを確実に殺すために。

			　女はスイメルの肩に手をやると、同時にエルフ族特有の自然な動作で魔法を準備した。

			「私がやろう。やはり、優しい貴方には酷だ」

			「……マリー」

			　マリーと呼ばれた女の目には、心優しく仲間を気遣う色がある。

			　だがその視線はリリスに向いた瞬間、異物に対するものに変わっていた。

			　ひっ、と込み上げる恐怖とともに、喉の奥から声が零れた。

			　昔からこの目が一番嫌いだった。

			「――いやいや待てよ。ここは俺がやるぜ」

			　さらに奥から、もう一つ声が聞こえてきた。

			　そんなに自分の手でリリスを殺したいのだろうか。

			　思わず、乾いた笑いが漏れる。

			　つまるところ、リリスには――それだけの価値があったということだ。

			　生かされるほどの価値はなかったけれど、殺されるだけの価値はあったということだ。

			　なら、それでいいような気がしてきた。

			　こんな自分にも価値があるというのだから――大人しく受け入れようと思った。

			　もう何もする気が起きない。

			　――意地悪な笑みを浮かべた士道の顔や、暖かく微笑むミレーユ、そして魔法塾の生徒たちによる騒がしくも愉快な光景が、リリスの脳裏に浮かんでは消えていく。

			「思い出も、できたし……あたしは、もう大丈夫、かな」

			　あたしには十分すぎる居場所だったと、リリスは小声で呟く。自らに言い聞かせるように。

			　対して眼前のスイメルは後ろから聞こえてきた声に対して怪(け)訝(げん)そうに振り向き――――――――その顔を、凍りつかせた。

			「誰だ？」

			　呆気に取られたようにスイメルは呟き、直後に膝を曲げて戦闘態勢へと移行していく。

			　リリスには理解が及ばなかった。

			　スイメルが張った『結界』に、どうして彼が知らない人物が紛れ込んでいるのか。

			　細く尖った両耳を見ると、物陰から姿を現した男はエルフ族だ。そうにしか見えない。

			　だが、少数民族のエルフが同胞の顔を知らないはずがない。里を追放されたリリスのような例外はともかく、普通のエルフ族は同じ里の皆と顔見知りで、仲間意識が強い。

			　ましてやスイメルとその男は同じ任務を遂行しているのだ。顔を知らないはずがない。

			　――いったい、何が起きているのか。

			　リリスは推移していく状況をただ眺めていることしかできなかった。

			「……」

			　スイメルは動揺から立ち直ったのか距離を取り、男に警戒の眼差しを向ける。

			　それに対して、マリーはいまだ混乱してスイメルと新たに現れた男を見比べていた。

			　マリーは狼(ろう)狽(ばい)しながら、スイメルに問いかける。

			「ね、ねぇスイメル。どうしたの？　この人はリーフじゃない？　私たちの仲間でしょう？」

			「……」

			　スイメルは沈黙する。ただ、男の一挙一動に注目していた。

			「へぇ」

			　対して。

			　エルフ族のはずである男が放った声は、スイメルへの興味を示すものだった。

			　言葉の直後――足を、動かす。

			　僅かに目を瞠(みは)ったスイメルは苛烈な声音で命令する。

			「マリー！　今すぐそいつから離れろ!!」

			「……え？」

			　

			　しかし。

			　本人に理解の及ばない言葉は届かない。

			　マリーが怪(け)訝(げん)そうに目を細めた瞬間――どすっ、という鈍い音が響いていた。

			　ゆらり、とマリーの体が崩れ、そのまま倒れ伏せる。

			　彼女の真後ろには、エルフ族の男が無骨な剣を引き抜いていつの間にか立っている。

			　信じられないほどの速度だった。

			　リリスには消えたようにしか見えなかった。

			「マリー!?」

			　スイメルの絶叫が響き渡る。だが、彼は迂闊に近寄らなかった。

			「安心しろ。殺しちゃいない」

			　男は淡々とした口調で言うが、なぜ仲間であるはずのマリーを倒したのか。

			「……貴様」

			　スイメルの静かな怒りを横目に、リリスはそれを疑問視した――が。

			　そもそも、この男はエルフ族などではない。

			「……え？」

			　幻術にでもかかっていたのか。

			　分からない。リリスにはまるで理解が及ばない。

			　ただ一つだけ言えるのは、この男は、ただの、人族だ。

			　それこそ先ほどまでエルフ族に見えていたのが不思議なくらいに、大した特徴のない冴えない青年がそこに立ち尽くしていた。彼は肩をすくめてスイメルに言う。

			「すげえな。俺の『擬態』を見破るなんて、いくら魔法に長けたエルフ族っつってもそうできることじゃねえだろう。良い目をしてる」

			「……何者だ？」

			　スイメルが苦渋に顔を歪(ゆが)めながら、青年に問いかける。

			　彼はこの場に不釣合いなほど自然体に、不敵な笑みを浮かべて返答した。

			「名乗るほどのもんじゃねえよ。ただの死にぞこないさ」

			　その言葉の直後の出来事だった。

			　目にも留まらぬ速度で剣が振るわれ、鋭い銀光が鞘(さや)走った。

			　スイメルは咄(とつ)嗟(さ)に『結界』を展開する。異常なまでの衝撃音が炸(さく)裂(れつ)。青年の斬(ざん)撃(げき)は『結界』に亀裂を入れるが――破壊することは叶わなかった。

			　だがスイメルはたたらを踏み、青年に向けて険しい表情を浮かべる。

			　その堅固な『結界』を見て、対する青年は感嘆するように口笛を吹いた。

			「流石だな。イリアスのクソ野郎が手駒にするだけはある。……まあ、いいか。俺の目的はテメェじゃねえし。わざわざ倒してる暇もねえ」

			　場を支配する強者の立ち振る舞い。

			　それがハッタリだと気づいた者はリリス以外にいただろうか。

			　そのときの青年はひどく青褪めた表情をしていた。

			　もっと目を凝らせば、服の隙間から覗く包帯から血が滲(にじ)み出ていたことも分かる。

			　おそらく近くにいたリリスにしか分からないだろう。

			　それほどまでに青年は、堂々と強者の威圧を放っていた。

			　今の言葉は強がりで、青年にも余裕などまったくないと気づかせないために。

			　スイメルはそれに気づいたのか否か、ともあれ烈火の如き眼光を青年に向けた。

			「……目的は、リリスか？　事情は知らないが……どうやらだいぶ消耗しているようだな？　そんな状態で俺たちから逃れられるとでも思っているのか？」

			「俺たち、だと？」

			　笑う。

			　青年は、口元を引き裂く。その言動が滑稽で仕方がないとでも言うように。

			「おいおい、テメェの仲間なんざとっくにそのへんで寝てるぞ。俺が何のために『擬態』で紛れ込んでたと思ってんだ」

			「…………な、に？」

			　スイメルは愕然とした表情になる。

			　青年は不自然に荒い息を誤魔化すように嘆(たん)息(そく)した。

			　その直後。

			　青年は何の前触れもなくリリスの眼前まで接近すると、ひょいと彼女を脇に抱えた。

			「……な!?　え、ちょっ――」

			「――静かにしてろ。死にたくなければな」

			　青年はリリスにだけ聞こえるぐらいの小声で言った。

			　突然現れたこの青年が信用できるわけではないが、このままでは殺されるだけだ。

			　彼に任せるしかないと、リリスの理性は冷静な判断を下していた。この二人の戦闘に介入できる――あるいは逃げ出せると思うほどリリスは自惚れていない。

			　はっきり言って次元が違う。

			　だが。

			「お兄ちゃん……」

			　感情が納得できるかというと話は別だった。

			　リリスは弱々しい表情をスイメルに向け、思わず呟いてしまう。

			　スイメルは僅かに表情を揺らしたが、青年を前に下手な動きはせず、展開中の『結界』に再び魔力を注ぎ込み、強化した。ここからは逃さないという意思を伝えるように。

			「……ハッ。テメェまさか、こいつの兄貴か？　よくやるぜ」

			　しかし、対する青年は寸分たりとも動揺しなかった。

			　スイメルはそんな青年に尋ねる。

			「……これで、貴様は俺を倒さない限りは脱出はできない。確かに強いのかもしれないが、そんな怪我を負っている今の貴様には、俺を倒すことはできない」

			「どうしてそう思う？　現にテメェのお仲間はここに姿を見せねえじゃねえか」

			「それは貴様のスキルのせいだろう？　確か、『擬態』と言ったか。お前はそのスキルで仲間に化け、不意をついただけだ。今の状況とはまた違う」

			　スイメルはどこまでも冷静だった。

			　仲間が倒されたと知っても、現状を正確に分析している。

			「……」

			「もう貴様のハッタリには騙されない。外見は人族のようだが……ここで姿を見せるということは、悪魔の仲間か。ならば逃がす道理はない。ここで消えてもらう」

			　暗い路地裏に目が慣れ始めたリリスは、青年の頬を滑り落ちる冷や汗を捉えた。

			「……そうかよ。チッ、面倒な仕事になっちまったな」

			　青年に抱きかかえられているリリスには、満身創痍な彼の肉体が目に入ってしまう。

			　腹部からは血が滲(にじ)み出し、よく見ると両腕も傷だらけ。なぜ立っていられるのか不思議なくらいの状態だ。だが、今リリスにできることは何もない。

			「……仕方ねぇな。ちくしょう」

			　青年は乱雑な口調でポツリと呟く。霞むような声は、スイメルには届かないようだった。

			　疑問の目を向けるスイメルを無視して、青年は魔力を活性化させる。

			「その『結界』――制御を誤るなよ」

			「……なっ」

			　青年の意味深な言葉の直後、スイメルは驚きの声を上げた。

			「これは……スキルが乗っ取られている……？　いや、魔力の暴走か!?」

			「悪いな。俺には固有スキルが二つあるんだよ」

			　魔力の暴走でスイメルの『結界』が揺らぎ守りが薄くなった部分。青年は即座にそれを見つけると、踏み込んで剣を振るった。おそるべき勢いで斬(ざん)撃(げき)が放たれる。

			　そうして強引に『結界』を叩き斬ると、青年はリリスを抱えたまま脱出していく。

			　轟、と唸りを上げる濃密な魔力の気配。

			『結界』の暴走を食い止めることで精一杯のスイメルには動くことができない。

			　そのはずだった。

			　だが。

			「……まだだ」

			　スイメルの呟きと同時。

			　制御から外れた『結界』が暴走し、魔力の奔(ほん)流(りゆう)となってリリスたちを襲った。

			　青年によって引き起こされたスキルの暴走。それに指向性を与えただけに過ぎない。

			　決して難しいことではない。ゆえにこの状況の選択肢としては最善だった。

			　とはいえ戦闘時の一瞬でそれを思いつくかどうかはまた別問題である。

			　スイメルはやはり冷静だった。

			「この、野郎……！　容赦のねえヤツだ!!」

			　背を向けてスイメルから逃げる青年の慌てたような声が耳元で響く。

			　リリスの視界が白に染まる。急激な変化に思わず瞼(まぶた)を閉じた。

			「くそったれ――!?」

			　そんな青年の叫びと共に、リリスの意識は闇に閉ざされた。

		

	
		
			第51話　奇術師対勇者

			　

			　夜の街に警鐘を鳴らすかのように断続的な爆音が響き渡る。

			　そんな戦闘の渦中にいる神谷士道は、険しい表情を浮かべていた。

			「ワシの名は勇者ジン！　街の危機にはワシが対処する！　民衆はただちに避難しろ！」

			　対して、そんな大声を張り上げているのはライン王国の勇者――榊原迅。

			　近くにいた街の人々は、素直に迅の指示に従っている。それだけ勇者という存在が人間たちに信頼されている証だろう。やがて士道たちの周りには静けさが戻ってくる。

			　ゆるやかな風が、頬を撫でた。

			　刹(せつ)那(な)、迅は士道に向かって踏み込んでくる。

			　大柄な肉体を存分に活用して放たれた大剣の一撃。それを士道は回避したものの、大剣は地面に炸(さく)裂(れつ)し、飛び散った砂埃が迅の姿を覆い隠す。――直後。

			　おそるべき勢いで回転しながら飛んできた大剣を、士道は膝を抜くことで屈んで避けた。

			　士道の後方にあった家屋に大剣は炸(さく)裂(れつ)し、石造りの壁を崩壊させていく。

			　凄まじい轟(ごう)音(おん)が響いた。剣を手放した隙に士道は迅に斬りかかろうと腰を低く構えたが、砂埃が晴れた先に迅はいなかった。士道は舌打ちする。

			「……上か」

			　士道は振り返り、大剣が投げつけられた家屋のほうを見やる。

			　砂埃に紛れて跳躍していた迅は瓦(が)礫(れき)の上で器用に着地すると、近くに落ちていた自分の大剣を軽々と拾い上げ、肩がけにした。そうして悠々と笑いながら口を開いた。

			「今のをかわすとはな。流石のワシも驚いたぞ」

			　途轍もない膂(りよ)力(りよく)。だが、それ以上に士道には気にかかることがあった。

			　戦闘が始まってから僅か数十秒。

			　だがこの短時間で、周囲の家屋は軒並み倒壊していた。

			　瓦(が)礫(れき)に埋め尽くされた惨状を見て、士道は少しばかり眉をひそめる。

			　眼前で大剣を構える迅には、被害を抑える気が見当たらない。仮にも勇者を名乗っているというのに、何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく大剣を振るい、破壊を撒き散らし、街の被害を拡大していく。

			　とはいえ士道も、被害を抑えるために攻撃を受けるほどお人好しではない。民衆に危害が及びそうであれば話は別だが――これでも迅は避難の勧告だけはしっかりと行っている。

			「……」

			　別に文句を言うつもりはなかった。

			　ただ、勇者を名乗る存在が取った行動に僅かな失望が宿っただけである。

			　だが今、そんなことを気にしている余裕はない。どうにかしてこの状況を脱し、リリスを助けに行かなければ――取り返しのつかないことになるかもしれない。

			（……どうやって突破する）

			　士道は剣を構えつつ、思考を冷静に回転させる。

			　迅は強い。速度は士道に劣るが、膂(りよ)力(りよく)は比べ物にならないだろう。迅の身の丈ほどもある大剣による強烈な一撃は、上手く受け流さなければ簡単に士道の剣は折れてしまうはずだ。

			　士道は剣の状態に目をやりつつ、苛立ち紛れに悪態をつく。

			「……勇者を名乗るくせに、民衆の被害を食い止めようって気概はないんだな」

			「それはワシの仕事ではない」

			　迅は冷たい声音で告げると、ぐぐっ、と力を溜めるように膝を曲げた。

			「――ワシの仕事は、世界の敵を討ち滅ぼすことだ」

			　言葉の直後。

			　ドンッッッ！！！！！！　と、凄まじい勢いで迅が士道に接近した。

			　踏みつけられた大地に亀裂が入る。迅の獰(どう)猛(もう)な双(そう)眸(ぼう)が士道を捉えた。まるで肉食獣に襲われたかのような感覚に襲われ、士道は一瞬だけ怯えた体を叱(しつ)咤(た)して待ち受ける。

			　対する迅はニヤリと笑い、さらに加速。今まで以上の速度を叩き出した。それはあの重い大剣を持っているというのに、士道の全力にも匹敵するほどのものだった。

			　まるでこれからが本番だとでも言うかのように――迅は士道の懐に踏み込んでくる。

			　士道は右に体を振って迅の進行方向から退避しつつ、剣を牽制に振るった。

			　迅は大剣を逆袈(け)裟(さ)斬りに振るって、士道の斬(ざん)撃(げき)を跳ね除けると、足で地面を削りながらその場に踏みとどまり、大剣を上段に構えつつ、士道に向かって再び踏み込む。

			　迅の巨体が士道に迫り、近距離で咆(ほう)哮(こう)が炸(さく)裂(れつ)する。

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！！！！！！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合と共に放たれたのは、ひどく単純な大剣の振り下ろし。それはまるで「力」という二文字を体現したかのような純粋な一撃だった。

			　この圧倒的な威力は、おそらく士道の剣では受け流しきれない。しかし、かわすには少しバランスを崩しすぎている。

			　士道は舌打ちと同時に『瞬間移動』を行使する。切り札の一つを解放。

			　窮地からの脱出と背後からの奇襲を一度に行える万能な固有スキルが真価を見せる。

			　士道が転移して視界が切り替わった刹(せつ)那(な)、莫大な破壊音が炸(さく)裂(れつ)した。迅の真下に転がっていた瓦(が)礫(れき)が、さらに粉々になって吹き飛んでいく。

			　士道はそれを視界に収めながらも鋭く剣を振るった。その剣閃は迅の背後から、その首を刈り取るような軌道を描いていく。

			　だが、迅は直前で反応した。体を咄(とつ)嗟(さ)に捻り、振り返りながら大剣で防御する。

			　士道の剣は弾かれ、その場でたたらを踏んだ。

			「――それがお前の固有スキルか」

			　迅の口元が弧を描く。初見殺しの固有スキルを防ぎ、その内容を不完全とはいえ把(は)握(あく)したからだ。このメリットは転移者同士の戦いにおいて非常に大きいものとなるだろう。

			　士道は仕切り直すべく後方に飛び退く。そうはさせまいとばかりに迅が追随してきた。

			「〝暗闇〟」

			　苦し紛れにありったけの魔力を込めて闇属性魔法を行使。効果範囲を極限まで狭めたその術式は、迅の身体を包むように真っ暗闇を展開した。光を消失させたのだ。

			　迅は唐突に展開された暗闇に動揺するが、所詮は未熟な士道の魔法。そして時刻はすでに夜だ。そもそも灯りなど周囲には大してなかった。光量の差が少ない分、目はすぐに慣れる。

			　だが僅かでも隙を晒(さら)したことは逃れようもない事実。士道の嗅覚はそれを明確に捉えた。

			　士道は剣を構えて踏み込んでいくが、迅は気配を読み取って大剣を振るった。

			　この躊(ちゆう)躇(ちよ)のなさは流石の一言。だが士道には届かない。

			　体を振って斬(ざん)撃(げき)を回避すると返す刀で銀光が迸(ほとばし)った。ようやく視界が回復したらしい迅は驚きつつも回避を試みるが――残念ながら遅い。士道の刃が迅の首へと迫る。

			　人の命を奪うか否かの瀬戸際で、迅は不敵に笑みを浮かべた。

			「――やってみろ」

			　峰打ちに切り替えようか迷っていた士道は、迅の呟きを聞いてそのまま剣を振り抜いた。

			　切断された首から、血飛沫が噴水のように舞い上がる。迅の肉体は膝から崩れ落ちた。

			　士道は血飛沫をかわしながら、顔を歪(ゆが)めて死体を眺めていた。

			　気分が悪い。士道は吐き気を堪えた。死体を見るのは初めてではないが、いまだに慣れるものではない。慣れようとも思わない。

			「……くそ」

			　だが、今は感傷に浸っている場合ではない。それどころではないのだ。

			　なぜなら。

			「――まだ終わってないぞ」

			　声が、聞こえたからだ。その発生源は複数だった。そして当然、その声音には聞き覚えがある。つい先ほどまで耳にしていた声を、聞き間違えるはずもなかった。

			「……くそったれ」

			「その様子を見ると、多少は予想がついていたようだな」

			「……殺す直前、お前の瞳には恐怖がまったくなかったからな。とはいえ、当たってほしくはない予想だったが」

			「本当にそうか？　もしそうであればお前は、同郷の人間を殺すことになる。そしてワシはお前の前で、そこまで悪事を働いたわけではない。……強がるのはやめておくことだ、神谷士道。今のお前に――そこまでの覚悟は決まっていない。首を刈ったのは、これではワシが死なないという予想を前提にしている。ワシが今こうして立っていることに、お前は安(あん)堵(ど)したはずだ」

			「……だとしたら、何だって言うんだ」

			　士道は無意識の思考をすべて見抜かれ、焦ったように言う。

			　動揺しながらも、士道は迅速に周囲に目を走らせる。

			　十数メートル先の距離から悠然と歩を進めるのは、まったく同じ肉体を持った五つの人影。

			　端的に言えば、迅が五人いた。

			（これは、固有スキルか？　実体を伴った分身。だが……）

			　ちらりと迅の死体を一(いち)瞥(べつ)すると、それは段々と魔力の塊(かたまり)になって消えていく。

			　つまり士道が殺した個体は、迅の分身だったということか。

			　それが意味しているのは絶望的な事実。士道は固有スキルを駆使しなければ、迅が何体も生み出せる分身の一体すら倒せないという単純な戦力差である。

			　一体でも、かなり苦戦した。それが今度は五体。これが迅の固有スキルであるなら、魔力消費も士道と同じように激しい可能性が高い。そう何度も使えるスキルではなさそうだが、少なくとも五回は使えるらしい。だから現に、五人分の戦力が今ここに立っている。

			　これだけいれば、今の士道を相手にするには十分な戦力だと迅は判断したのだろう。

			　だが、士道もまだ本気を出してはいない。

			　手持ちの固有スキルは三つだ。まだ『幻影』と『稲妻』を隠している。

			（……とはいえ厄介だ。こうなると、おそらく本体はこの場にいない。分身を削ることにも意味はあるだろうが、あの強さの分身をいちいち相手にしていたら俺の魔力消費が持たない）

			　よって士道は結論を出す。この場でこれ以上戦う意味はない、と。

			　士道が思考を巡らせている隙に、五人の迅は大剣を構えて周りを囲んでいる。

			　数の暴力で圧倒する腹積もりなのだろう。

			「……分身に任せて本体は高みの見物か？　随分と臆病なことだ」

			「安い挑発だな。……来ないのなら、ワシから行くぞ？」

			「その必要はない」

			「ほう？」

			　迅が首を傾げた直後の出来事だった。

			　士道は『瞬間移動』を行使し、その場を離脱した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……だ、大丈夫なの？」

			　脳を直接殴りつけられたかのような凄まじい頭痛に襲われている青年――草薙竜吾にかけられたのは、そんな心配そうな声だった。

			　草薙とリリスが今いるのは、ローレンの街を脱出してすぐ近くにある森の内部だった。

			　スイメルから逃げ切る寸前、手痛い反撃を受けて体の傷が開いた。ゆえに限界に達した草薙は何とか街から脱出すると、見つかりにくい森の中で木に寄りかかったのである。

			　リリスは先ほどまで意識を失っていたが、どうやら目を覚ましたらしい。

			　草薙は体を起こそうとしたが、ひどい目眩で平衡感覚を失い、地面に倒れ込んだ。

			「……くそっ」

			　草薙は悪態をつく。だが厳しい状況が変わるわけではない。

			「……うわっ、ひどい熱！」

			　リリスが草薙の額に手を当てて、驚いたように声を上げる。
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			　ピレーヌ山脈における天使長イリアスとの戦いで、あれだけの重傷を負ったのだ。発熱してもおかしくないとは思っていたが、些かタイミングが悪すぎる。

			　本来なら絶対安静を強いられるほどの傷だ。だが事態はそれを草薙には許さない。

			　夜闇に紛れてリリスを捜索していたエルフ族の戦士たちの発見が少しでも遅れていれば、草薙たちは龍魔王ウォルフの魂を失うところだった。

			　不死魔王リーファに与している草薙には、これを逃さないよう指示が下っていた。

			「……」

			　少し体調が落ち着いたので、草薙はゆっくりと息を吐く。

			　今すぐにでも逃げるべきだが、もう少し休憩を取らなければ体が動かない。

			　リリスは当惑しながらも、草薙の傍から離れなかった。その目には不審感や疑念が渦を巻いてはいるものの、すぐに逃げ出さない程度には信用されているようだった。

			　窮地から救い出したのだから当然ではある。だが、そもそも草薙はリリスを利用しようとしている魔王軍に与する人間だ。所属勢力が異なるだけで、本質的にはあのエルフ族たちと同じである。彼女の信頼を受けられるような立場ではない。

			　――草薙は知る由もないが、そもそもリリスは信頼の有無など関係なく、目の前で重傷を負って熱を出している人間を放置しておけるほど冷たい人間ではない。それだけの話。

			「……何でアンタ、あたしを助けたのよ？」

			　リリスは心配そうに草薙を見ながら、おそるおそる尋ねる。

			　草薙はどう答えるか一瞬迷ったが、素直に真実を述べようとした。

			　その直前。

			「……ッ！」

			　草薙は接近する気配を感じ取る。

			　足音は一つ。だが、その足取りに迷いはなかった。明らかにこちらへと向かっている。

			　すでに居場所が突き止められているという事実に、草薙は戦(せん)慄(りつ)した。

			「……早いな。くそっ、エルフ族か？」

			　あの部隊の隊長格と思われるスイメルは強く優秀だ。百戦錬磨の草薙の経験がそう告げている。だが、草薙は百年前に活躍した歴戦の強者。レベル差は圧倒的に開き、身体能力の差は如実に顕れている。逃走時は完璧に撒いたはずだ。

			　そう簡単に居場所が掴めるとは思えない。

			　だが現実に、草薙の優れた聴覚は明確に第三者の存在を告げていた。

			　一瞬でそこまで思考を回し、草薙は重い体を引き摺りながら木陰から姿を見せる。

			　そして、ゆったりとした歩調で迫る人間を見て、草薙は瞠(どう)目(もく)した。

			　透き通る湖面のような蒼い瞳。白磁と見紛うほどの白い肌。淡い水色の髪を短く切り、活発そうな顔立ちによく映えている。背は小さく、外見は十二歳程度の少女だった。

			　――だがその身に纏(まと)う雰囲気は、明らかにただの少女のそれではない。

			　顔は知らない。だが、草薙も外見の特徴は聞いたことがあった。

			　なぜなら彼女は草薙と同じく、百年前の戦争で活躍した実力者なのだから。

			「ミレーユ・マーシャル……っ！」

			　考えてみれば当然のことだ。

			　世界にたった三人の超級冒険者の一角にして、〝支配者〟の異名を持つ最高の魔術師。

			　そんな化物が棲む街で戦いを始めて、彼女が気づかないはずがない。

			　ミレーユは草薙の姿を見て、僅かに目を細めた。

			　そうして、告げる。

			「どういう状況なのかは判断しかねるのですが――まず、私の塾生を返してください」

			「……」

			　草薙が押し黙ると、傍にいたリリスがミレーユに向かって叫んだ。

			「待って先生！　この人は、殺されそうになったあたしを助けてくれた！」

			「……リリスちゃん。こっちに来てください。そうだとしても、その男は信用できない」

			　ミレーユの口調から警戒心は抜けていない。

			　ただ無機質な瞳で草薙を捉え、冷静に動向を観察している。

			　ミレーユの警戒心の強さを草薙は疑問に思った。彼女とは面識ないはずだ。

			　そこまで疑われる理由が分からない。

			　もしや正体が知られていたのだろうか。

			「何でだよ？　何でそこまで、俺を疑ってんだ？」

			「リリスちゃんを捕まえようとしているところから考えると、あなた魔王軍の人間ですよね？」

			　その言葉に草薙は黙した。

			　どうやら百年前に龍魔王を封印した英雄クサナギだとバレているわけではないらしい。

			　おそらく草薙の外見の特徴は知っているだろうが、百年前に活躍した人間が今もまったく同じ姿で生きているとは思えないのだろう。ミレーユ自身は精霊族とのハーフであり、百年前から姿が変化していないというのに。

			　草薙はただの人間だ。本来なら百年も経てばとうに死んでいるはずであり、その認識はおおむね正しい。女神による時間転移など普通は想定しないだろう。

			　ミレーユはあの頃まだ子供だった。新鋭の魔術師として活躍はしていたが、草薙たちの戦いについてこられるほどの実力は有していなかった。

			　だから、おそらく会ったことはないのだが――そんな彼女が今、これほど力強い殺気を草薙に叩きつけている。百年も経っているのだから、熟練の雰囲気を帯びるのも当然だろう。

			　草薙の認識では、百年前の戦争が終わってから一年しか経過していない。だから、その違和感が少しだけ滑稽に思えた。時差ボケの極致とでも言うべきか。

			　ともあれ、それは昔の話。草薙は今、魔王軍の味方をしているのが事実だ。

			「魔王、軍……」

			　リリスが傍から一歩離れたのを感覚で捉える。

			　誤魔化すつもりはなかった。ミレーユは確信を持った口調で問いかけている。

			　この分だと、ミレーユはリリスの事情を知っているのだろう。

			　いや――知っていたからこそ、リリスを塾という形で保護していたのだ。

			　そう考えると、龍魔王の『因子』を宿すリリスの存在が今頃になって発覚したことにも辻褄が合う。眼前の超級冒険者がいろいろと画策していたに違いない。

			「……食えねえ女だ――ちっちゃいくせに」

			「さて、何のことです？　――私はちっちゃくない」

			　飄(ひよう)々(ひよう)と、ミレーユは言う。彼女の目は冷静に草薙を見定めていた。

			　下手に仕掛けてはこない。こちらの力量を経験で察しているのだろう。

			　確かに万全の体調なら、いくら相手が超級冒険者といえど後れを取るつもりはない。

			　これは過信でも慢心でもない。ただの事実だ。

			　だが今の体調は最悪。満身創痍の発熱状態。流石にこのままでは負ける可能性が高い。

			　どうにかして突破口を見つけ、リリスを連れて逃げるのが最善だ。

			「……」

			　互いの視線が交(こう)錯(さく)する。

			　――どうする。渦巻く焦(しよう)燥(そう)を抑えつけ、草薙は冷静に思考する。

			　お互いにとって状況を動かす鍵となるのはリリス。

			　まずは彼女が臨戦態勢の草薙たちに対して、どういう動きをするかだ。

			「……せ、先生！　戦うのは待って！」

			　リリスが意を決したように、声を上げた。それが彼女の選択だった。

		

	
		
			第52話　思惑

			　

			「……逃げられたな」

			　廃墟と成り果てた迷宮都市の東区。

			　その元凶である榊原迅は、姿を消した敵を思い返しながら嘆(たん)息(そく)した。

			　大剣を背に戻し、顎(あご)に手を当てて次の手を考える。

			　そして数秒後、迅は他の『分身』たちに端的な命令を下した。

			「一人はスイメルと合流。三人はリリスの探索。もう一人は解除だ。そろそろ冒険者ギルドの連中が事態を探るために近づいてくる。固有スキル『分身』がバレるのは本意ではない」

			　四人の迅は首(しゆ)肯(こう)して散開した。

			　同じ思考体系を持っているだけあって、了承までのレスポンスが速い。

			　そして、この場に残った迅の役割は冒険者ギルドへの事情説明。そして士道の捜索だ。

			　領主の協力を取り付けている時点で説明はどうにでもなる。問題は士道だ。

			　これは迅の勘だが、そう遠くには行っていないはずだ。

			（どのみち奴の目的はリリスの救出だ。リリスさえ見つけられれば話は早いが……）

			　リリスの殺害を担当しているスイメルたちはどうなったのだろうか。

			　すでに街中の戦闘音は収まっている。どういう形にせよ、決着はついているはずだ。

			　迅はそう考え、歩き出そうとした瞬間、脳内で新たな情報を入手する。

			　スイメルたちとの合流を指示した個体が接触したらしい。できるだけ目立つように移動させていたとはいえ、想像以上に早い合流だった。やはりスイメルは優秀だ。

			　しかし、スイメルに聞いた情報は状況が厳しくなったことを告げるものだった。

			「……リリスが攫われたか。よりにもよって魔王軍の人間に……！」

			　魔王軍も戦力不足な現状でよく動くものだ。

			　――それにしても、魔王軍に与している『人間』という点が気にかかる。確かに人間であれば街に侵入することも難しくはないだろう。だが、そもそも魔王軍は悪魔の王国で創られた軍部だ。そこに所属している人間など、せいぜい数人ほど酔狂がいるぐらいだと迅は予想していた。だが現に、スイメルを煙に巻くほどの実力者が魔王軍に与している。

			「……厄介な」

			　迅は一人呟く。

			　そしてスイメルからその人物の特徴を聞き、迅は目を瞠(みは)った。

			「黒髪に黒目だと。……ならば、転移者か？　だとすれば、なぜ魔王に協力している？」

			　考えても答えは出ない。情報が足りなさすぎる。

			「いや……それよりも今はリリスだな」

			　スイメル曰く、無属性の探索魔法でリリスの居場所を解析している最中のようだ。

			「――勇者様！　この惨状はいったい!?」

			　そうこうしていると、鎧(よろい)や魔道服を着た武装集団が走ってきた。

			　慌てて駆けつけてきた冒険者だ。

			　迅が戦闘を始めたときから数えて、いまだに十分程度。素早く、それでいてまとまりのある行動だ。迅も彼らの顔はよく知っていた。

			　冒険者が多い迷宮都市においてなおトップに君臨するクラン〝一つ目狐〟の主要メンバー。

			　迅は彼らを一(いち)瞥(べつ)して口元を歪(ゆが)ませると、小さな声で呟いた。

			「……ちょうどいい。利用できるな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「強い魔力の気配……向こうか」

			　鋭く呟いたのは、褐色の肌に精悍な顔立ちをした青年。

			　エルフ族戦士団の若き長スイメルの周囲には――もはや誰も存在しない。

			　十人連れてきた戦士団の精鋭は、たった一人の襲撃者によって全員が無力化されていた。

			　スイメルが張った『結界』の内部に紛れ込み、『擬態』で撹乱して十人のエルフを音も立てずに気絶させた黒髪の襲撃者。

			　そう、あの男はエルフ族戦士団の精鋭たちを気絶させただけであり――つまりは全員、生きているのだ。スイメルはその技量に改めて戦(せん)慄(りつ)する。殺さずに無力化するのは単に殺すことよりはるかに難しい。相当の実力差がなければ不可能だ。

			　何度か声をかけて揺さぶってみたが、彼らが目を覚ます気配はない。

			　スイメルは仕方なく、街の外で待機していた伝令役のエルフを呼び寄せ、気絶している戦士団の精鋭たちを回収させることにした。火属性魔法を上空に撃ち、信号弾の代わりとする。

			　懸念は敵に居場所を悟られることだが、このまま仲間を放置しておくわけにはいかない。それにエルフ族が街に侵入していた事実が公になると面倒だ。

			「……それにしても、甘い男だ」

			　スイメルは呟く。何にせよ、仲間が生きていたのは不幸中の幸いだった。

			　予想外の事態にスイメルの内面は動揺していたが、それを表に出すことはない。

			　氷のように表情を固めたまま、スイメルは次の行動を決定する。

			（……魔力の気配を感じた場所は、街からすぐ近くの草原か）

			　迅速に到達した伝令役のエルフたちに仲間の回収を頼みつつ、スイメルは強大な魔力の気配を感じた方向へと動き出す。エルフ族はそういった魔力の気配には敏感な体質だった。

			　そしてスイメルはエルフ族の中でも特に魔力感知に優れていた。ゆえに、感じ取った魔力の気配の片方が、襲撃者のものだと理解する。

			　――次は仕留めると、スイメルは覚悟を決めた。

			　あの襲撃者を殺すことは、リリスを再び追い詰めることになると分かっていながら。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「急なことで申し訳ないんだけど、今すぐ草薙さんのところに向かってほしい」

			　ピレーヌ山脈の断崖に存在する不死魔王派の本拠。

			　その洞穴の内部に穏やかな声音が反響する。

			　声を出したのは爽(さわ)やかな顔立ちに眼鏡をかけた少年だった。

			　ララという中位悪魔の女性は驚いたようにその大きな瞳を見開き、首を傾げる。

			「何かあったんです？」

			「――龍魔王の件、草薙さんに任せていれば大丈夫だと思ってたんだけどね。どうも天使長と戦ったときの大怪我のせいでまともに戦えないらしい。アホだから」

			「……つまり、私にクサナギさんを治せ、と？」

			「うん」

			　翔は爽(さわ)やかに頷き、ララは露骨に嫌そうな顔をした。

			　彼女は魔王軍でも稀少な治癒術師の天職を持つ。戦力としては下位悪魔にも劣るが、治癒魔法に関しては非常に優秀であり、リーファにも重用されている。

			「悪いけど事態は一刻を争う。拒否は受け付けないよ。これはリーファの命令だ」

			「……私、単独行動ですか？　もし勇者なんかと遭遇したら確実に死にますけど。キリサキはついてきてくれないんですか？」

			「僕にはやることがある。リーファも『儀式場』の作成に忙しい。――まあ、そういうわけだから。大丈夫、ローレンで合流して、あの人に治癒魔法をかければいいだけだよ」

			「はーい……」

			　がっくりと項垂れるララだが、大人しそうな見た目に反して逃げ足は速い。

			　翔は薄く笑いながら彼女を拠点から放り出した。

			「さて……」

			　時間がない。

			　さっさと龍魔王ウォルフを復活させなければ、天使の襲撃を受ける。

			　拠点の場所が割れてしまったのが痛いところだった。

			　本来ならもう少し猶予があったはずだが、リーファが竜騎士アルバートに発信機のような機能を持つ魔道具をつけられていたせいで、すでに居場所を掴まれていた。

			　普段なら別の拠点に移れば解決することのようだが、もともとここを何年も拠点としていた悪魔たちが数年かけて龍魔王ウォルフ復活のために構築した『祭壇』を放置することになる。

			　ちょうど今、リーファの手によって完成度が足りないその術式に修正が加えられているものの、十分実用に耐える性能であるらしい。

			　そのあたり魔法に詳しくない翔には理解できなかったが、古代魔法の儀式場である『祭壇』を一から構築するのは骨が折れるということは分かった。

			　そして、まだリーファの修正作業は終わっていないということも。

			　だがリリスという『器』が勇者たちに発見されてしまった以上、彼女の回収を先延ばしにするわけにはいかない。だから翔たちは最強戦力の草薙を投入した。

			　彼は諸事情によってリーファと契約を交わしている。つまり魔王軍と手を結んでいるだけであり、厳密には魔王軍ではない。ゆえに扱いにくい駒ではあるが、その力は本物だ。

			「……ただ、敵も勇者を擁する。そう簡単にはいかないか」

			　リリスを回収し、儀式を実行する。

			　襲撃した精霊王フィアから、すでに翔たちがウォルフ復活を目的にしていることは伝わっているはずだ。女神側がリリスを襲うという強硬手段に出たのも、それが理由だろう。

			　可能な限り早急にリリスを回収し、復活の儀式を決行。それさえできれば、〝天災〟とすら呼ばれた最強の魔王がすべてを薙ぎ払ってくれるはずだとリーファが言っていた。

			　逆に失敗すれば窮地だ。居場所を掴まれている以上、王国の勇者たちや天使族はここに攻めてくるはずだ。リーファたちを今度こそ殲(せん)滅(めつ)するために。

			　ここは王国で、密かに拠点を構えていたとはいえ魔王軍からすると完全に敵地だ。

			　戦力では劣るに決まっている。

			　天使族は下界への降臨に時間がかかるらしいが――そもそも草薙の言からすると、天使長イリアスはすでに下界に存在している。ならば他の天使もすでに何人かいるだろう。

			　状況は依然として厳しい。

			「草薙さんなら何とかなると思っていたんだけど……」

			　いくら過去の英雄でも、思い通りには進んでいないようだった。

			　翔は嘆(たん)息(そく)しながら、リーファのいる部屋に向かった。

			「どうかな？」

			「む……。キリサキか」

			　洞穴の『祭壇』に向き合うリーファは、難しい顔をしながら振り返った。

			「草薙さんにはララを派遣した。怪我さえ治れば、あの人なら何とかなるんじゃないかな」

			　通常、治癒魔法はそれほど便利なものではなく、大怪我になればなるほど治癒には時間がかかる。自然治癒能力を飛躍的に上昇させるのが普通の〝治癒〟の術式だからだ。

			　しかし、治癒魔法を極め〝回帰〟を使えるララには、魔力消費こそ大きいものの、どんな大怪我であろうと数分で癒すことが可能だ。

			　リーファはつまらなさそうな表情で、

			「……少し、厳しいな。クサナギの仕事が間に合ったとしても、すぐに儀式が始められるかどうかは微妙なところだ。やるしかないのは、分かっている」

			「そうか、頑張ってくれ。僕は少し外に出てくるよ」

			「どうかしたのか？」

			　小首を傾げるリーファの頭を翔はポンポンと撫でる。すると、その行動を不思議がったリーファはさらに首を傾げた。そして転びそうになる。
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			　翔はその様子に苦笑しながら、洞穴の外へと歩を進めた。

			「――ちょっとしたお掃除だよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			『四強』の一角――ミラ神聖国。聖都フローゼにある王城の一室。

			　会議場と思われるその部屋の一角で、宮廷魔術師のマリアン・ドルストイはテーブルに拳を叩きつけた。

			　豪奢な意匠を凝らされたテーブルからコップや皿が倒れ、甲高く割れる音が響く。

			　マリアンはそれを無視して、横長のテーブルの中央に置かれている水晶を睨みつけた。

			「……くそっ！　役立たずどもめ!!」

			　その透明な水晶には不思議と、こことは違うどこかの映像が浮かび上がっていた。

			　ミラ神聖国が誇る最高峰の魔道具である。

			　だが、その映像を眺めてマリアンの表情が歪(ゆが)んでいく。

			　この水晶はたとえどれだけ離れた位置にいても、あらかじめ設定した人物の視界を反映する魔道具。

			　現在の視界設定はマリアンが送り出した諜報部隊の隊長だった。

			　彼が今いるのはライン王国の迷宮都市ローレン近郊。ピレーヌ山脈の麓に広がる森林で、交戦中の敵対者に手も足も出ていなかった。

			　彼らは他国に忍び込んだ諜報部隊ゆえに少数だが隠密行動に長けていて、部隊のレベル平均は75と精鋭揃いだった。にもかかわらず、水晶に映し出されている光景はまさに惨殺だった。

			　マリアンは思わず、叫び声を上げる。

			「何なんだ、コイツは……!?」

			　諜報部隊を壊滅させたのは小柄な人物だった。灰色の外(がい)套(とう)を纏(まと)い、フードを深く被っているためその顔までは窺(うかが)えない。そもそも隊長の視界に映る機会がおそろしく少なかった。今まさに戦っているにもかかわらず――その隠密能力は常軌を逸している。

			　単体ではそれほど強そうには見えない。だが、煙を放つ奇妙な道具や独特の武器を駆使して撹乱し、木陰にいた諜報部隊を着実に殺していった。

			　その場に下位悪魔が何体か現れ、上手く囮になっていたことも大きいだろうが。

			「――どうやら、ぼくと同じ転移者みたいだね」

			　水晶を眺めながら、憂い顔で呟いたのは美しい少年だった。

			　明るめの茶髪に、端整な顔立ち。シミ一つない綺麗な肌。中肉中背の体格には、純白の魔道服を着ている。腰には異様な存在感を放つ黄金の剣を備えていた。

			　彼の名前は白崎大和。

			　世界に降臨した『五勇者』の一角。

			　ミラ神聖国の希望であり最大戦力――〝光の勇者〟だ。

			「あん？　せっかく不死魔王リーファの拠点を掴んだってのに諦められるかよ！　ここまで状況が符合してんなら、どうせ嘘だと思ってた龍魔王ウォルフ復活の件についても信憑性が増してきた。だから、せめてもう少し探りを入れたかったんだが……ちくしょう！」

			「まぁ落ち着いてよマリアン。ほら、紅茶飲む？」

			　怒るマリアンを大和はマイペースに宥める。

			　会議室に並ぶ他の面々は、そんな大和を尊敬の眼差しで眺めていた。

			　大和に紅茶を押し付けられたマリアンは苦々しげに顔を歪(ゆが)めつつ、大人しく紅茶に口をつける。そうして少し落ち着いたのか、大和に質問した。

			「そもそも、なんで異世界人が魔王軍の味方をしてんだよ……お前らは悪魔から人間を救うために降臨した、女神様の使徒じゃなかったのかー？」

			「そのはずなんだけどね。……さて、彼女はいったい何を考えているのやら」

			　大和はマリアンの怒りを受け流しつつ、くすりと笑う。

			「……もうお前がライン王国に行ってこいよ。王国のハゲの勇者なんかに手柄取られたらどうすんだよ。お前は固有スキル『聖剣』を継承した正統な二代目なんだし、余裕だろ！」

			「それは嫌だよ。流石にこの映像だけじゃ、まだ本当だと確定したわけじゃないし。ここから王国までの距離を考えれば無駄足になる可能性のほうが高いし。そもそも戦うの嫌いだし」

			　大和は少し口を尖らせて言う。

			　まるで子供のようなその態度に、マリアンの額に青筋が浮かんだ。

			「――いずれにせよライン王国の首脳部が何の声明も出していない以上、これは自国の手で収めるつもりでいるわけだ。そんなときに突然こちらの勇者をぶち込むわけにはいかん。そもそも、なぜ知っているのかという話になる。少し落ち着け、マリアン」

			　威厳のある声音で口を挟んだのは、今まで静観していた老齢の男性だ。

			　それでもマリアンは食い下がる。

			「でもそれ、自国の勇者に手柄取らせようとしてるだけじゃねえのか？」

			「その分、本当にマズい事態に発展した場合はあの国の地位を揺るがすことになる。そう焦るな。別に『目』は一つだけじゃなかろう。勝手に魔王軍の威力偵察をしてくれるのだ。しばらく傍観していたほうが良い」

			　マリアンは老齢の男性に何かしら反論しようとして、舌打ちして口を閉じた。

			「どうせ他の『四強』首脳部も似たような状態だ。魔王の力は未知数。ライン王国の勇者がその実力を測ってくれるのならこちらに損はない」

			　話し合いには結論が出た。

			　マリアンは仕方なく言葉の矛を納め、大きく息を吐く。

			　神聖国の重鎮たちも安(あん)堵(ど)したような表情で汗を拭いていた。

			　そのとき。

			「――ほら、ヤマトくん。今のうち！」

			「うん。でも、いいのかな？　こんなことして」

			　マリアンの耳に、微かな声が届いた。

			　嫌な予感に駆られて大和の席に目をやると、もうそこには誰もいない。

			　慌てて姿を探すと、今まさに扉から出ていこうとする大和と、彼の手を引く金髪の美少女の姿があった。神聖国を取り仕切る聖王の第三女――アイリス・ミラーリンである。

			　彼女は悪戯っぽい笑みを浮かべながら、大和の手を引いて会議場を出ていく。

			　マリアンは慌ててその後を追った。

			「アイリス様、勇者はこれから剣の鍛(たん)錬(れん)だ！　遊ばせている暇はない！」

			　もはや王族に対する言葉遣いではないが、誰も注意する様子はない。それは彼女の実力ゆえの特別扱いだったが、それ以上に悪戯を好むアイリスのお目付け役なので何となく認められている――という理由をマリアン本人は知らない。

			　マリアンが廊下の角を曲がると、その先にアイリスと大和を見つける。

			　彼女は「あ、バレちゃった」と言って舌を出すが、悪びれる様子はなかった。楽しそうに笑いながら、アイリスは大和を強引に連れ去っていく。

			「ヤマトくんはもらってくからね！　ばいばい、おばさん！」

			「こ、このお転婆姫が……っ！」

			　怒りの炎を揺らめかせたマリアンは、うがーっ！　と城の廊下を走り始める。

			　もはや城の兵士たちも見慣れた、アイリスとマリアンの追いかけっこが始まった。

			　アイリスに引っ張られる大和は、「仕方ないなぁ」と苦笑するのだった。

			　

			　一方、会議場にポツンと残された老齢の男性は、廊下の騒音に額を押さえる。

			「会議どころではないな……まったく。胃が痛い……」

			　彼――今代の神聖国聖王アドルファス・ミラーリンは、大きくため息をついた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――天使。

			　その種族は地上に住む人々から伝説の存在のように扱われているが、実際のところ人族と大した違いはない。これは悪魔にも同じことが言えるだろう。

			　なぜなら、その二種族はそもそもの起源が人族であり、特殊な状況に適応するための進化の結果、別種族になったというだけの話なのだから。

			　天使族の起源となる人族たちは、かつて地上の一部でごく普通に暮らしていた。

			　だが、そこは『浮石』と呼ばれる重力に逆らう効果を持つ稀少な石が大量に隠された地だった。その地はやがて大きな地震によって地盤が歪(ゆが)み、非常に不安定な土地となってしまう。

			　結果として、『布石』の浮力を辛うじて大陸に繋ぎ止められていた彼らは、広い空の海を浮遊島で旅することになってしまう。

			　酸素は薄く、島は揺れ動き、空の魔物に襲われる厳しい状況の中で、かつて人族だった者たちは翼を生やし、魔力を増大させ、特殊な進化を遂げたのだ。

			　悪魔族も同じだ。魔大陸という地上で最も厳しい環境下に置かれた彼らは、やがて魔物の核である魔石すら食料とした。それは食べられたものではなかったが、厳しい魔大陸に食料などありはしなかった。

			　結果として彼らは突然変異を遂げる。魔力に汚染された紅の瞳と、魔物の遺伝子に乗っ取られたかのような黒い翼、そして人族の三倍に比する魔力量を宿す種族へと進化したのである。

			　だが、これは千年以上も前の話であり、今の悪魔族はかつて人族と同じ種族であったことなど知らないだろうし、知ったとしても受け入れないはずだ。

			　当然、地上の人族もこの事実を知らない。

			　彼らはその事実を知らぬまま、百年前の戦争を繰り広げた。

			　千年以上も前の話など、知っているのは女神から直接聞いた天使族だけだろう。

			　かつて同胞であったことを知っているから、人族と悪魔族の戦争に、天使族は介入をためらい、憎みあう彼らを哀れんでいたのだ（とはいえ戦争の終盤には女神の指示に従い、戦争を終結させるために動いてはいた。魔王の脅威に対抗するために人族に手を貸したのだ）

			　この戦争での助力から、人族は天使を女神の遣いだと考え、崇め奉っている。

			　逆に悪魔族は天使を敵とみなし、憎んでいる。

			　それは事実ではあるが、最初からそうだったわけではない。

			　単に進化の過程で翼を手に入れ、速い移動手段を持つ天使族に女神が目をつけ、種族ごと配下にしたというだけの話だ。もし女神の助力がなければ、天使族はいずれ滅んでいただろう。

			　ゆえに彼ら天使族は三百年以上にもわたり女神に仕え、彼女を絶対の主君としている。

			　今、天使族が悪魔族を目の仇にしているのは単純――女神が敵と定めているからだ。

			　なぜなら悪魔族は百年前の戦争において、女神と同等の存在――神族である『魔神』の影響下にあることが明らかになったからだ。

			　それは世界を統括する女神にとって、看過できる事態ではなかったらしい。

			　ゆえに最初は傍観していた戦争に天使族という戦力を投入し、加えて『勇者』という存在を召喚し、人族に助力したのである。

			　結果として人族は戦争に勝利し、悪魔族は国が崩壊して各地に散らばった。

			　だが――

			「――まさか、百年経った今でも魔神との争いが終わらないとはねえ」

			　そんな風に呟いたのは一人の天使だった。

			　雲の上。非常に大きな雲を真下に備え、地上からは姿が見えない浮遊島。そこは人々から『天界』と呼ばれる場所だった。しかしその実態は、人々が住む地上とあまり変わらず、ごく普通の家屋が立ち並んでいる。そんな地上でも『天界』でもありふれた家の一角で、べルス・エラストフという天使は表情を切り替え、真剣な面持ちで言った。

			「……ま、とにかくイリアス様からの指示だ。今すぐ下界に降りろと言っている」

			　ミリという女は気怠そうにソファに寄りかかりながら、

			「えぇ……どうして私たちなのよ？　マジでめんどくさい。そもそも女神様が各国の教会に〝神託〟を与えて動かすんじゃなかったっけ？」

			「国は動きが遅いし、勇者はまだ力不足。その上、なぜかは知らんが英雄クサナギが魔王軍についている。油断はできない。もし本当にウォルフが復活すれば大変だ」

			「……はーい」

			　ベルスが肩をすくめると、ミリは生返事をしながら翼を動かした。

			　僅かに宙に浮き上がると、椅子に座り直す。

			　そんな不機嫌そうな彼女に呆れつつ、ベルスは窓の外に広がる雲の大海に目をやった。

			「……しかし、地上に降りるには時間が要る。それまでに間に合うのか……？　異世界人の件といい、イリアスは何を考えている？　いや……女神様か？」

			　彼ら二人は家から出ると、密集する家の上空を羽ばたいていく。

			　向かう先は『天界』の入り口と称される場所。それは『天空迷宮』において唯一、最短で正しい経路を辿ることのできる、いわば正規ルートだった。

			『天空迷宮』は女神が構築した雲状のダンジョンであり、それは地上から『天界』と呼ばれるこの浮遊島を隠すと同時に、地上からの刺客に対する要塞となっている。

			　飛行手段を持つ者でないと挑戦する権限すらなく、もし遠回りして『天空迷宮』を回避しようとしても、『天界』近くの雲に触れた瞬間、必ず迷い込んでしまう仕組みになっている。

			　その内部には雷を操る竜種の魔物――ライトニングドラゴンなど強力な魔物がひしめき、視界が不明瞭な雲の中で数多の強力な魔物に襲われることになる。

			　はっきり言って踏破は不可能だ。

			　ただし正規ルートを辿れば、魔物と遭遇することなく無傷で踏破することができる。

			　百年以上前は、天使族であれば正規ルートを辿らずとも魔物に襲われずに踏破できたらしいのだが、女神が魔神に魔物の制御権を奪われている今、それは自殺行為に他ならない。

			　魔物は悪魔に従うものだという常識が根付いているベルスからすれば、昔は魔物すら女神の管理下だったという事実は半信半疑ではあるのだが、どうやら悪魔が持つ魔物を従属させる能力は、魔物の制御権を奪った魔神に与えられたものであるらしい。

			　天使族を守る『天空迷宮』に魔物が棲みついていることも考えると、信じざるを得ない。

			「気をつけろよ。正規ルートから外れたら死ぬぞ」

			「分かってるわよ。馬鹿にしないで」

			　ともあれ、準備を整えたベルスとミリは『天空迷宮』を降りていく。

			　イリアスの指示に従い、地上――ピレーヌ山脈で巻き起こった戦いに駆けつけるために。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「情報が足りない。ここを奇術師の舞台とするための情報が」

			　やるべきことは簡単だ。

			　この場に出揃った強者を出し抜き、捻じ伏せ、一人の少女を助け出す。

			　少年は揺るがぬ意志を抱いて呟き、再び夜に紛れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　当事者ですら把(は)握(あく)しきれない一人の少女を巡る騒乱。

			　世界の闇と称される数々の役者が蠢(うごめ)き、それぞれの思惑が張り巡らされ、それらは戦いの中で歪(ゆが)み、崩れ、螺旋を描いて、同じ舞台へと昇り始め――運命は収束していく。

			　その舞台の上で最も力を発揮するのは、観客を魅了する奇術師であるとも知らずに。

		

	
		
			第53話　英雄

			　

			「――ま、待ってください、先生！」

			　まばらに木々が生える草地に、肌を刺すような寒風が通り抜ける。

			　草薙竜吾は、超級冒険者のミレーユ・マーシャルと対峙して睨み合っていた。

			　そこで声を上げたのはリリス・カートレットだった。

			　ミレーユは慌てた様子の教え子を見て、困惑したように声を漏らす。

			「……どうしました、リリスちゃん。今は、話している余裕はあんまりないのです」

			　草薙は腰に差した剣の柄に手をやりつつ、二人の様子を眺める。

			　ふらつきそうになる体に活を入れて、ミレーユの隙を窺(うかが)っていた。

			「さっきも言ったけど、この人はあたしを助けてくれた」

			「そこの男はリリスちゃんを利用しようとしているだけ。今すぐ離れるのです」

			「あたしを、利用……？　どうやって？　あたしなんか、ただのハーフエルフで……」

			　リリスが困惑しながら草薙を見た。

			　草薙は僅かに逡巡する。

			　ここで上手く騙せば、リリスをこちら側につかせることができるかもしれない。

			　分は悪いだろうが、試してみる価値はあるはずだ。

			　草薙が口を開く前に、ミレーユが立て続けに説得する。

			「リリスちゃん。あなたは魔王を復活させようとしている集団にとって、非常に重要なモノなのです。そこの男は、あなたのことを『モノ』としてしか価値を認めていません。私はそれが気に入らないですし、そんな連中にリリスちゃんを利用されるわけにはいかない」

			　急にいろいろな情報を提示されて、リリスは困惑しているようだった。

			　確認を求めるように、リリスの瞳が草薙を捉える。

			　その目には信じたいという思いと、疑念が渦巻いていた。

			「本当に……？」

			　視線が交(こう)錯(さく)する。

			　適当にはぐらかせばいい。

			　そう思っているのに。

			「……」

			　なぜか声が出なかった。

			　リリスは押し黙る草薙を見て僅かに表情を歪(ゆが)めつつ、ミレーユのもとへ走っていった。

			　その光景を見て草薙は自嘲的な笑みを浮かべる。

			　――覚悟はしていたつもりだった。

			　草薙は、もう英雄ではない。魔王と契約を結んだ以上、彼はただの悪人でしかない。

			　理屈では分かっていた。だというのに、小さな女の子にあんなに哀しい顔をさせてしまった事実を認めようとする度に、かつての誇りが失われていくような気分だった。

			　百年前の自分なら少女の悲しい運命に歯向かい、その理不尽に牙を立てたことだろう。

			　一つの笑顔を護るために、命を懸けたことだろう。

			　それが今はどうだ。

			　草薙はこんなにも理不尽な運命に囚われた少女を、自分の手で追い詰めようとしている。

			　ミレーユの言を何一つ否定することができない。

			　彼を今まで支えてきた、戦場に立たせていた信念が、今はどこにも見当たらない。

			　草薙は顔を歪(ゆが)め、乾いた笑みを浮かべた。

			「そうか……」

			　ようやく理解した。

			　これが覚悟か、と。

			　その重みを、草薙は確かに噛み締めて、ゆっくりと、ミレーユに視線を向ける。

			　――たとえ悪魔に魂を売り払ってでも、欲しい情報があった。会いたい人物がいた。

			　かつて救った世界に牙を向けることになろうとも――護りたい、大切なものがあった。

			「……そう、リリスは龍魔王ウォルフ復活のために必要なモノだ。悪ぃが、俺にも事情があるんでな。力ずくでも確保させてもらう。邪魔をするなら、殺すぞ。ミレーユ・マーシャル」

			　草薙は不敵な笑みを浮かべて、告げる。

			　まさに悪役だと自嘲しながら、悪化するばかりの体調を捻じ伏せて無理やりに大地を踏み締める。どんな犠牲を払ってでも、自分の目的を達すると決めたのだ。

			　だから、揺らがない。

			　揺らぐわけにはいかない。

			　それが、それこそが――覚悟だ。

			「……これが、ウォルフのヤツが見ていた光景か」

			「何です？」

			「……いや、ヤツの場合はもっと地獄か」

			「……？」

			「何でもねぇよ。ただの戯れ言だ」

			　そう言って、草薙は前へと足を踏み出した。

			　その瞳には感情を殺した冷酷な光が宿っている。

			「だから、テメェはこの俺から逃れる術だけを考えとけ。でないと、死ぬぞ？」

			「……仮にも超級の冒険者となった魔術師を、舐めないでください」

			　その言葉の直後の出来事だった。

			　二人の怪物は莫大な魔力を何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく解放する。

			　草原が焦土と化した。

		

	
		
			第54話　戦闘

			　

			　まず、動いたのは草薙だった。

			　草薙はそう長く戦える体ではない。加えて、沈黙を保っている勇者やエルフ族の動向も気になる。早期決着が望ましいと考えて、剣を引き抜いて走り出した。

			　揺れる視界。回らない思考。重い肉体。極限まで集中力を高めることによって、それらを一時的に消し去る。

			「〝魔弾〟」

			　対するミレーユは立ち尽くしたまま端的に呟いた。

			　目にも止まらぬ速度で魔法陣が展開され、魔力の塊(かたまり)が射出される。

			　高速で接近するそれを跳躍して回避すると、爆音と共に大地に亀裂が入った。

			　その威力に驚(きよう)愕(がく)している場合ではない。草薙が次にミレーユに目をやったときには、すでに今とまったく同じ〝魔弾〟が数十にも周囲に浮かんでいた。

			（く、そ……この展開速度は――!?）

			　考える暇もない。魔力の塊(かたまり)が群れをなして草薙に襲いかかった。

			　四方八方を埋め尽くすそれに回避の術はない。炸(さく)裂(れつ)と共に爆音が轟いた。

			　咄(とつ)嗟(さ)に〝障壁〟を展開。

			　だが、ミレーユの魔弾はそのような初歩的な無属性魔法で受けられるような威力ではない。

			　だから、草薙は馬鹿正直に受け止めることなどしなかった。

			　受けるのではなく、逸らす。〝障壁〟の角度を繊細に操り、僅かに方向を変えていく。それは並大抵の技術ではない。襲い来る〝魔弾〟のすべてを読み取り、その入射角度を計算し尽くしていなければ、あっという間に崩壊してしまうだろう。

			　そもそも、〝障壁〟はそのような細かな角度が調整できる術式ではない。

			　つまり、草薙は咄(とつ)嗟(さ)にその場で術式を改変したのだ。これこそが技術。何百何千もの戦闘経験がなせる技だった。

			　だが。

			「〝水槍〟、〝炎球〟、〝岩砲弾〟、〝竜巻〟、〝凍結〟、〝波動〟――っ!!」

			　ミレーユは草薙の神業に目を瞠(みは)りながらも、流れるような手捌きで魔法を構築していく。

			　これが、スキル『高速演算』の真骨頂。

			　次から次へとミレーユの誇るすべての属性魔法が放たれる。それでいて雑な術式ではなく、威力や速度は十分に込められたものだった。

			　対する草薙は冷徹な瞳のままに貫いていく水の槍撃を体を振ってかわし、迫る業火の弾丸を剣で袈(け)裟(さ)斬りに始末すると、首を振って岩の砲弾を避けて、〝障壁〟で渦巻く竜巻を防いだ。

			　そうして、ひやりとした冷気を感じ取った瞬間、飛び退いてミレーユから距離を取る。

			　草薙は油断なく立ち上がりながら、顔を歪(ゆが)めていた。

			　思った以上にミレーユは強い。倒せないわけではないが、決め手に欠ける。

			　正直、このままミレーユの放つ魔法に対処し続けていれば、いずれは魔力切れで勝てるだろう。ミレーユの魔力量は多いだろうが、このペースで連発していればそう長くは持たない。

			　だが、短期決戦を望む草薙としては望ましい状況ではなかった。

			　草薙が策を練っていると、ミレーユが冷や汗を垂らしながら口を開く。

			「……あなた、いったい何なのです？　これほどの強さがあって、どうして今まで頭角を現さなかったのか、疑問です。……いや、それ以前に、どうして魔王の味方を……？」

			「……答える義理はねえな」

			「人間が魔王の味方をする時点で、それなりの理由があるはずです」

			　その通りだった。そうしなければならない理由があるから、草薙は不死魔王と契約を結んだのだ。しかし、それをミレーユに伝える理由はない。

			「……それにしてもあなた、随分と苦しそうですね？　まだ戦いが始まったばかりだというのに。体調が悪いのなら、退いてみてはどうです？」

			「誰が退くかよ」

			「……そうですか。仕方ありません。それなら――」

			　――本気を出すことにしましょう、という彼女の呟きが耳に届いた。

			「〝支配領域〟」

			　言葉の直後――轟(ごう)音(おん)と共に莫大な魔力が渦を巻いた。

			　二人が佇(たたず)む空間が丸ごと、ミレーユの放出する魔力に包まれていく。草薙は対抗するように魔力波を飛ばしたが、ミレーユの魔力が揺らぐことはなかった。

			　草薙が強い警戒を持ってミレーユを見据えると、彼女は端的に言葉を放つ。

			　それは傲(ごう)慢(まん)な王の宣言だった。

			「――今、ここは私の領域なのです。この空間にいる限り、あなたは私には勝てない」

			「何……？」

			　世界にたった三人の超級と呼ばれる冒険者の頂点。魔術師の最高峰に達したと云われるミレーユ・マーシャルの切り札にして、その異名の所以たる魔法。

			　――〝支配者〟が、その真価を見せた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			〝勇者〟榊原迅の『分身』の一体は、エルフ族戦士団の若き長たるスイメルと共に行動を開始していた。

			「今、ワシの『分身』の一体がミレーユと草薙の戦況を確認した。突貫させるかね？」

			「いや、様子を見よう。両者共に俺たちよりも強い。潰し合った後に漁夫の利を得られるならば上々だ」

			「ふむ。……とはいえ、草薙が以前よりも妙に弱いな。天使長との戦いの影響か？　ワシの『分身』を相手にしたときはそういう風には見えなかったが……」

			「何にせよ、アレが万全なときほど厄介なものはない。百年前の英雄がどうこうっていうのはいまだに信じられないが……ともかく、〝支配者〟が殺してくれるなら好都合だ」

			「……まあ、そう上手くはいかないだろうが、な」

			「他にも何体か『分身』はいるんだろう？　それもその場に回しておくべきだ」

			「そうだな。加えてアルドックたちもそこに差し向けておく。ヤツはああ見えて隠密行動が得意だ。戦いの隙を突いてリリスを殺すことも不可能ではないだろう。まぁ、希望的観測だがな」

			「……ところで、例の奇術師は見つかったのか？」

			「いや、まだだ。ヤツめ、いったいどこへ消えたのか……」

			　迅は顔をしかめて悪態をつく。スイメルは表情を変えないまま、呟く。

			「急ごう。お前が命令した〝一つ目狐〟の連中もそろそろ逃げ道は塞いでいる頃合いだ」

			　二人は街中の屋根の上を、高速で駆け抜けていく。

			　眼下に広がる真夜中の街並みは、迅たちの戦闘の影響で騒がしさを増していた。

		

	
		
			第55話　勇者は英雄ではない

			　

			　――〝支配領域〟。

			　その魔法は、草薙ですら瞠(どう)目(もく)するほどに完成された術式だった。

			　そもそも草薙でなければ、その術式を理解することすら難しい領域だろう。

			「くそったれ……っ!!」

			　苛立たしげに吐き捨てながら、草薙は縦横無尽に駆け抜ける魔法の群れに対処していく。

			　服はすでにボロボロになっていた。避け切れなかった氷の刃が薄く頬を裂く。

			　じくじくとした痛みを無視して、草薙は打開策を練り上げていく。

			（……考えろ。まず、この術式の起点は何だ。どうやってこれだけの威力を生み出してんだ？　これだけ強力な術式なら必ずどっかに弱点がある。見逃すな、俺なら看破できる……！）

			　草薙は冷静に敵の攻撃を観察しつつ、対処していく。

			　この術式の厄介な点は『どこからでも魔法陣を展開できる』というただ１点のみ。

			　そして、それだけの要素が凶悪極まりない。

			　魔法は基本的に術者を起点として魔法陣が展開され、発動する。

			　だが、ミレーユの〝支配領域〟はその前提をまるっきり無視している。

			　ミレーユは草薙から遠く離れた位置にいるというのに、魔法陣の展開位置は草薙のすぐ近く。

			　だから直撃までの時間が異常に短い。

			　回避が間に合わないのも当然だ。

			　むしろ、かすり傷しか負っていない草薙の反応と的確な対処能力が常軌を逸している。

			「無茶苦茶な術式を……っ！」

			　草薙は悪態をつきながら、休む暇なく草地を駆ける。

			　そこで草薙は違和感を覚えた。

			　周囲の空間には、ミレーユの魔力が薄っすらと漂っている。

			　おそらく魔力を霧状に散布しているのだ。

			　――これが術式の起点なのだろうか。

			　だが、ただ空気中を舞うだけの魔力がどうやって魔法陣を展開させているのか。

			「まだまだ……っ！」

			　思考を巡らせている間にも、周囲では次々と魔法陣が展開され、至近距離で攻撃魔法が放たれ続ける。

			　いくつかの魔法陣は、発動前に斬ることで無力化できるが、それだけで収まるような数ではない。

			　加えて、ただでさえ「量」が異常だというのに、段々と魔法の「質」すらも向上していく。

			　光り輝く魔法陣が炎を生み出して竜の形をなした。

			　数十にも展開されたそれは、噛みつかんばかりに草薙へと肉薄していく。

			　そろそろ体力も限界。魔力にもそう余裕はない。

			　よって、草薙は賭けに出た。

			　襲いかかる火竜の魔法を無視して、体内の魔力をそのまま全方位へと放散させる。

			　その行為に殺傷性はまるでなく、防御に活用できるわけでもない。

			　つまり貴重な魔力を無駄遣いしただけだ。

			　普通なら、そう思うだろう。

			　だが。

			　――直後、音もなく空間が切り替わった。

			　ミレーユの魔力が支配していた領域を、草薙の魔力が侵食していく。

			　その途端、迫りくる炎の竜の勢いが弱まった。あからさまに制御が甘くなり、火竜の攻撃を避ける隙が生じる。

			　草薙は口元に弧を描いた。

			　高度な火属性魔法を舞うように回避しながら、次の戦術を練る。

			　突破口は見えた。

			　だが、そう上手くいくものではない。

			　一時的に場の支配権は奪ったが、それはミレーユの虚を突いただけのこと。

			　真っ向から場の支配権を争えば、多大に消費しているとはいえ魔力量の多いミレーユが勝つのは自明の理だった。

			　草薙は本職の魔術師ではなく、あくまで補助としての魔法しか使わない。

			　その強さの所以は剣技であり、それを生み出す経験と技術だ。

			　ゆえに魔力量には恵まれておらず、加えて今の魔力拡散によって著しく減っていた。

			　魔法を次々と発動しているミレーユの魔力量も無限ではないはずだが、いまだに疲れたような気配はない。一旦手を止めているが、冷静に草薙の動向を窺(うかが)っている。

			（……どうするか）

			　草薙はミレーユに勝つことを目的としているわけではない。

			　あくまで戦闘はリリスを迅速に連れ去るための手段の一つに過ぎない。

			　つまり膠(こう)着(ちやく)状態は望むところではなく、勇者やエルフ族の動向も考えれば、戦いが長引くほど状況は悪化するだろう。ゆえに草薙は鋭く息を吐き、強引に攻撃を仕掛けていく。

			「行くぜ……」

			　草薙は呟き、警戒したミレーユが身構える。

			　そして草薙が宿す固有スキルが解放され、真価を見せる。

			　その。

			　直前の出来事だった。

			「これは……!?」

			　明らかに異質な威圧感に襲われる。

			　発生源は後方だった。だが、ミレーユの魔法陣が展開している気配はない。

			　即座に振り向いても、草原が広がっているだけで他には何もなかった。

			　ならば、この嫌な感じは何なのだ。

			　そう疑問に思った刹(せつ)那(な)、草薙は不可視の衝撃によって吹き飛ばされた。

			「ごっ……!?」

			　喀(かつ)血(けつ)する。痛みよりも先に疑問が浮かんだ。――今の攻撃は、何だ。まるで身体全体を見えない壁に打ちつけたかのような痛み。背筋に電流が走った。
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			「――介入するなら、この辺りか」

			「ふむ。ワシならもっとギリギリまで待っても良かったがね」

			　草薙は痛みを堪えながら声の発生源に振り向く。

			　木陰より姿を現したのはスイメル・カートレットと榊原迅だった。

			　草薙は舌打ちする。やはり、ミレーユとの戦いに時間をかけすぎたらしい。

			　彼らの言から察するに、もっと前から戦況を観察されていた可能性すらある。

			「後一歩遅ければ決着がついていたかもしれない。このタイミングが最良だ」

			「別に文句はない。目論見通りにいったんだからな」

			　草薙が立ち上がったときには、すでに『結界』に囲まれていた。

			　スイメルが発動したものだろう。

			　先ほどの不可視の攻撃はおそらく『結界』を意図的に制御せず、暴走させたのだ。

			「……」

			　草薙は僅かに戦(せん)慄(りつ)する。スキルの扱いが異様に上手い。意図的に暴走させ、それを的確に対象へとぶつけるなど並大抵の技術ではないはずだ。

			　周囲を確認すれば、ミレーユ・マーシャルは五人の迅の分身体に囲まれていた。

			「何で、あなたがたは……!?」

			　地力ではミレーユのほうが上回っているはずだが、ミレーユは典型的な遠距離を得意とする魔術師だ。接近戦型のパワーファイターである迅の分身体に囲まれ、距離を詰められてしまった以上、もはや彼女になす術はない。

			〝支配領域〟の発動による消耗で息も上がっていた。

			　それでも諦めずに隙を窺(うかが)っているようだが、それを許すほど迅も甘くはない。

			　最悪な戦況だ。完全に勇者側に出し抜かれた。

			　そして、さらに勇者の付き人だと思われる騎士の姿もあった。

			「――迅速に、だ。そこの男はスイメルの『結界』でさえ突破してくるだろう。リリスの殺害を急げ。それだけで解決なんだ」

			　ミレーユを抑え込んでいる迅によって命令が下される。

			「了解です」

			　剣を抜いた騎士は淡々とした口調で頷くと、リリスに向かって駆け出した。

			　熟練した気配。『鑑定』でもレベル80を超えている。スイメルや迅ほどではなくとも、リリスを殺すには十分すぎる強さだろう。

			「……おいっ！　ボーっとしてないで逃げろ!!」

			　騎士の冷徹な眼差しに怯えていたリリスは、草薙の声を聞いて我に返ると、即座に逃げの一手を打った。

			　ありったけの魔力で身体強化し、森林の奥へと走っていく。

			「アルドック、追え」

			　ミレーユから視線を外さない迅の指示に従い、アルドックと呼ばれた騎士はおそるべき勢いでリリスを追い駆けていく。

			「くそ……!?」

			　草薙の脳内を焦(しよう)燥(そう)が駆け巡る。

			　だが、スイメルの『結界』をどうにかしない限り、草薙には何もできない。

			　事態を好転させるために焦りは不要。草薙は深く息を吐いて、心を落ち着ける。

			　そして『結界』というスキルを冷静に分析する――が、作業は難航していた。

			（……この『結界』……精密すぎて粗が見つからない）

			　エルフ族は繊細な魔力制御が得意だといわれているが、よほどスキルの扱いに慣れていなければ、この領域に達することはできないだろう。

			　草薙は歯軋りをした。スイメル・カートレットを侮(あなど)っていたつもりはない。

			　だが、先ほど上手く出し抜いたことから、知らぬ間に慢心していたのかもしれない。

			　こうしている間にもリリスの死は着々と近づいている。もはや猶予は一刻もない。

			　多少のリスクを無視してでも、強引に突破するしかないと判断した。

			　草薙は残り少ない魔力を振り絞って固有スキルを解放する。

			「通らせてもらうぜ……！」

			　瞬間。

			　滅多に表情を動かさないスイメルが、僅かに笑った。

			「それを待っていた」

			　直後、天地を揺るがすような轟(ごう)音(おん)と共に、『結界』が爆発的に炎上した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……勇者様」

			「何だ？　〝支配者〟ミレーユ・マーシャル――で、合っているかね？」

			「……あなたは今、自分が何をしているのか理解していらっしゃるのですか？」

			　尋ねる声は怒りで震えていた。

			　迅はそんなミレーユをひどく冷めた瞳で見つめながら、油断せずに周りを囲み続ける。

			　五人の分身体による完全包囲。万全の態勢だった。

			　隙を見せた瞬間に始末するつもりだったが、中々に難航している。

			　流石は超級冒険者といったところか。

			「理解しているとも。世界にとっての危険分子を始末しようとしているだけだ」

			「……リリスちゃんは、普通の女の子なのです。危険分子？　ふざけないでください。そんなものは先天的に体に備わっていただけ、彼女にはどうしようもないことです……!!」

			「だとしても、存在しているだけで世界が危険に晒(さら)されるのは事実だろう。現に今、魔王側から狙われた。アレが奪われれば、龍魔王ウォルフが復活すると分かっているのか？　その脅威はワシのような異世界人よりも、お前のほうがよく分かっているだろう」

			「……分かっています。ウォルフがどれほどおそろしい怪物なのか、私はよく知っているのです。……でも、それがリリスちゃんを殺していい理由になりますか？　彼女は何も悪いことをしていないのに、ただ生きていくことも許されないというのですか？」

			　ミレーユの平坦な声音に、迅は押し黙る。

			　彼女は下を向き、表情を見せないまま言葉を続けた。

			「――リリスちゃんはエルフ族の里から排斥されたハーフエルフで、殺しても周囲に影響がないと考えた。だから、あなたがたは、最も手っ取り早い手段を選んでいる。もし龍魔王の『因子』を宿しているのが彼女じゃなければ、あなたがたはもっと慎重に動いたはずです」

			「……その通りだ」

			　迅は頷いた。それが最低限の礼儀だと思ったから。

			　ミレーユはその可愛らしい顔立ちを憎しみに歪(ゆが)めて、迅を睨みつける。

			　だが迅は揺らがなかった。

			「ワシの仕事は、世界の敵を討ち滅ぼすこと――ひいては世界の平和を守ることだ。そこに個人の事情は斟酌されない。されてはならない。そのために最も効率が良いのは、ウォルフ復活阻止のためにリリスを殺すことだ」

			「……効率？」

			　ぴくり、と。

			　ミレーユの空気が明らかに変化した。

			「あなたはその効率とやらのために、一人の人間を見殺しにするのですか？」

			　貫くような眼光を、しかし迅は真っ向から受け止める。

			「……もう一度言ったほうが良いのかね？　――その通りだ、と。ワシは龍魔王ウォルフの脅威を知らない。見たことがないからな。だが、データは残っている。その災害が――災害と呼ばれた魔王が、どれだけの被害を生み出したのか……情報として知っている」

			　地獄を見た。

			　迅は十年前――この世界にやってくる前、災害でいろいろなものを失った。

			　家族を失った。友人を失った。恋人を失った。

			　この体を除いて、残ったものは何もなかった。

			「ワシは常に、できる限り多くの人間を救うやり方を選ぶ。そこに正義がなくとも、人の感情がないと罵られようとも、悪と蔑(さげす)まれようとも……リスクの高い選択肢は取れない」

			　――多くの命が失われるということが、どれほど重いことなのか、迅は確かにその身に刻んでいる。たくさんの涙を見た。たくさんの悲劇を見た。幸福を奪われた世界を、たくさん見た。

			　迅は知っている。人は簡単に死ぬということを。その痛みを簡単に癒せるほど、強い生き物ではないということを。笑顔を取り戻すまでの流す涙の量を――迅は知っている。

			　たった一つの悲劇でその他すべての悲劇を取り払える可能性が上がるのなら、迅は悲劇を生み出す悪の手先となろう。人々に恨まれるような勇者になっても構わない。

			　――多数のために少数を犠牲にする。

			　それは、人の上に立つ者には必要とされる素質だった。そんな現実、認めたくもなかった。

			　だが現実は非情だった。勇者は常に、誰かを切り捨てる選択を迫られる職業だった。

			　迅はまだ召喚されて日が浅い。

			　それでも仕事はたくさんあった。助けにくい場所にいた子供を見殺しにして、その子供を助けようとした母を見捨てて、可能な限り多くの人々を助けた。

			　助かる確率が高い者を優先的に、効率的に助けた。そのことに後悔はない。

			　――反吐が出そうだった。

			　あっさりと人を見殺しにした嫌悪感で、気が狂いそうだった。人を数字のように扱う自分を省みて、死にたくなった。だが、迅が死んだら助かる人が増えるのか？　幸せになれる人が増えるのか？　――そんな都合の良い未来はない。むしろ勇者という国の希望となるべき存在が失われれば、不幸になる人間のほうが多いだろう。だから死ぬわけにはいかなかった。

			「……現実的に、リリスを生かしたままにしておくと危険が大きすぎる。彼女に宿る『龍因子』と『魔因子』は、仮に魔王軍が手を出さなかったとしても、いずれ彼女の心を侵食し、その体を乗っ取るスキルだ。王国の研究班に調べさせて、そういう結果が出てしまった。つまり魔王軍はウォルフの復活を早めようとしているに過ぎない……分かるか？　彼女は、危険すぎる」

			　勇者の天職に選ばれたところで、物語の中の勇者のようにすべてが救えるわけではなかった。

			　多少大きな力を手に入れたところで、迅はあくまで迅でしかなかった。

			　しかし。

			　――だから。

			　勇者は揺らぐことなく前を見据え続ける。

			　そこに理想はなくとも、正義はなくとも、最小限の犠牲で最も多くの人々を救うために。

			「……どうして」

			　ミレーユは苦渋の表情を浮かべて、迅を糾弾する。

			「どうして!?　あなたは、勇者なのでしょう!?　この世の理不尽を取り払って、救われない人々を必ず救い出してくれる存在ではなかったのですか!?」

			　ミレーユは迅を通して幻影を見ているのだろう。

			　百年前にこの世界に召喚され、君臨する『三大魔王』を無力化し、泥沼の戦争を食い止めたという伝説の勇者。ミレーユは年齢を考えると、その伝説の勇者――迅たち五人の勇者を二代目とするなら、初代勇者と呼称するのが適切だろう――が、活躍した戦争に深く関わっているはずだ。迅は百年前の戦争について王国の貴族から聞かされたことがあるだけだが、初代勇者は一騎当千の力を持った、世界最強の超人であったらしい。

			「……残念だが、ワシはお前の知っている勇者とは違うんでな」

			　――すべてを救い出せるような力があれば、と迅は思う。この超級冒険者の怪物から、これだけの信頼を得られたほどの力があれば――誰も悲しませずに済んだかもしれないのに。

			　能面のような表情の奥に感情を覆い隠す迅に向かって、ミレーユは叫ぶ。

			「あなたは幼い少女を犠牲にしたその口で、人々の希望を、勇者を、名乗れるのですか!?」

			「……ああ、もちろんだ」

			　迅は頷く。ひどく冷たい声音だった。

			　ミレーユの怒りはもっともだ。迅にそれを否定することはできない。だが現実として、多数の人間も少数の人間も救うなど不可能であり、リリスを生きたままにしておくのは危険が大きすぎる。お伽話の中のヒーローではないのだ。

			　現実では必ず犠牲が必要な場面は存在する。存在してしまうのだ。

			　――一度だけ。

			　そう、一度だけ、どうしても見捨てられなかったことがあった。この世界に召喚されて、二度目の戦いに出撃したときのことだった。そのときの迅には、どうしても人死にを認めることができなかった。だから、無理をして、すべてを救うことに挑戦したことがあった。

			　その結果。

			　助けられたはずのすべての人間は血の海に倒れ、無残な敗北の傷だけが残った。

			　今にも死に絶えようとする人々が、助けてくれなかった勇者への怨嗟の声を漏らし続ける。

			　思い出そうとするまでもなく、その記憶は迅の隣に在り続けていた。

			　もしもあのとき竜騎士アルバートが駆けつけてくれなければ、迅は何ひとつ救えないまま無様に死んでいただろう。

			　――だから、迅は最も効率の良い選択肢を選び続ける。

			　たとえ、一つの悲劇を認めることになったとしても。

			　それが最良の未来だと信じているから。

			「お前に一つだけ教えておく。勇者とは、物語の中の英雄ではない」

			「……」

			「すべてを救うなど、不可能だ」

			「……そうですか。失望しました。もうあなたには何も頼みません」

			　ミレーユは淡々と言った。

			　同時に、煮え滾(たぎ)るような殺気が顕になる。

			　魔力の気配が爆発的に強まり、周囲の魔力濃度が高まっていく。

			「私は、あなたを勇者とは認めない――っ!!」

			　轟！！！！！！　と〝支配領域〟が展開される。

			　直後に、五人の迅の『分身』が大剣を構え、ミレーユへと殺到した。

		

	
		
			第56話　儀式場

			　

			　昔から生き残ることにだけは定評がある。

			　草薙はそんなことを考えながら、迷宮都市ローレンの路地裏に座り込んだ。

			　荒い息を繰り返しつつ、壁に背を預ける。その体には火傷が深く残っている。

			「クソ……流石に死ぬかと思ったぜ」

			　スイメルが張った『結界』は、発動された草薙の固有スキル『魔力暴走』を利用して、魔力が暴走することを前提として火属性魔法を組み込んでいた。予定された魔力の暴走は、もはや暴走ではない。『結界』を保つ魔力が不安定になり、暴走し、スイメルの制御から離れ――それを発動条件として組み込まれていた火属性魔法が発動。

			　暴走するはずだったスイメルのスキル『結界』に使われていた魔力と、それを暴走させるための草薙のスキル『魔力暴走』に用いられた魔力、その二つの魔力が合わさり、おそるべき量になった魔力が術式を稼動させ、火属性魔法〝爆裂〟を起動したのだ。

			　草薙の思考を読みきった策略。スイメルは確かに聡明で優秀な戦士だった。

			　結果として凄まじい爆発が巻き起こり、ほとんど崩壊しているとはいえ『結界』の残(ざん)滓(し)がその爆発を『結界』があった場所の内部へと押し留める。凝縮された熱量が草薙を襲った。

			「このままじゃやべえか……」

			　その後、草薙は熱に身を焦がしながらも脱出。魔力消費を厭わずに風属性魔法〝竜巻〟を行使し、スイメルの目をかいくぐろうとした。だが草薙の苦し紛れの魔法に翻(ほん)弄(ろう)されるほどスイメルも甘くはなく、死に体の草薙に止めを刺そうとした。

			　そのとき、突如としてスイメルを中心に闇属性魔法〝暗闇〟が展開され、さしものスイメルも動揺したらしい。草薙はその隙にローレンの街中へと飛び込んだ。

			　そうして入り組んだ路地裏を適当に進み、体力の限界に陥ったので座り込んでいる。

			「しかし、あの魔法を放った奴はいったい……？」

			　草薙は首を傾げる。草薙に闇属性の適性はない。つまり闇属性魔法は草薙には使えない。ゆえに、〝暗闇〟をスイメルに放った人物は他にいる。

			　――ミレーユではないだろう。彼女なら闇属性でさえも使えるだろうが、そもそも草薙の援護をする理由がない。迅も同様だ。そしてあの場に、他には誰もいなかったはずだ。

			「チィ……気にしてる場合じゃねえか。利用する気なら、そのうち接触してくるだろ」

			　ただでさえ重傷による発熱で意識が朦朧としているのだ。

			　火傷による激痛が加わった現状では走ることすらできない。

			「……厄日だ」

			　適当に言いながら、草薙は壁に手をついて立ち上がる。

			　そのままヨロヨロとした動作で前へと進み始めた。

			（……さて、ララはどこだ？）

			　リリスが逃げた方角とは真逆のローレンの街中に逃げたことには理由がある。

			　ミレーユとの戦闘中、魔王軍の味方からの合図を目撃したからだ。ローレンの街の上空に小さな魔法が打ち出されていた。普通なら気づかないほど出力の小さい魔法だったので、おそらく気づいた者は草薙しかいないだろう。仮に誰かしら気づいていたとしても、打ち上げられた魔法の意味までは汲み取れないはずだ。

			　リリスを追い、拘束するにしても、戦えなければ不可能だ。ゆえに草薙は半ば諦めかけていたのだが――ララの治癒魔法さえあれば、まだ可能性は十分にある。

			　おそらく霧崎翔の命令で来たのだろう。相変わらず周到な男だと思いつつ、足を進める。

			　何にせよ、ララの居場所まで向かわなければならない。

			　草薙は自分の身体を叱(しつ)咤(た)して、歩みを進めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リリス・カートレットは森の中を逃げ続けていた。

			　魔力による身体強化を全力で使用して、凄まじい速度で木々の間を駆け抜けていく。

			　だが、追ってくるアルドックに焦る様子はない。

			　リリスがそろそろ限界であることを察しているのだろう。

			　事実、リリスの肉体には限界が近づいていた。そもそもリリスは魔術師だ。それほど体を鍛えているわけではなく、体力は少ない。そして、速度を保持するために無理な強化魔法を使い続ければ、体中の筋肉がボロボロになっていく。リリスを襲う筋肉痛は、体の悲鳴だった。加えて言えば、走っている場所は森林。足場は悪く、障害物も多い。少しでも気を抜いてしまえば、その瞬間に躓いて転ぶか、木にぶつかってしまうだろう。

			　リリスの動きはアルドックと比べると非常に危ういものだった。

			　吐く息は盛大に荒れて、足は疲労によって震えている。

			「はぁっ……っ　はぁっ……っ!!」

			　表情を変えずに淡々と距離を詰めるアルドックに、リリスは精神的に追い込まれていた。

			「……」

			　余裕を持って木々を回避し、走り続けるアルドックは息も乱れていない。

			　まだ余力を残しているのか。だとするなら、なぜ一気に距離を詰めないのか。

			　単にリリスの限界を待っているだけかもしれない。

			　そこへ、

			「リリス！　方向を変えるんだ！」

			　聞こえたのは、一人の少年の声だった。

			「ブルース……!?」

			　リリスは驚きのあまり目を見開く。

			　魔法塾の同級生であるブルースが、どうしてこんな森の中にいるのか。

			　昼間ならともかく今は夜中だ。森に入る理由がない。

			　思考に空白が生じる。

			　ブルースはそんなリリスに構わず、アルドックに渾身の水魔法を叩き込んだ。

			　アルドックは舌打ちして〝水弾〟を回避する。

			　ブルースは続けざまに魔法を連発した。あらかじめ発動の準備をしていたらしい。

			　一気呵成の攻撃に、アルドックは一瞬とはいえ後退した。

			「ついてこい！」

			　ブルースはリリスの横を走り抜けると、今までとは違う方角に逃げ出した。

			「ブルース！　アンタ、なんで……!?」

			「悪いが、事情なんて大して分かっていない。街が大騒ぎになってて嫌な予感がした。外で状況を探ってたらシドーに会った。後はアイツの指示に従ったんだ」

			「シドーに……!?」

			　士道は宿に戻って休んでいるだろうと思っていた。

			　しかしブルースの話を聞くと、戦いの裏で暗躍しているらしい。

			「シドーはどうやってあたしを見つけたのよ？」

			「第一級冒険者クラン〝一つ目狐〟。あの連中が妙な動きをしていた。だからシドーは、僕に彼らを尾行するように指示したんだ。――あの連中を追ってくれ。ヤツらはおそらくリリスを危険に晒(さら)すだろう。だからお前にリリスを護ってほしい、と……シドーはそう言っていた」

			　ブルースは手馴れた動作で魔法を放ち、追ってくる騎士を牽制しながら走り続ける。

			　リリスと違い、彼はまだ十分に魔力を残していた。

			「な、なんでシドーがそんなこと知ってたのよ？」

			「さあな。時間がなかったから詳しくは聞いていない。正直なところ半信半疑だったが、いざ〝一つ目狐〟を尾行してみたら、君の待ち伏せの準備をしていた」

			「……そん、な」

			　絶句するリリス。迷宮都市が誇る熟練の冒険者クランさえも敵だというのか。

			　もしブルースによって強引に進路を変えられなければ、リリスは何も知らずに待ち伏せの中へと踏み込んでいたはずだ。

			「……どうも連中、勇者から依頼されたらしい。君があのまま向こうに逃げていたら、あの騎士と〝一つ目狐〟の挟み撃ちに遭っていた」

			　思い返してみれば、確かに逃げる方向を誘導されていたような気がする。

			　アルドックは、ただリリスの消耗を待っていたわけではないのだ。

			「……勇者の差し金。どうして、そこまであたしを……」

			　震えるような声だった。ぽろりと零れ落ちた本音。

			　リリスは当事者だというのに、この状況について何も知らない。

			　それが、どうしようもなく悲しかった。

			　ブルースは何か言葉を返そうとしたようだが、そんな暇はないようだった。

			　後方から追撃の魔法が飛んでくる。

			　リリス一人で逃げていたときは魔法による攻撃はなかったが、方針を切り替えたのか。

			　肉薄する攻撃魔法を何とか回避し、リリスはよろける。

			　もともと限界が近かった体から力が抜け、バランスを取れなくなる。

			「掴まれ！」

			　転びそうになったところで、差し出されたブルースの手を掴み取った。

			　そのまま、ぐいっと引き寄せられ、リリスはブルースの脇に抱えられる。

			「ち、ちょっと!?」

			「もう走れないだろう!?　大人しく掴まっていてくれ！」

			　アルドックだけではなく冒険者の集団までが迫っていた。〝一つ目狐〟だろう。彼らはリリスたちを包囲するように広がりながら、徐々に距離を詰めてくる。

			　このままでは捕まるのは時間の問題だった。

			「ハーフエルフごときが、手間かけさせやがる……」

			　冒険者たちは皆一様に面倒くさそうな顔をしていた。

			　フードを被って種族を隠していたときは何回か関わったことのある〝一つ目狐〟の構成員たちが、人以下のゴミを見るかのような目でリリスを眺めてくる。

			　死の足音が凛烈に響き、リリスは潮時を悟った。

			　――自分が死ぬしかないのだ、と。

			「ブルース、お願い。あたしを置いて逃げて」

			「何を言っている？」

			「このままだとアンタも殺されちゃうかもしれない。それだけは嫌なの。同じ塾の友達をあたしの事情に巻き込みたくない」

			「……」

			「助けに来てくれたことには、本当に感謝してる。……だから、お願い。一人で逃げて。あたしは……友達を失いたくないのよ」

			「……フン。そんなもの、僕だって同じだ。君がハーフエルフだろうと何だろうと、僕の友人であることに変わりはない。ゆえに、僕はどんな事情があろうと友人を見捨てない」

			　ブルースは追手を憎々しげに睨みながら、鋭く告げる。

			「――僕は、逃げないぞ。仲間を大切にしない人間に、生きていく価値はないからだ」

			　それに、とブルースは続ける。

			「シドーが僕をここに行かせた以上、何か考えがあるはずだ。あの不可思議な奇術師が、このまま舞台を終わらせるとは思えない」

			　リリスとブルースの逃走劇は続く。

			「……ありがとう」

			　リリスは泣きそうになった表情を堪えて、キッ、と追手を睨みつける。

			　刻一刻と、終幕は近づいていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　僅か数秒の出来事だった。

			　ミレーユ・マーシャルは決死の覚悟で、一世一代の賭けに出た。

			「〝支配領域〟」

			　言葉と共にミレーユの魔力が散布される。当然、その魔力の拡散を許さない者がいた。

			　即座に反応した勇者の分身体が、おそるべき勢いで大剣を振り下ろす。

			　無謀ともいえるミレーユの行動に対して動いたのは三人。

			　残りの二人は僅かに距離を取ってミレーユの動向を見据えている。

			　――どこまでも冷静な男だ。

			　ミレーユは僅かに顔を歪(ゆが)めながらスキル『高速演算』の効果を存分に発揮して、一秒にも満たない速度で魔法を練り上げる。扱う魔法は当然、簡単で速く発動できるものだ。

			「――〝泥化〟」

			　それは相手の動きを封じる術式。

			　ミレーユは即座に術式を弾き出すと、展開された魔法陣から魔法が出力された。

			「ぬっ……っ!?」

			　二人の周囲の地面がミレーユを起点として、どろどろの汚泥と化していく。

			　迅が泥に足を取られて大剣を振るう腕が鈍った。大剣は腰を据えて振るう武器。つまり足腰が重要だ。踏ん張れない場所では思うような力が発揮できない。

			　とはいえ、迅は勇者だ。並大抵の実力ではない。

			　一人は転んだが、二人の迅は体勢を崩しながらも腕力だけで剣を振り回す。

			　ミレーユの魔法に足を取られてなお、十分な破壊力を持った一撃。

			　ブオッッッ!!　という凄まじい音と共に大剣が振るわれた。

			　ミレーユは一人目の迅の大剣を体さばきでかわし、二人目は〝泥化〟の効果範囲を狭めて転ばせ――しかし三人目の斬(ざん)撃(げき)には反応し切れず、肩口に大剣が直撃した。

			「ごはっ……!?」

			　血飛沫が舞う。濁流のように血の洪水が溢れ出した。思考に空白が生じる。

			　――痛い。そんな感情に気づく余地もなかった。ただただ激痛に叫び声を上げる。

			　だが、こんなところで倒れるわけにはいかない。

			　ダン!!　と、強引に地面を踏み締めてミレーユは耐え忍ぶ。その間も、決して途切れさせずに構築していた術式が魔法の形となり、迅へと殺到していく。

			　迅は僅かに驚いた様子でミレーユを見ていた。

			「……お前――」

			「――〝焦熱地獄〟ッ!!」

			　熱が、膨張する。

			　灼(しやく)熱(ねつ)の火炎が舞い上がり周囲一帯を焦土と化した。

			　倒すことはできずとも距離を取らせることはできるはずだ――と、ミレーユは考えた。

			　だが、この場にいる迅は所詮『分身』に過ぎない。

			　またしてもミレーユは読み違えた。迅の固有スキルの特徴に対応しきれていない。

			　迅は何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく激烈な炎に腕を突っ込み、ミレーユの肩口を掴んで地面に叩きつけた。

			「ごっ……あああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

			　冗談抜きに呼吸が一瞬止まる。

			　咳き込んでいる場合ではない。炎が自分の体を焼いていく。咄(とつ)嗟(さ)に、ミレーユは自分周辺だけ火力を弱めた。それは同時に、迅が受ける炎の影響も軽減されることを意味する。

			　迅は火傷を負いながらも不敵に笑った。

			　そして炎に構わず大剣を振りかぶり、ミレーユに止めを刺そうとする。

			　見誤った、とミレーユは思った。

			　どういうスキルなのか詳しくは知らないが、この場にいる迅があくまで数ある分身の一体に過ぎないことぐらいはミレーユも推察している。

			　窮地となれば、捨て身の攻撃を躊(ちゆう)躇(ちよ)しないと覚悟しておくべきだった。

			　形勢は再度逆転する。だが、ミレーユはまだ終わらない。

			〝支配領域〟は展開されているのだ。

			　で、あるならば――今ここは、ミレーユ・マーシャルの領域だ。

			「〝魔力障壁〟――〝風嵐〟ッ!!」

			　脳を焼き切るかのような演算速度で術式を構成すると、迫る迅の大剣を障壁で防いだ。

			　急造のため構成が甘く、障壁にビキビキと亀裂が入る。だがミレーユはその隙に地面を転がって大剣の殺傷範囲から逃れた。直後、障壁が破壊されて地面に大剣が突き刺さる。

			　ぶわ、とミレーユの髪が揺れた。紙一重の回避。後一秒遅ければ、間違いなく物言わぬ骸と化していたことだろう。

			　短く息を吐いて恐怖を抑えつつ、展開した〝風嵐〟で迅の分身体を強引に吹き飛ばす。

			　轟、と風が唸りを上げた。迅は足を踏ん張ったが、耐えきれずに後方へと跳躍する。

			　ミレーユは肩を裂かれた激痛に耐えながら、何とか立ち上がった。

			　距離を取らざるを得なかった五人の迅の分身体は、僅かに目を細める。

			　範囲型の風属性魔法。それは迅の捨て身の意思など無関係に、距離を開かせることに成功した。咄(とつ)嗟(さ)の判断は経験が物を言う。伊達に超級冒険者と呼ばれているわけではない。

			「まだ……なの、です。私はリリスちゃんを見捨てるわけにはいかない……！」

			　ミレーユは気力を振り絞って立ち上がる。

			　苦手な分野の治癒魔法を駆使して、血は堰き止めておいた。

			　ミレーユはすべての魔法属性に適性を持つ天才だが、治癒魔法は無属性魔法の中でも、さらに才能依存の分野となっている。魔法に関しては世界最高と名高い〝支配者〟ミレーユ・マーシャルが、唯一苦手としているのが治癒魔法だった。ゆえに肩口の傷は癒えていない。

			　――これで、仕切り直しだ。

			　ほとんど詰みだった状態からの脱出に無理をしたせいで魔力の消耗が激しい。

			　相対する迅のほうも、三人の分身体が重い火傷を負っていた。

			　迅は厳しい表情でミレーユを警戒しながら、呟く。

			「なぜ、そこまでアレに拘る？」

			　焼け石に水の治癒魔法を使ったとはいえ、ミレーユは満身創痍。もはや声を出すことすら厳しいというのに、そんな当たり前の質問をしないでほしいと思った。

			「……私の生徒だからに、決まっているのですよ」

			　脳裏に蘇るのは、路地裏に倒れ込むハーフエルフの少女だった。

			　しばらく食事を取っていなかったのか、彼女は枯れ木のように痩せ細っていて、その可愛らしい顔は随分と汚れ、この世に絶望したような表情を浮かべていた。

			　――それが、過去の自分と重なった。

			　ミレーユは人族と精霊族のハーフだった。耳に特徴があるリリスとは違い、ミレーユは一見しただけでは人族と見分けがつかなかった。しかしミレーユはどれほど時が過ぎても成長することなく、子供の姿のままだった。それは精霊族の特徴だった。ミレーユはその部分を受け継いでいた。受け継いでしまっていた。

			　ゆえに、彼女は人族の街で気味悪がられた。しかし精霊族が住んでいる里はとうに追い出されていた。だから何とか人族たちの国で暮らしていくしかなかった。ときには不老の魔女と呼ばれ、迫害されたこともあった。だから一つの街に定住することは許されなかった。

			　子供の姿をしているのに異様に強いところも、気味悪がられる原因だった。

			　冒険者として実力が認められ、事情を理解してくれる仲間ができるまでの日々は辛く、苦しいものだった。何度も死を考えたことがある。

			　それでも、このハーフエルフの少女に比べれば、ミレーユは恵まれた境(きよう)遇(ぐう)だったはずだ。

			　人族の国では悪魔族との戦争をきっかけとして、他種族と友好的な関係を結んだ。ゆえにドワーフ族のような背が小さい種族も、徐々に受け入れられていった。だから、百年の時が過ぎる中でミレーユの子供のような容姿に対する偏見も薄れ、超級冒険者に昇格して有名になったことで、多くの人々が認めてくれた。嬉しかった。私は生きていてもいいのだと思えた。

			　このリリスという少女は、その喜びをきっと知らないのだろう。ハーフエルフへの差別は根強い。だからミレーユとは違い、その喜びを知ることができないかもしれない。

			　そう考えると見捨てられなかった。

			　ミレーユとは違ってまだ若く、この先にも未来はずっと続いている。そんな幼い少女が見ている景色を絶望で終わらせたくなかった。世界はこんなにも希望に満ちていて、優しい部分もあるのだと教えてあげたかった。

			　助けたいと、思ったのだ。

			　それが偽善に過ぎないと分かっていても。

			　だからミレーユは彼女を拾い、一緒に暮らすようになった。いろいろなことを教え、いろいろな話をした。そして、経営していた魔法塾に招き入れ、ミレーユが入塾を許可した優しい子供たちと一緒に生活していくうちに、リリスには笑顔が増えていった。

			　人生に、この先の未来に、希望を取り戻したのだ。

			　それを。

			　あの少女がようやく手に入れた、ありふれた幸せな時間を。

			　――こんな男に、奪われるわけにはいかない。

			　絶対に。

			「あ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

			　研ぎ澄まされた集中力は、人智を超えた速度で魔法を構築していく。

			　残存魔力から考えると、ここからの数十秒が最後の戦いとなるだろう。

			　それで構わない。リリスの命を狙う敵を討ち滅ぼせるのなら。

			　ミレーユの渾身の魔法が。

			　――勇者に向かって、牙を剥いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……完成だ」

			　小さく呟いたのは、子供のような背丈の女性だった。

			　紅い瞳を僅かに細めて精巧に作られた『儀式場』を眺めている。

			　彼女は不死魔王、リーファ・ラルート。

			　リーファは応答がないことに気づいて、「？」と小首を傾げながら振り返った。

			　人間のくせに、当たり前のように傍に控える飄(ひよう)々(ひよう)とした眼鏡の少年が見当たらない。

			　リーファは僅かに唇を尖らせると、その場に座り込んだ。

			　どうやら草薙は苦戦しているらしい。リーファも協力したいところだが、先日の精霊王フィアとの戦いで右腕に呪いをかけられ、十全に動ける状態ではない。

			「悪魔の王が呪いにかけられるというのも、皮肉な話だ」

			　リーファはひとまず翔の帰還を待った。

		

	
		
			第57話　掌返しの一手

			　

			　夜が明けるのはまだ先のようだった。

			　騒ぎの影響で多くの民衆は目を覚ましているが、下手に動き回る者は少ない。

			　ララ・フェルシアは大通りから僅かに外れた路地裏で、雑貨屋の壁に背を預けていた。

			　彼女の周りに人気はない。だが念のため、紅の瞳と悪魔の翼を隠すように大きめの外(がい)套(とう)を着込み、フードを深くかぶっていた。

			「クサナギさん、やられちゃったんですかねー？」

			　声音は軽いが、その表情は暗い。

			　ララは少し前に、この場所から魔法による信号を打ち上げた。

			　戦闘中のようだったが、あの草薙が気づいていないということはないだろう。

			　彼は抜けているように見えて、観察力が尋常ではない。百年前の英雄なだけはあった。

			　かつて龍魔王ウォルフを封印したことで、初代勇者と並んで名を馳せた彼が、今では龍魔王ウォルフを復活させようとしているのは皮肉な話ではあるが――そこまで考えて、ララは不安を追い払うように首を振った。いくら重傷を負っているとはいえ、怪物が服を着て歩いているような男が簡単にやられるはずがない。

			　まだ信号を打ち上げてから、それほど時間が経っているわけではない。

			　気が早かったのだろう。待っていれば来るはずだ。ララの治癒魔法を求めて。

			「まったく、私が戻ってくるまで待っていればよかったのに……」

			　草薙がイリアスや迅と戦い、通信用の魔道具で翔の指示を受けて、重傷を負ったままローレンへと向かったとき、ララは別の任務についていた。

			　そのまま仕事に向かった以上は大した傷ではないのだろうと当初は思っていたが、翔の指示を受けてこの街までやって来たところ――どう見ても絶対安静クラスの重傷だった。

			　街中の高い建物の屋根から、ローレン近郊の草地で戦闘中だった草薙を観察したのだが、あの傷は死んでもおかしくない。というか戦えている時点で頭おかしい。

			　ララは焦ったが、しかし彼女は治癒術師。戦闘能力は低く、どうにもならない。

			　戦闘を離脱したところまでは確認した。なら、ララのもとに向かっているはずだ。流石にそろそろ回復しないと動けないだろう。そうでなければ人間ではない。

			　そんなことをつらつらと考え込んでいると、後方からじゃり、と足音が聞こえた。

			　草薙かと思い、ララは喜色を浮かべて振り向くが、しかしそこには薄暗い路地が広がるばかりで他には何も見当たらない。――気のせいか？　と、ララは首を傾げた。

			　その瞬間。

			「よう」

			　真後ろから、囁(ささや)くような声。

			　ララは自分の失策を悟ると同時にぐるりと回転。後方に力任せの回し蹴りを放った。鞭のように足がしなり、声を放った人物を急襲していく。いくら治癒術師とはいえ、ララは魔王軍に所属する中位悪魔。並の人間よりは強い。だが、後ろに立っていた人物は容易にララの足を腕で受け止めると――ニヤリとした笑みを浮かべた。

			　そして、いつの間にかララは宙を舞っていた。まるで理解できなかった。

			「ごほっ!?」

			　地面に叩きつけられた衝撃が、胸の奥へと強烈に響く。思わず咳込み、どうにか起き上がろうとするが――すでに、喉元には剣が突きつけられていた。

			　ララは敗北を察する。せめてもの抵抗とばかりに、顔を上げて相手を睨みつけた。

			　そこに佇(たたず)んでいたのは、冷酷そうな瞳が薄ら寒い印象を与える背の高い少年だった。この世界には少ない、黒髪黒目の人間。しかし、ララはその特徴が一致する者たちを知っていた。

			「異世界、人……!?」

			「ご明察だ」

			　少年は不敵に笑みを浮かべる。しかし、その視線はララを油断なく観察し続けている。

			「――悪いが、いくつか聞きたいことがあるんだ。答えてくれるよな？」

			　首筋にひやりとした金属の感触。ララは一瞬だけ逡巡したが、少年の眼差しを見据え、観念したように体から力を抜いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミレーユは可能な限りの魔力を術式に充填した。

			　周囲に渦巻く〝支配領域〟に、記述された術式が伝播していく。

			　随分と苦戦を強いられてきたが、ここで決着をつける。

			「全属性複合術式――」

			　扱う魔法の範囲を設定する。迅の分身体を一人も逃すつもりはなかった。

			　この場に本体はいないだろうが、分身体を殲(せん)滅(めつ)すれば勇者の動きを抑制できるはずだ。いくら勇者の固有スキルとはいえ、そう何体も軽々と分身を生み出せるはずがない。これだけの戦闘能力を宿した分身なら、魔力消費は並のスキルの比ではないだろう。そもそも、このスキルの魔力消費が少ないのであれば形勢不利だと分かった時点でもっと戦力を投入するはずだ。

			　その推測を保証するものはなく、結局のところ長年の経験による勘でしかない。だが、どのみち近距離型の戦士である迅を何体も相手に逃げ切れるわけではない。

			　だからミレーユは賭けに出た。

			「――〝虹之断罪〟」

			　静(せい)謐(ひつ)な声音が魔法名を紡(つむ)ぐ。

			　直後。

			〝支配領域〟に広がるミレーユの魔力が七色に変化する。

			　魔法陣が空中に展開されていく。その数は異常な速度で増加し、やがて天蓋を覆いつくすほどに展開された魔法陣から、火、水、風、土、雷、氷、光、闇――多種多様な属性の魔法が放たれていく。魔法の複数同時発動。それは修練を重ねた魔術師なら難しいものではない。

			　だが、この量と速度は明らかに異常だった。いくらミレーユでも真っ当な方法では同時に五つの魔法を並行するのが限界である。そう、本来ならば。

			　だが、ミレーユが扱う無属性魔法〝虹之断罪〟はそもそも発想が常軌を逸していた。

			　魔法の複数同時発動――それが術式となっているのだ。すなわち、この魔法は『魔法を演算するための魔法』と考えてもらって差し支えない。複雑な計算をするために、まずスパコンを作ったとでも言うべきか。しかし当然、魔法である以上は魔力を消費し続ける。この規模で魔法を展開していられる時間は、残り十秒程度だろうか。

			　展開される魔法のすべてが効果の高い複雑な術式群。魔術師の頂点と呼ばれた〝支配者〟の異名は伊達ではなかった。徹底的に効率化された術式が、最小限の魔力で最大限の効力を引き出していく。それでいて圧倒的な量を伴った攻撃が迅に襲いかかっていく。

			　大剣による防御など無意味。すでに一人の迅が火属性魔法に焼かれて消えている。そこでミレーユは攻撃を続けながらも、生み出した魔法群を中央で合流して収束させ、竜巻のように回転させた。七色に輝く魔法の奔(ほん)流(りゆう)が戦場の中心で渦を巻いて鎌首をもたげる。

			　一瞬の硬直。ミレーユは術式の操作に細心の注意を払った。

			　直後――収束していた魔法の奔(ほん)流(りゆう)は凄まじい勢いで爆散した。

			　七色の断罪の光が周囲に無差別な暴虐を撒き散らす。

			　爆発的に効力を及ぼした魔法は一瞬で草原を焼き尽くし、それを水流が鎮火したかと思うと直後に凍りつき、唸りを上げた風の刃が吹き飛ばしていく。その理解不能な現象を前に、さすがの迅もなす術なく倒れていく。一人、二人、三人と――〝焦熱地獄〟で負傷していた分身体から消えていく。火傷によって動きが鈍く、仕留めやすかったのだ。

			「……ぬぅ」

			　迅の呻き声が耳に届いた。

			　残りは一人。

			　それはつまり――今までは五箇所に散開していた分の魔法を、一箇所に集中できることを意味している。ゆえに、ミレーユは魔法の範囲を狭めた。

			　残存魔力からすると残り時間は五秒。だが、それだけあれば十分だった。

			　最後の迅はせめて一矢報いようとばかりにミレーユへと迫る。

			　致命傷になりそうな魔法だけを選んでかわしながら、踏み込んでいく。肉を切らせて骨を絶つ戦術。しかしミレーユの〝支配領域〟はそこまで甘くない。

			　土の散弾が迅の足を止め、そこに炎の竜が食らいつく。逃れようと暴れる迅の背中を風の刃が切り刻み、倒れこんだところで闇の呪いが迅の動きを縛った。起き上がれない迅の体の中心を雷が迸(ほとばし)り、心臓を貫く。ミレーユに油断はなかった。迅は倒れたまま、ギロリとした眼光をミレーユに向けたが、そのまま淡い光となって消えていく。

			　小さな舌打ちの音だけが残った。

			「……」

			　戦闘終了を確認して、ミレーユの緊張の糸が切れる。

			　気がつけば、草地は原形を留めていなかった。ところどころに亀裂が入った無残な荒地だけが佇(たたず)んでいる。とはいえ、その光景を気にしている場合ではない。

			「……リリスちゃんを、追わないと」

			　ミレーユは今にも消え入りそうな声音で呟く。

			　身に纏(まと)う淡い水色のローブは、ボロボロの布きれにしか見えなかった。
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			〝虹之断罪〟の使用時間を残り三秒ほど残して迅を倒したので、魔力はまだ一割ほど残っている。心許ないが、ないよりはマシだ。いざとなればこの身を犠牲にしようとリリスだけは逃してみせる。それは超級冒険者としてではなく、どこにでもいる講師としての覚悟だった。

			　重い足をひきずって森の奥に足を進めていく。

			　だが、少し気を抜いた瞬間にがくりと膝が崩れ落ちた。

			　魔力もそうだが、それ以上に身体的な疲(ひ)弊(へい)が激しい。

			　やはり連戦が響いていた。特に、最初の一戦がミレーユの体を追い詰めている。

			　ボサボサの黒髪に冴えない顔と眠たげな瞳をしている、あの青年。彼は正直なところ、五人の勇者の分身体よりも、はるかに強かった。百戦錬磨という形容が相応しい技術の数々。もしも万全な状態だったなら、ミレーユなど歯牙にもかけられなかったはずだ。

			　ただ、その強さを考えると疑問が残る。

			「あんな男の存在は、まるで聞いたことがないのですよ……」

			　ミレーユは超級冒険者だ。高難易度の依頼を実行するために世界中を回っていた。

			　よって、そのツテは多い。

			　情報が知られにくい魔王軍とはいえ、あれほどの強さがある『人間』が魔王に味方しているというのに、まったく噂が立たないことには違和感がある。

			（……いや）

			　ミレーユは戦闘中に、迷宮都市から信号が打ち上がっていることに気づいていた。

			　おそらく魔王軍が青年に向けて合図をしたのだろう。すでに青年が戦闘を離脱してから、時間はそれなりに経過している。今更そこに向かっても意味はないだろう。

			（……でも、あの容姿、どこかで見たことがあるような）

			　そのとき。

			　ミレーユの脳裏に、百年前の記憶が過った。

			「まさか……」

			　初代勇者と並んで称された、人族の英雄クサナギ。

			　その男が戦っている姿を、ミレーユは一度だけ見たことがある。当時のミレーユは、まだ新米の魔術師であり、彼はミレーユに気づいていなかっただろうけれど。

			　風属性魔法で牽制し、剣で勝負を決める典型的な魔法剣士。圧倒的な力を振るう初代勇者とは違い、彼はあくまで人間の範疇だった。だが、異様に洗練された魔法と剣技は、初代勇者にも劣らない戦果を叩き出していた。いったい、幾度の修羅場を乗り越えてきたのか。当時のミレーユは、ただ戦(せん)慄(りつ)しながら眺めていることしかできなかった。

			　やがて戦争が終結すると、英雄クサナギは唐突に歴史から姿を消した。

			　ミレーユは百年のときが流れていく中で、伝説となった彼の物語を何度か耳にした。

			　――それは、人が悪竜へと挑む、ありふれた英雄譚。

			　道端に倒れていた身元不明の彼を助け、暖かい食事や生活するための仕事を与えてくれた人々がいた。そんな人々が住む国は、災厄の龍魔王という脅威に襲われてしまう。彼は恩人たちを護るために剣を取ることになる。七日七晩の死闘の末、彼は龍魔王を封印し、歴史に名を刻んだ。その男の名前こそが、英雄クサナギだった。

			「いや、流石に……ない、ですよね」

			　ぽつりと呟く。

			　仮にあの男が英雄クサナギだとするなら、自分の手で封印した龍魔王ウォルフを復活させようとするはずがない。そもそも彼はミレーユとは違い、人族で間違いないはずだ。いくら何でも、百年前に生きていた人族が、当時の姿のままでいるはずがない。

			　――だが、あの容姿はかつて見た英雄に、あまりにも似ている。百年前の記憶なので曖昧ではあるが、いざ思い出してしまうと無関係とは思えない。

			「でも……今、考えても仕方がないのです」

			　ミレーユは首を振って意識を切り替えると、森の奥へと足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜空はどんよりとした分厚い雲が覆っていて、裂け目から星を覗くことすらできない。

			　草薙は僅かに息を吐いた。

			　状況が動き始めてから、すでに一時間が経過している。夜明けはまだ遠いが、ローレンはいまだ混乱の最中にあった。東区の住宅街が壊滅しているからだ。草薙にはその理由が分からなかったが、街を歩く人々に尋ねてみると、どうやら勇者が何者かと戦闘していたらしい。

			（……いったい誰だ？　もしかして俺は、何かしらの不確定因子を見逃している……？）

			　とはいえ領主の素早い対応により、被害規模の割に人々は落ち着いて行動していた。

			　街を歩く草薙が耳を澄ますと、ざわつく人々の会話が聞こえてくる。

			「――何が起きてるんかねえ？」

			「分かんねえが、魔物でも襲ってきたんじゃねえかな。聞いた話によると勇者様が街を守ったらしいが……」

			「ほう。あの人はやるときはやる人だと思っていたよ」

			「でも勇者様と戦える魔物って、やばいんじゃないかな……？」

			「街の外ですげえ音が聞こえたし、今はそこで戦ってるんだろ？　領主様にはあっちには近づくなって言われてるし。街の外に誘導してるんだ。もう大丈夫だろ、きっと」

			「そうかなぁ……」

			　口々に憶測を並べ立てながら、人々は衛兵や依頼を受けた冒険者の指示に従い、落ち着いた様子で安全な場所へと避難していく。

			　草薙はそんな人の流れに逆らうように、別の場所へと向かっていた。

			　ララが信号を上げた位置はだいたい把(は)握(あく)している。小さな雑貨屋の角を曲がり、狭い路地裏に顔を出す。薄暗い路地で、ララが神妙な表情で壁に背を預けていた。

			　彼女は草薙に気づくと、僅かに表情が揺れた。

			　だが、これ以上なく疲(ひ)弊(へい)している草薙はその機微に気づかない。

			「……あ、クサナギさん。来ちゃったんですか」

			　その言い回しに妙な引っ掛かりを覚えたが、細かいことを気にしている余裕はない。

			　ララに近づき、口早に頼む。

			「すまん、急いで治してくれると助かる」

			「……分かりました」

			　そう言って、ララが近づいてくる。

			　ようやく、この激痛から解放される。そう思い、草薙は安(あん)堵(ど)した。張り詰めていた緊張の糸が、一瞬だけ途切れた。――刹(せつ)那(な)。その隙を見逃さずに背後に降り立った存在に気づいた。

			　だが、もう遅い。一瞬の気の緩みが命取り。草薙は肌が粟(あわ)立つような感覚に襲われた。

			「動くな」

			　凛とした声音が耳に届く。草薙の背中にはすでに、剣の切っ先が突きつけられていた。

			　いくら草薙とはいえ、この状況から巻き返せるほどの手段はない。相手が素人ならやりようはあるが、この気配から察するに襲撃者はそれなりの実力を持っている。

			　そして。

			「クサナギさん……ごめんなさい」

			　ララの体には、よく見ると薄っすらと黒い瘴(しよう)気(き)のようなものが漂っていた。

			　闇属性魔法〝呪縛〟。草薙が見る限り、それほど技術が高い術式ではないが、戦闘能力の低いララの動きを縛る程度なら十分に効力を発揮している。つまりは人質だ。どうやら草薙は誰かしらの罠に嵌まったらしい。思わず舌打ちをする。

			　状況は袋小路。手詰まりだった。

			　ただでさえ背後を取られて危機に陥ったというのに、ララを人質にされていてはどうすることもできない。彼女を見捨てるわけにもいかない。そもそもララの治癒魔法を受けられないのなら、どのみち草薙はここでリタイアである。

			　――しかし、いくら意識が朦朧としていることに加えて油断していたとはいえ、草薙は周囲の警戒には長けている。気配に気づくことすらできないのはおかしい。

			　おそらく襲撃者の固有スキルか何かによるものだろう――と、草薙は思考する。

			　顔だけ振り向くと、冷徹な瞳をした少年がこちらを見据えていた。

			　チャキ、と僅かに剣が揺れる。これ以上は動くな、という合図だろう。

			　少年の顔は見たことがなかった。

			　だが、黒い髪に黒い瞳。そして東洋風の顔立ち。明らかに日本人だ。

			　加えて、この街周辺にいる転移者は勇者と草薙を除けば、一人しかいない。

			「信号の魔法を打ち上げたのは無用心だったな。まあ敵は戦闘中だから問題ないと踏んだんだろうが、そのとき俺は街中にいた」

			「……ハズレ術師、か。まさかテメェがこの局面で動いてるとは」

			「そんなに意外なことか？　勇者と一戦交えたし、俺の思惑は知られてると思っていたが」

			「霧崎から話を聞く限り、テメェは冷静に状況を判断できるタイプのヤツだと思っていた。おそらく傍観してるだろうと踏んでたんだが……何かしら事情があるのか、それとも俺が思ったより馬鹿だったのか――いや、俺が思ったよりお人好しだっただけか」

			「リリスを助けたい」

			　否定も肯定もせず、神谷士道は真(しん)摯(し)な口調で言った。

			　それが少しだけ羨ましかった。

			「そうかよ……だが、今この戦場は、テメェじゃ勝てないような怪物だらけだぜ？」

			「だからと言って何もできないわけじゃない。俺は奇術師だ」

			「……」

			「舞台で踊る役者たちに力で勝てないのなら、彼らを欺くのが俺の役目だ。そうだろう？」

			　士道は薄く笑う。

			　夜闇に支配された世界の中で、黒衣を纏(まと)った奇術師が肩をすくめる。

			　明らかに、草薙よりも弱い。力はなく、速度もない。戦闘経験も少ないだろう。この戦いの舞台に上がれるような器ではない。そのはずだ。

			　だが、彼が携える雰囲気は、どこまでも不気味だった。

			「……ハッ、だから手始めに、俺を始末しにきたのか？」

			「違う」

			　士道は首を振った。

			「お前は百年前の戦争で活躍した英雄クサナギ――で、いいんだよな？」

			「……転移者のくせに、よく知ってるもんだ」

			「事情はそこの悪魔から聞いている。お前のことも、お前が魔王軍と交わした契約も」

			「……」

			「ご、ごめんなさい、クサナギさん……」

			　ララは涙目だった。あわあわとしている彼女に、草薙は嘆(たん)息(そく)する。

			「……で、それが何だってんだ？」

			　草薙が尋ねると、士道は剣の切っ先を引いた。

			「――俺と手を組まないか？」

			「何……？」

			　草薙の思考に、空白が生じた。

		

	
		
			第58話　小さな願い

			　

			　榊原迅は深いため息を吐いていた。

			　禿げ上がった頭部に大柄な肉体。サングラスを額にかけ、鋭い眼光が顕になっている。

			　窓の外のローレンを見据えながら迅はしばし思考の海に潜っていた。

			　そこはローレンを治める領主の屋敷。その一室だった。

			　貴族としての格を窺(うかが)わせる瀟洒な意匠を凝らされた家具がいたるところに置かれていて、迅はその一つである柔らかいソファに身を預けていた。

			「どうだね？　戦況は」

			　軽い調子で尋ねながら部屋の扉を開いたのは、白髪の中年男性だった。

			　アイゼン・ライズベルグ。

			　迷宮都市ローレン近郊――ライズベルグ侯爵領を治める領主である。

			　彼はテーブルを挟んで迅の対面にあるソファに腰を落ち着けると、扉の外に控えているメイドに、紅茶を出すように命じた。

			「ふむ……。正直なところ、思わしくはないな」

			　迅は重々しい口調でそう答えた。

			　敬語は使っておらず、一侯爵たるアイゼンを前に敬意を示す様子はない。

			　勇者はその態度が許される立場だった。

			　アイゼンは特に気にした様子もなく、テーブルに置かれた紅茶に手をつける。

			　迅もそれに倣い、温かい紅茶に手を伸ばした。

			　しばしの沈黙の後、迅がゆっくりと口を開く。

			「それで、竜騎士アルバートはどうした？　ワシの分身体が残り一体となった今では、増援がないと厳しい。スイメルも草薙だけで手一杯のはずだ。宮廷は頭の固い連中が多いが、魔王が動いているこの事態を前に戦力が出せないとは流石に言わんだろう？」

			「教会に神託が告げられてから国も迅速に動いてはいるが、この迷宮都市ローレンは辺境すぎるようでね。何せ王国の北端だ。竜騎士隊ですら到着には時間がかかる」

			「具体的には？」

			「二時間、といったところだね。……勇者ジンよ、こちらの残存戦力は？」

			「……ワシの分身体が残り一体。魔力量から考えてもこれ以上は生み出せんな。加えて、天使長が動かしたエルフ族戦士団は……長のスイメル以外は全滅だ。生きてはいるようだが」

			　迅の分身体はミレーユにほとんど始末されてしまい、スイメル率いる戦士団は草薙によって無力化された。その犠牲を払った代わりにアルドックと〝一つ目狐〟はリリスを追っているはずだが、分身体の不足もあって戦況は分からない。

			　そろそろ決着がついていてもおかしくない。だが、迅は嫌な予感が隠せなかった。

			「……む、分身体が森の中で死体を発見した。これは……ミラ神聖国の兵か？」

			　迅の意識の一部には、最後の分身体の視界が映っている。

			　薄暗い森林には、何人もの死体が崩れ落ちていた。

			　兵の装備からミラ神聖国の兵士と予想したが、偽装している可能性も否定できない。いずれにせよ、他国の諜報部隊であることは間違いない。この街は王国の北端だ。侵入することも難しくはない。もともと潜伏させていた部隊を、異常事態を察して動かしたのだろう。

			　そこまでは別におかしな話ではない。

			　重要なのは、ここの拠点に潜伏している魔王軍は数が少ないはずだったが、精鋭揃いの諜報部隊を殲(せん)滅(めつ)できるような強者が、草薙の他にもいるということだ。

			「……不死魔王本人か？」

			　迅はそう考え、違うと判断した。この死体は一人一人、丁寧に止めを刺されている。あの魔王はこんなやり方はしない。多勢を相手にするなら周辺の地形ごと吹き飛ばすだろう。

			「まあ別人だと分かったなら、備えはできる」

			　現在、ライン王国の女神教会には神託が降りている。その内容は龍魔王ウォルフの復活を暗示していて、止める方法は銀髪のハーフエルフを始末することのみだと示していた。

			　貴族にしか出回っていない情報だが、民衆に広まれば騒ぎになるだろう。

			　災厄の龍魔王ウォルフ・バーゼルトとは、それほどの存在なのだ。

			　他の魔王とは『悪』としての格が違う。被害をもたらす規模が桁違いなのだ。百年という長い時間が経過してなお、その爪痕は各地に残っている。

			　黙考する迅に対して、アイゼンは紅茶で舌を湿らせつつ、

			「敵戦力は不死魔王リーファに元英雄クサナギ……それと中位以下の悪魔が数体だったか？」

			「……それに加え、もう一人いるはずだ。別勢力としては、ミレーユ・マーシャル」

			　迅は一度そこで言葉を区切った。何かを確かめるように呟く。

			「……それと、神谷士道だな」

			「ああ、例のハズレ術師とやらか。それに対して、こちらはスイメル・カートレットと勇者ジンの分身一体。それにアルドックと〝一つ目狐〟か……戦力が足りないな」

			　数の上では優っているというのに、アイゼンは戦力不足を嘆いた。

			　迅もその言葉に首(しゆ)肯(こう)する。

			　別に、出せる兵がいないわけではないのだ。

			　アイゼンは広大な領地を治める一廉の貴族であり、手持ちの私兵は多い。

			　しかし、この世界では個々の実力の隔たりが大きい。数が意味をなさないことも往々にしてあるのだ。これは迅がライン王国の兵法を学んでいく上で、最も驚いたことである。

			　迅も迷宮で訓練するにつれて、その意味を実感したのだが。

			　要するに、このレベルの戦闘では雑兵は役に立たない。それは草薙に無力化されたエルフ族の戦士団が証明している。

			　要求される戦力レベルは、最低でも第二級冒険者程度だろうか。だから迅は、この街において最強の冒険者クラン〝一つ目狐〟を動員し、それ以外は役に立たないと判断した。

			「ワシが直接出るか……？」

			　迅は僅かに目を細めた。その圧力は分身体の比ではない。

			　実際のところ、あれだけの強さを誇ってなお、迅の分身体は本体の三分の一程度の実力しか持っていない。迅はすでにレベルオーバーに到達している。

			　草薙という例外を除けば、異世界に転移して数ヶ月ではありえない速度での成長だが、その理由は迅の特殊な固有スキル『分身』にある。

			　迅は何人かの分身体を使って迷宮で魔物を狩り、経験値を積ませるのだ。

			　一日に五人を動員していれば、単純に考えてその経験値は常人の五倍。

			　分身体なので迷宮から脱出する必要もなく、魔力切れになるまで延々と魔物を狩り続けた。

			　ゆえに、迅は強い。『分身』が積んだ経験は、すべて迅のものとなっているのだから。

			　本体で直接出向けば、草薙はともかくミレーユなら始末する自信はある。

			　だが、本体に替えは利かない。

			　迅はひとまずアイゼンに策を伝えた。

			　すると、当然のようにアイゼンは迅の提案を止めた。

			　勇者という存在は王国にとって大切な権威だ。そう簡単に打ち捨てていいものではない。それを理解している迅はなお、アイゼンの言葉を無視して思考の海へと沈んだ。

			　あくまで自分の基準で、迅は現実的なリスクとリターンを秤にかける。

			　迅は別に王国のために戦っているわけではなく、命が惜しいわけでもない。

			　ただ、望んでいただけだ。

			　今はもう――失われた理想を。

			「……ふむ」

			　そして。

			　迅の選択は。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜闇に包まれた森林の中で冒険者たちの悲鳴が轟く。

			　迷宮都市最大のクラン〝一つ目狐〟の連中だ。

			　この街きっての精鋭と呼ばれた彼らは今や泣き喚き、錯乱して叫ぶだけの惨状だった。

			「……あーあー、嫌になるね」

			　怠そうに嘯きつつ、霧崎翔は淡々と殺害を繰り返していく。

			　言動とは裏腹にその動きに淀みはない。迅速かつ効率的に冒険者の命を刈り取っていく。

			　足音すら立てない翔を、冒険者たちが捉えることは永遠にない。

			　物陰から物陰への疾走。それだけで、翔は何人もの首を飛ばしていた。

			　どうしてリリスを追っていたはずの彼らが、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の絵図となっているのか。

			　その理由は、翔の固有スキル『呪印』にあった。

			〝一つ目狐〟を発見し、計画の邪魔だと判断した翔は、忍術師としての技術を駆使し、集団の最後尾にいた何人かの冒険者を、気づかれないように『呪印』で暴走させた。

			　それが意味しているのは、信頼している仲間に背後から襲われること。すなわち同士討ちの発生である。そうなれば後は簡単だった。いくら優秀な冒険者とはいえ、彼らは魔物を相手にする職業だ。戦闘中の仲間割れなど想定していない。ゆえに、外敵への備えは堅実だった陣形が簡単に崩れていく。翔は隙だらけの隊列に介入して、首を裂き、ときに『呪印』で暴走させつつ、効率的に冒険者の数を減らしていく。彼らが混乱の中で、夜闇に溶け込み、死角に潜り込んでいく翔に気づくことはなかった。

			　暗闇で翔に狙われた時点で、彼らの死はとうに決定していたのだ。

			　すでに〝一つ目狐〟は総崩れとなっていたが、翔には一つ懸念事項がある。

			（……騎士の姿が見えないなぁ。引き際だけはよく心得ている）

			　錯乱している冒険者たちの傍では不利と悟ったのか。

			　勇者の側近を任されているだけはある。

			　翔は最後の一人の始末を終えると、『呪印』で暴走させた連中に周囲の探索を命じる。

			　下位悪魔化させれば暴走した冒険者たちも知能が回復し、正確な命令を出すこともできるのだが、無駄に魔力を消費することもないと判断した。

			（後はリリスか。ピレーヌ山脈の方に逃げてるとは好都合だね）

			　口元に不気味な笑みが浮かぶ。

			　翔は再度夜闇に身を溶け込ませ、足音もなく走り始めた。

			　それから数分で、囁(ささや)き声を捉える。

			　翔は無音のまま地面を蹴って木に飛び移ると、高い位置から音源を見下ろす。

			　どうやらアタリのようだった。

			　とはいえ、そこにいたのはリリス・カートレットだけではない。

			　もう一人、男がいる。くすんだ茶髪に身なりの良い服を着た少年だった。

			『鑑定』によるとブルース・マグナンティ。レベルは60後半でステータスはそれなり。せいぜい第二級冒険者程度だろうか。しかし、翔は草薙に「ステータスだけで敵の能力を判断するな」と言われたことがある。

			　そもそも正面からの戦闘では、このレベルですら翔にとっては楽ではない。

			〝一つ目狐〟を倒せたのは、あくまで撹乱に成功したからだ。夜の暗闇だったからこそ暗殺が機能したのであって、翔の地力が彼らを上回っているわけではない。

			　よって、警戒を怠らなかった。

			　翔は迅速に捕(ほ)縛(ばく)行動へと移る。足音も立てずにブルースとリリスの背後五メートルの位置まで近づくと、手始めに手裏剣を取り出した。

			　現代まで脈々と受け継がれてきた忍の技術が、その真価を見せる。

			　翔は抜き手も見せぬほどの速さで手裏剣を放った。斜めに弧を描くような軌道で十字型の刃物が飛ぶ。その行方を見据えると共に翔は逆手にクナイを持ち、一息に隣の木に飛び移る。

			　魔力で強化された肉体は、この動作を容易にした。それは翔にとって大きな強みだった。

			　とはいえ、流石の翔でも着地の衝撃で枝が僅かに揺れる。だが、ブルースたちはちょうど迫る手裏剣に反応していたらしく、翔のそれに気づくことはなかった。

			　ブルースとリリスは慌てて術式を組み上げ、基礎的な無属性魔法〝物理障壁〟を発動。

			　魔力が込められているとはいえ、所詮は牽制に放った軽い手裏剣だ。

			　あっさりと障壁に跳ね返されて地面に落ちる。

			　だが、そのときにはすでに、翔は音もなくリリスの背後へと舞い降りていた。

			「誰ッ……!?」

			　リリスが反応して魔法を発動しようとするが、その判断は誤りだ。この至近距離だと魔法はあまりにも遅い。すでに近接戦闘の領域。

			　翔は、ゆらりとした動作でリリスの懐へと潜った。

			「やらせない……ッ!!」

			　その直前。咆(ほう)哮(こう)と共にブルースの剣が割り込んだ。翔は表情すら変えずに体を振ってかわすと「隙だらけだよ」の一言。返し刀にクナイを放ると、剣を振ったブルースの無防備な脇腹に突き刺さった。血飛沫が舞い、ブルースの苦渋に満ちた声が響いた。

			　それを見ながら、翔は手慣れた動作で煙玉を地面に落とす。空いた手で次のクナイを取り出し、膝を深く落とした。いつでも飛び込めるような構えを取る。ブルースと翔が交(こう)錯(さく)している隙に魔法の発動を準備したリリスは、唐突に煙で視界を塞がれて硬直した。

			　その隙を逃す翔ではない。

			　煙玉の扱いに馴れている翔は、リリスやブルースとの位置関係など感覚的に理解していた。

			　リリスの背後に回り込み、口を押さえると腹部に拳を叩きつける。

			　人を上手く気絶させる技術も翔は身につけていた。

			　すぐにリリスの意識は途切れたようだった。

			　翔はほっそりとしたリリスの体を脇に抱えると、速やかにブルースの始末に移ろうとする。

			　だが、その足が途中でぴたりと止まった。

			「…………へぇ」

			　翔は何を思ったのか、投げ縄を使って木の枝に飛ぶと、踵を返して撤退した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クソ……間に合わなかったか」

			　森を駆け抜けていた士道は、倒れているブルースを発見して足を止めた。

			「大丈夫か!?」

			「あ、ああ……」

			　ブルースの返事を聞いて、士道は安(あん)堵(ど)の息を吐く。

			　うずくまるブルースの脇腹には、ナイフのような刃物が突き刺さっている。

			　傷口からはどくどくと血が流れている。

			　刺されてからそれほど時間は経っていないようだが、このままでは命が危ない。

			「悪、い……リリスを、護れなかった……」

			「……助けに来るのが、遅れた。お前には、申し訳ないことをした」

			　士道は苦渋の表情を浮かべて謝ると、固く拳を握り締める。

			　ここに来る前に〝一つ目狐〟の死体の山を発見した。そして明らかに普通ではない状態の人間が徘徊しているところに遭遇し、襲われたので一人倒した。あの症状は見たことがある。

			　間違いなく翔の固有スキル『呪印』だろう。リリスは彼に囚われたのだろうが、勇者側に殺されるよりはマシだ。まだ状況を覆すことができるのだから。

			「……必ず、リリスを助けてみせる」

			　士道はブルースに約束をした。彼はそれを聞いて、苦痛に歪(ゆが)む表情の中で小さく笑った。

			「だったら……早く、行け。僕に構っている暇なんて、ないだろう……？」

			「いや……だが……」

			　士道は逡巡した。確かにブルースの言う通りだ。リリスを翔に連れ去られた以上、余裕などあるはずがない。だが、ブルースの傷は放っておけば命に関わるものだ。このまま置き去りにしていくことなんて――

			「――頼む」

			　ブルースの瞳に映る覚悟を見て、士道は静かに頷いた。

			「……分かった。おそらく森にはミレーユがいるはずだ。せめて、お前が倒れていることに気づきやすいように、魔法を使っておく」

			　士道は闇属性魔法〝暗闇〟を発動し、ブルースを囲い込んだ。これで、ミレーユなら魔力の気配に気づき、様子を見に来てくれるだろう。また別の存在に気づかれてしまう可能性も高いが、この森に魔物は少なく、翔も拠点に撤退しているはずだ。そして迅の分身体がほとんど消え去り、冒険者クラン〝一つ目狐〟が全滅した今、敵に察知されるリスクは低いはずだ。

			「それと……もしミレーユが来たら伝言を頼む」

			　士道はその内容をブルースに聞かせると、やがてその場から姿を消した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミレーユ・マーシャルは森林をかき分けて進んでいた。

			（さっきのは、いったい……）

			　どう見ても正気を保っていない冒険者がミレーユに襲いかかってきたのだ。ミレーユは残り少ない魔力を気にして、体術で冒険者を気絶させた。魔術師とはいえ、それなりには体術も使える。そのぐらいできなければ超級など名乗れない。

			　暴走した冒険者に加えて〝一つ目狐〟の死体の山を見たときから嫌な予感はしていたが、その近くに魔法の気配を感知した。奇妙なところに展開されていた闇属性魔法〝暗闇〟を光属性魔法〝晴天〟で吹き飛ばす。一瞬だけ周囲が明るくなり、ミレーユは血を流して倒れ込んでいるブルースを発見し、動揺した。心臓が止まりそうだった。

			　激痛を無視して、慌てて傍に駆け寄る。

			「ブルースちゃん!?　いったい、どうしてここに!?　血が……だ、大丈夫なのですか!?」

			「……せ、先生……」

			　ブルースはまだ生きていた。そのことに、ミレーユは安(あん)堵(ど)の息を吐く。

			「……治癒魔法を使いたいのですが、そのためにはこれを抜かないとなのです」

			　ミレーユが神妙な表情で言うと、ブルースは頷いた。

			　その覚悟ある返答を受けて、ミレーユは腹部に刺さった刃物を一気に引き抜く。

			　ブルースの呻き声に顔を歪(ゆが)めるが、感情を凍らせてミレーユは治癒魔法を行使した。

			　なけなしの魔力が消えていくが、ブルースもリリスと同じくらい大切な塾生だ。

			　決して見捨てることはできない。

			「先生……シドーから、伝言があります」

			　ブルースは息も絶え絶えに呟いた。

			　その言葉で、ミレーユはハッとする。あの魔法は、士道がミレーユにこの場所を知らせるために展開していたものだと察する。

			「――まだ戦えるのなら、ピレーヌ山脈に来てくれ。リリスを助けるためには、ミレーユの魔法の技術が必要だ……と、シドーはそう言っていました」

			　ひとまず治癒魔法によって命の危機は脱した。ブルースの呼吸が安定していく。だが、もともとが重傷だ。しばらくは安静な状態にしていないと、傷口が開いてしまう。

			　ミレーユはブルースの体をそっと持ち上げると、近くの木にもたれかけさせた。

			「……ここで、休んでいてください。……リリスちゃんを助けたら、迎えに来ます」

			「……お願いします」

			　ブルースは真(しん)摯(し)な瞳でミレーユに訴える。

			　自尊心が高く、自分勝手な振る舞いをしがちなブルースが、今こうして友人を助けるために戦い、彼女の幸せを願っている。――成長しているな、とミレーユは思った。

			　ミレーユにはそれが嬉しかった。

			　慈しむような瞳を向けながら、ミレーユは治癒魔法をかけ終えると、そっと頭を撫でる。

			「……先生、僕は……分かった」

			　いくら傷が塞がったとはいえ、奪われた体力まで回復するわけではない。

			　ブルースはぐったりとしながらも、言葉を続ける。

			「大事なものは、力じゃないって。僕を支えてくれる周りの人たちを、護ろうとする、誇り高き意思が大事なんだって。だからこそ……それを成し遂げるために力が要るんだ」

			「……」

			「僕は、シドーみたいになりたい。リリスや僕の周りにいる、大切な人たちを護れる人間になりたい。でも今は、今の僕じゃ、まだ力になれないから……先生に、頼みたい」

			　ミレーユはブルースの頭をそっと抱き締めると、

			「……あなたの夢は、きっと叶う。だから……それまでは、私があなたの夢を護ります」

			　その瞳に覚悟を宿して、安心させるような強い口調で言った。

			「なにせ私は、あなたたちの先生なのですから」

			　ミレーユ・マーシャルは立ち上がる。

			　その目は、聳えるピレーヌ山脈の奥に潜む、不死魔王の住処(すみか)を的確に捉えていた。

			　今ここにいるのは、世界にたった三人の超級冒険者――ではない。

			　小さな塾を経営する、ちっぽけな一人の講師だ。

			　――だからこそ、譲れないものがある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　草薙は森を疾走していた。

			　その体に怪我の跡はない。ララの治癒魔法によってまともな状態になっていた。体力的な疲労と血の不足だけはどうしようもないが、今までと比べれば大分マシである。

			　――あの奇術師も器が大きい、と草薙は思う。

			　自分よりはるかに強い相手を簡単に回復させるとは、どう考えてもリスクが高い。

			　草薙は苦笑を浮かべながらも、駆ける足は緩めない。

			　目的地はピレーヌ山脈。リーファがいるはずの拠点。

			　翔が動いているのなら、そろそろリリスが連れ去られていてもおかしくない。

			（……ヤツの言い分は正しい。なら、賭けに乗るだけだ）

			　少し前、草薙が魔王軍と結んだ契約は単純。百年前に封印するしかなかった龍魔王ウォルフを――自分の手で討(とう)伐(ばつ)することだ。今度こそ、あの人々の脅威たる災厄を消し去るために。

			　ゆえに、百年後の異世界に降り立った後も、そのために行動を開始した。

			　そして草薙は不死魔王リーファと遭遇し、交戦している最中にこう告げられた。

			「貴様の目的が龍魔王ウォルフだと言うのなら……私に協力しろ」

			　――龍魔王ウォルフは、このままリリスの中で自然に復活すれば、百年前など比ではないほど強大な力を得た状態で顕(けん)現(げん)する。それこそ世界最強の初代勇者を上回るほどに。それは不思議な話ではなかった。ウォルフの固有スキル『睡錬』は、眠っていた時間に比例して能力が向上する。そして二つ目の固有スキル『地震』。彼は歩くだけで人里を叩き潰す。つまり放置すればするほど被害は拡大し、災厄としての規模が大きくなっていく。

			　ただでさえ『竜化』のスキルを持つ龍族と上位に位置する悪魔族との間に生まれた子供であり、後に魔王へと進化した存在だ。持ちうる魔力量は人智を超えている。ゆえに、極めて長い間、発動し続ける二つの固有スキルは、人族にとって最大の脅威だった。

			　それこそが『三大魔王』の中でも最強最悪、〝災厄の龍魔王〟と怖れられた所以である。

			　そんな存在が百年間も封印の中で眠り続けていたとすれば、固有スキル『睡錬』を発動し続けていたとすれば、極限まで向上した力を振るわれるだけで、世界は滅びる。

			「貴様も知っての通り、龍魔王ウォルフは魔王軍に制御できるような存在ではない。アレはただの知性なき化物だ。ヤツの復活で世界が滅びるのは私たちとしても本意ではない」

			　ウォルフが魔王軍と連携しているところなど、草薙は見たことがなかった。あの男は常に『竜化』した状態で人族の国を暴れ回るだけの、言葉の通じない怪物だった。だからリーファの言葉は真実だろうと判断した。

			「……だから、ウォルフの封印に直接関わった貴様の手を借りたい。ヤツの居所を早急に見つけ、自然復活される前に――私たちの手で、不完全に力を奪った状態で復活させる」

			「なるほど。だから封印場所を知っていて、なおかつ封印を目にしていた俺が必要だと？」

			「そうだ。復活した時点で契約は終了。その後は貴様の好きにして構わない」

			「……」

			　あのときのリーファはそう言っていた。

			　おそらくウォルフの状態（会話が通じるか否か）によっては草薙を始末することも考慮しているだろう。そういう意味での契約終了だ。ウォルフは最終的に話の通じない怪物と成り果てていたが、魔王軍に所属していた以上、そうでない時期もあったはずなのだから。

			　しかし、草薙としても悪くない話だった。魔法に長けているリーファなら、ウォルフを不完全に力を削いだ状態で復活させることも可能なはずだ。

			　結果として草薙は一時的に魔王軍と手を結ぶことになった。

			　いつ復活するかも分からないウォルフの居場所を、草薙一人では特定できない。

			　そして人族の国は草薙の言うことなど信用しないだろう。信用を得られたとしても、動き出すまで時間を要する。それでは駄目なのだ。時間をかけるのはリスクが高すぎる。

			　だから草薙は悪魔に魂を売った。

			　そして遺跡などを調べていくうちに、ウォルフは草薙たちの封印から、魂だけを逃していたことが明らかになった。彼が今、人間に宿っているということも。

			　――まさか、あそこまで幼い少女がウォルフの『因子』を持っているとは思いもしなかったが。

			　ともあれ精霊族の神殿で『器』を持ち去り、ウォルフの魂を構成できる『因子』のことを知ったリーファは言った。

			「人に宿っているということは、ウォルフが復活する前にそれを殺すだけでことは済む。好都合ではあるが……どうする、クサナギ？」

			「……俺に聞くのか？」

			「そうだ。貴様は契約相手だろう？　アレを殺して終わりでいいのか、アレを回収して、これまで通りの段取りで進めるのか……貴様の意見を聞こう」

			「……回収の場合、素体になっている人間は助かるのか？」

			「貴様が助けろと言うのなら……そういった復活術式を組むだろうな」

			　リーファはそう言って、薄く笑みを浮かべた。

			　その意味は、草薙への「貸し」がさらに増えることに対するものだろう。

			「……分かった。なら、その方向で頼む」

			　そのときの草薙は、苦渋の表情で頷いた。当然それは草薙の望みに過ぎず、魔王軍は戦力を出さなかった。草薙は重傷を引きずり、リリスの命を助けるためにローレンへと向かった。

			　不死魔王リーファからすると、仮に勇者側にリリスを始末されたところで大した問題はないのだから当然の話だ。あくまでリリスの命に拘っているのは草薙だけ、そして翔が少しだけ協力し、ララを派遣してくれただけだ。

			　厳しい状況だが、それでも何の罪もない人間が命を落とすような結末は認められなかった。

			　それが、たとえ見ず知らずの少女だったとしても。

			　草薙が命を懸けるには十分だ。

			　だから。

			「――俺と手を組まないか？」

			　草薙にとって士道の提案は、まさに寝耳に水だった。

			「あの不死魔王が本当に、リリスの命を助けてくれるのか？　仮に助けてくれたとしても、リリスが五体満足じゃない可能性は十分にあるんじゃないのか？　俺は、人を平気で殺せるようなヤツに、リリスの命運を託すわけにはいかない」

			　信用できる者の手で少女を助け、なおかつ魔王軍に一矢報いる手段があるのなら。

			　草薙に迷う理由など何一つとしてなかった。

			「行くぞ……ッ!!」

			　夜を斬り裂くように、かつての英雄は走る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ピレーヌ山脈。切り立った崖の洞穴。

			　そこに建設された魔王復活の祭壇――『儀式場』。

			　戦士たちはそれぞれの思いを抱え、一つの戦場へと集結していく。

			　――それでも。

			　――彼女の笑顔がある未来へ。

			　いつかどこかで。

			　とある少年の呟きが、夜空へと響いた。

		

	
		
			第59話　悪の烙印

			　

			　ユーレンザラード大陸の最北端に位置するピレーヌ山脈は峻険な山々が連なり、そのほとんど全域が岩の多い荒れ地となっている。登山が困難な割に旨味も少ないので、わざわざ苦労して訪れる理由もない場所だ。そんな辺鄙な山脈には、真っ二つに断裂した岩山が存在する。

			　足場一つない絶壁。崖の中腹にある横穴。その洞窟は現在、魔王軍の不死魔王派が仮の拠点としていた。

			　翼を持つ悪魔族や『竜化』できる龍族でないと辿り着くのは難しいその洞穴では、今まさに膨大な魔力が渦を巻き、無属性の古代魔法の構築がなされている。

			「……始めるぞ」

			『不死』の代名詞たる魔王の少女はゆっくりと息を吐き、静(せい)謐(ひつ)な声音で呟いた。

			　煌(きら)びやかな銀髪を肩まで垂らしていて、可愛らしい顔立ちの中で夜闇に光る紅い瞳が輝いているリーファ・ラルートの前には、ウォルフ復活に必要な準備が整っていた。

			『儀式場』の中央に、気絶しているハーフエルフの少女を横たえる。

			「……災厄を司る龍と魔の化身よ」

			　最終確認を終えるとリーファは『儀式場』に魔力を巡らせ、古代魔法を起動する。

			　凛とした声音が朗々と響き、詠唱が開始された。
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			　この術式は『龍因子』と『魔因子』を持つリリスより、かつてのウォルフの亡骸にその魂を戻らせ、その強大な力を奪いながら復活させることを目的としている。

			　リーファは今のところ草薙を裏切るつもりはなかった。彼に言ったのはすべて本心だ。

			　――だが、この魔法の後にリリスが生き残る確率が低いということは説明していないが。

			　リーファからすると、成功すれば草薙に貸しを作れるので試してみる価値はあるが、失敗したところで大したデメリットがあるわけでもない。それよりもウォルフを完全な形で復活させないことのほうが重要だ。ゆえに意識はそちらに傾いている。

			　扱うのは古代魔法。それは今の時代の魔法と比べて術式に無駄と装飾が多いが、それだけ個性的な術式が多いというのが通説である。リーファは独自の魔法解釈によって術式の効率化を測っているが、それでも古代無属性魔法〝復活〟と〝覚(かく)醒(せい)〟、そしてウォルフの力を削ぐための闇属性魔法〝怨念〟――対象に能力低下の呪いを与える効果――の併せ技を扱うには、約三十分にもわたる魔力供給時間が必要になった。

			　その間に誰も攻めて来ないという予測は、流石に楽観が過ぎるだろう。

			　つまり、その三十分間。

			　リーファたちはこの『儀式場』を守らなくてはならない。

			「むぅ……」

			　詠唱を終えたリーファは『儀式場』から離れて一息ついた。

			　魔法は一段落。

			　後は勝手に体内から自動的に魔力が供給されるので、時間経過を待つのみだ。一気に供給しない理由は暴走を避けるためであり、上手く循環させるためにはこの速度が限界だった。

			　そして遠距離では魔力供給が滞るので、リーファはあまり『儀式場』から離れることはできない。当然、魔力供給によってガリガリと魔力は削られていくことに加え、精霊王フィアに呪われた右腕もあり、リーファは戦える状態ではない。

			　最大戦力の草薙は行方不明だ。

			　この場にいるのは、リーファと翔、そして大した戦力にならない下位から中位の悪魔のみ。

			　リーファはそんな状態だというのに、そこまで危機感を覚えていなかった。

			「……」

			　その理由に、視線が向けられた。

			　リーファは暗がりに佇(たたず)む翔の横顔を眺める。

			　普段は口数の多い翔は、この場に戻ってきてからずっと無言だった。

			　目を僅かに細めて、洞穴の入り口から外を眺めている。

			　敵の襲来を警戒している様子だった。

			　リーファがその立ち姿を眺めていると、翔は薄く笑みを浮かべてリーファを見た。

			「どうかしたのかな、リーファ？」

			「……いや。キリサキの様子が、少しおかしいと感じただけだ」

			「気のせいだと思うよ。それより、儀式の終了は予定通り三十分後でいいのかな？」

			「うむ、変わりない。このまま時間が過ぎてくれればいいのだが」

			　リーファの楽観的な推測に、翔は厳しい表情で答えた。

			　その目は蛇のように崖の上を睨んでいる。

			「…………それは、少し厳しいかな。リーファ、洞穴にいる悪魔を全員集めて。何人いた？」

			「中位悪魔が三人。下位悪魔が十二人だな。言っては何だが、所詮はかつての魔王軍残党のかき集めだ。大した戦力にはならないだろう」

			「……いやいや、塵も積もれば山となる。それらに、僕の『呪印』に従う〝一つ目狐〟の冒険者も四人ほど。……うん、十分だ。悪魔たちはこの拠点の上空に展開しよう。空中戦なら悪魔の独壇場だからね。ここの立地は有利だ。活かさない手はない」

			「分かった。すぐに集める。キリサキの『呪印』で暴走状態になった冒険者はどうする？　崖の上に待機させているのだったか……ともかくヤツらは空は飛べないだろう？」

			「彼らは『呪印』で下位悪魔化させて空中戦もできるようにしておくよ。要は時間稼ぎができればいいんだから」

			「魔力の無駄じゃないのか？」

			「そもそも僕は天職を考えると時間稼ぎという行動が致命的に向いてない。しかしリーファは『儀式場』付近から動けない。そうなると、動かせる手駒がいないと話にならない」

			　そうこうしている間に悪魔たちが集結した。

			　翔は手を叩いて彼らの注目を集めると、簡潔に指示を出す。

			　人族の翔には好意を持っていない悪魔たちだが、リーファの目があるため迅速に動いた。

			「……クサナギはまだなのか？」

			「生きていたら駆けつけてくるよ。そういう人だからね」

			　リーファが小首を傾げると、翔は冗談めかして肩をすくめた。

			　直後、彼の瞳は何かに気づいたのか、冷酷な色を帯びる。

			「……来た、な。さて、草薙さんか、勇者側か、それとも……それ以外の何か、か」

			　鬼が出るか。蛇が出るか。

			　翔は下位悪魔化させた冒険者のうち一体を崖の上から呼び寄せ、その背中に飛び乗った。

			（……僕がやるしかないだろうな）

			　草薙は戻ってきていない。翔としては龍魔王ウォルフを復活させ――彼を滅ぼすことを認めるつもりはなかった。翔の目的には『三大魔王』が必要となる。

			　リーファや草薙には悪いが、翔はあくまで自分の目的のために動く。

			「……草薙さんは生きてるかな。それにしても、勇者側に、こちらが龍魔王を復活させる目的を説明すれば、協力を得られたかもしれないのに……いや、無理か」

			　敵を信用する者などそうそういない。

			　それに、これは翔の推測だが――勇者に選ばれた連中は何らかの手段によって女神の意思を聞きながら動いている。もし利害が一致したとしても、協力してくれるとは思えない。

			「この状況も必然か……僕にとっては好都合だけど」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふむ……気づかれたな」

			　榊原迅の最後の分身体は、言いながら肩越しに大剣を握った。

			　岩山を断裂している、底の見えない崖。渓谷というよりは峡谷だろうか。

			　その途中に造られた洞穴の上空に、悪魔たちは展開している。

			　迅が佇(たたず)んでいるのは峡谷の頂上だ。洞穴の位置は、山頂から見るとかなり下方だが、空を飛べない迅が下手に飛び込んだところで、集中攻撃を受けて奈落に落ちるだけだろう。

			「……」

			　迅は、先ほど合流してからやけに静かなスイメル・カートレットに視線を向けた。

			　その硬い表情から感情を読み取ることはできない。

			　スイメルは迅の視線に気づくと、言葉少なに答えた。

			「私の『結界』を足場に使えばいい」

			「ふむ。どのみち草薙が戻る前に襲撃したほうがまだマシ、か」

			　迅は禿げ上がった頭部を撫でながら少し考え込んだが、直後に顔を上げて大剣を引き抜いた。

			「行くぞ。まずは『儀式場』を壊す。それ以外はすべて後回しだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　真っ白な空間だった。

			　そこは他の色が不自然に排除され、上下左右の概念すら見当たらない。

			　そんな空間に、さらりとした銀髪に目鼻立ちの整った少女、リリスは佇(たたず)んでいた。

			「……ここは？」

			　リリスは違和感だらけのこの空間に眉をひそめた。

			　そもそも、自分はどうしてこんな場所にいるのだろうか。

			　確か、リリスはブルースと共に森の中を逃げていたはずだ。そこで眼鏡の少年に襲撃されたのだったか。その後の記憶がなくなっていることを鑑みると、気絶させて連れ去られ、今は夢でも見ているのか、それとも死後の世界に来てしまったのか、リリスには分からない。

			「そうだな。我々の精神を形にした場所だ……とでも言っておこうか」

			　その声は突如としてリリスの背後に現れた。

			　驚いて咄(とつ)嗟(さ)に振り向くと、そこには理知的な顔立ちに、白髪を生やした男が立っていた。

			「アンタは、誰なの？」

			「ウォルフ・バーゼルト。いや、そうだな……〝災厄の龍魔王〟と名乗れば、百年のときが過ぎた君たちの世代にも伝わるだろうか」

			「なっ……!?」

			　リリスは絶句した。

			　――龍魔王ウォルフ。その名は、リリスも当然、知っている。

			　百年前の戦争で人類を脅かした『三大魔王』。

			　魔神ゲルマの再臨を謳い、魔王軍を統括した不死魔王、リーファ・ラルート。

			　悪魔族を除く生物の絶滅を掲げ、死は救いだと主張した霊魔王、マルフィス・ジーク。

			　そして――悪の、体現者。龍族と魔族のハーフであり、スキル『竜化』の状態では魔族の特徴も反映された状態になる、異形の怪物。ただの一度も軍を率いることはなく、ただ理不尽な災厄として世界を蹂(じゆう)躙(りん)したとされる龍魔王、それこそがウォルフ・バーゼルト。

			　――疑問はたくさんあった。だが、彼がウォルフ本人だということには、なぜかリリスは不思議と納得していた。ストンと、心に落ちたような感覚だった。

			　だから、どうしてここにいるの？　とか、何でまだ生きているの？　とか、そんなことを棚に上げて、リリスは思ったことを呟く。

			「……そんな顔、なんだね。あたしは百年前のことは分からないけど……災厄とか、悪の化身とか呼ばれてるのに、なんか普通の人みたい」

			　リリスはなぜか冷静だった。

			　今まさに魔王と対峙しているとはいえ、初めて会った気がしなかった。というより、薄々気づいていたのだ。――今まで私の中で眠っていたのはこの人なんだろう、と。

			「そうか。そうだろうな。私は他者の前に姿を現すときは、常に『竜化』状態だった。それに人族と言葉を交わした回数は少ない。だから私の容姿は、百年後の世界には伝わっていないのだろうな……私はリーファのように、分かりやすい特徴があるわけでもないしな」

			　ウォルフは言いながら、服のポケットから煙草を取り出す。

			　軽く指を鳴らすと、その先に脆弱な火が灯った。

			　リリスはその何気ない仕草に目を瞠(みは)り、思わずといった調子で尋ねる。

			「魔力も込めてないのに、どうやって火をつけたの？」

			「ふむ。ここは精神世界だと言っただろう？　この程度の事象なら、強く願えば手に入る」

			　ウォルフは遠くを見つめながら、煙草の煙を大きく吐き出した。

			「変わった葉巻だね」

			「昔、ある男に一本だけもらったんだ。それを再現している。この味が忘れられなくてな。そいつは、これを異世界の代物だと言っていたよ」

			「……その人は異世界人だったの？」

			「そうだ。非常に変わった男だったよ。やる気がなさそうな眠たげな瞳の、冴えない少年。ヤツは人族だというのに、破壊の化身と呼ばれていた私と戦いながら、幾度となく対話を試みていた。どうだ？　酔狂な男だと思わないかね」

			　リリスが教わった歴史では、龍魔王ウォルフは言葉を使えるほどの知能を持たないとされていた。彼は単体で、人族の村や街を『地震』で蹂(じゆう)躙(りん)していただけの暴虐の化身。

			　そんな彼と何度も接触した人間といえば、一人しかリリスは知らない。

			　命を助けてくれた恩人が暮らす国を護るために、剣を手にした少年の物語。

			「……英雄、クサナギ」

			「ふむ。あの男、今は英雄と呼ばれているのか。似合わないものだ」

			　ウォルフは微苦笑を浮かべる。

			「……悪竜殺しの英雄。いや、封印と言うべきか。いずれにせよ、それもまた宿業だろう。悪の烙印を刻まれた者としては……それを討ち果たした者が称されるのは、喜ばしいことだ」

			　リリスは要領を得ないウォルフの言葉に首を傾げる。

			　だが、それ以上の説明はなかった。

			　リリスとしても、それで構わない。

			　百年前の話は興味深いが、それよりも今は大事なことがある。

			　リリスの物言いたげな眼差しを受けて、ウォルフは優しげに微笑んだ。

			「そうだな……。では、現状の説明から始めようか。君はあまり自身を囲う状況について知らないようだからな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　寒風吹き荒ぶ峡谷に、大剣を振りかぶった勇者の咆(ほう)哮(こう)が響き渡る。

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」

			　そして、爆音。

			　振り抜かれた大剣は谷の側面を破壊し、生じた岩の破片が崩落した。

			　重力に導かれて、奈落へと加速しながら落ちていく。

			　それはそのまま、宙に展開している悪魔たちへ向かう凶器と化した。

			　同時に、迅もそれらの岩に紛れ込みながら落下していく。

			（リーダーは……ヤツ、か。転移者だな）

			　広い視野を持つ迅は一目で看破する。

			　全体を指揮しているのは、爽(さわ)やかな顔立ちに眼鏡をかけている小柄な少年だ。

			　迅は知る由もないが、霧崎翔という忍術師の少年である。

			　彼の表情から感情は窺(うかが)えない。

			　戦闘時の緊張や高揚などの様子も見られなかった。もともとは平和な現代に住んでいた日本人だというのに、間違いなく戦い慣れしている。

			（どいつもこいつも……普通の日本人は殺し合いなんかできるわけがないだろうに！）

			　自分のことを完全に棚に上げて、迅は悪態をついた。

			　直後に、叫ぶ。

			「スイメル！」

			　刹(せつ)那(な)。迅の真下に『結界』が展開された。

			　防御能力は省略されたそれは足場として機能し、迅は斜めに設置されたそれに滑るような形で着地。迅はその『結界』を蹴って谷の側面に足を着けると――笑う。直後、岩を破砕させるほどに爆発的な速度で悪魔たちに向かって突進した。

			「なっ……!?」

			「遅い」

			　一刀両断。

			　勢いに乗った大剣は下位悪魔の一体を容赦なく二つに断ち切った。

			　その勢いのまま、逆側の谷の壁面に足をつける。

			　直後に、先ほど迅が崩落させた岩の群れが悪魔たちを急襲した。崩落に巻き込まれない位置を計算していた迅は、悠々と眺め、壁面を削って落下しながら、大剣を構える。

			　岩を避けることに集中して隙を見せた悪魔を、殺す用意をする。

			　しかし。

			「――慌てないで、数は少ない。落ち着いて対処するんだ」

			　その声は決して大きな声ではない。だが、不思議と明瞭に響き渡った。

			　言葉に呼応するように、悪魔たちは連携を取って岩をかわしていく。

			　今までと比べて、どこか機械的な仕草だった。

			　迅は妙な違和感を覚えたが、直後にその正体を看破する。

			「……この顔、まさか、〝一つ目狐〟の冒険者か!?」

			「ご明察。もっとも混ざってるのは四人だけだし、今はただの下位悪魔なんだけどね」

			　割り込む声は、飛翔する下位悪魔の背に乗った転移者のもの。

			　驚(きよう)愕(がく)する迅に向かって、湾曲した形状の刃物が旋回し、弧を描いて肉薄した。

			　迅は悪魔共を仕留める機会を封殺されたことに舌打ちしながら、

			「スイメル！」

			『結界』で足場を作らせ、着地から飛び上がってそれらをかわす。

			　すると、壁面にカカカッ!!　と飛び道具が突き刺さった。

			（手裏剣……？）

			　迅の脳裏に疑問が浮かぶが、拘泥している暇はない。

			　翔が手を振ると、岩の崩落から逃れた悪魔たちの視線が宙を舞う迅に向けられた。

			「スキル『結界』による足場か……だが、それは飛行できる悪魔には劣る」

			「――そう思うか？」

			　迅は凄絶に笑う。

			　その足元に、ミリ単位の差異すらなくスイメルの『結界』が展開された。

			　同時に、いつの間にか展開されていた透明な壁に、悪魔たちがぶつかって動きを止める。

			「貴様らの敵がワシだけだと思うな」

			　直後。

			　轟ッ!!　と、迅は凄まじい速度で翔に向かって肉薄する。

			　まずは指揮官から潰すという極めて合理的な思考による行動だった。

			　対する翔は土台にしている下位悪魔に命令して後退しながら、洞穴へと視線を向ける。

			　迅は一瞬、それがフェイクだと思ったが、嫌な予感に駆られてそちらを振り向く。

			　その行動は正解だった。

			　莫大な質量を伴った水属性魔法が、暗い洞穴の奥から迅へと殺到する。

			「ごっ……!?」

			　咄(とつ)嗟(さ)に大剣で防御する。

			　だが、その圧倒的な威力は、受けた時点で敗北が確定したようなものだった。

			　迅は谷の壁面に叩きつけられ、半ば埋め込まれたような状態になった。

			　それでもなお、水の爆撃は留まるところを知らない。途轍もない質量を前に、大剣が耐えきれずにビキビキとひび割れていく。これほどの魔法。その正体は決まっている。

			（これが、不死魔王リーファか……！）

			　迅は唇を噛み締め、しかし逃れる手段はなかった。

			　敗北を悟る。

			　自分一人の戦いであれば、の話だが。

			「――まだだ」

			　スイメルの『結界』が割り込んだ。

			　強大な魔法攻撃が炸(さく)裂(れつ)し、三重に展開されたそれは二枚を破壊されたが、最後の一枚は何とか耐え忍ぶ。同時に、その『結界』を足場にして、舞い降りてきたスイメルが着地した。

			　迅の眼前には、背の高いエルフ族の後ろ姿があった。

			「助かった……が、なぜ降りてきた？」

			「無茶を言ってくれるな。あれだけの魔法を遮る『結界』など、遠隔では作れない」

			　スイメルは厳格な表情のまま、ちらりと迅のほうを一(いち)瞥(べつ)してそう言った。

			「……」

			　迅たちの正面には悪魔たちの住処(すみか)たる洞穴。

			　その入り口には、不死魔王リーファがその姿を現していた。

			　夜の暗がりの中では、その銀色の髪も黒ずんだ闇のように見える。

			　スキル『夜天化』を使用しているのか、段々と闇は濃さを増していく。

			　魔力で視力を強化していなければ、状況を把(は)握(あく)するのも一苦労だろう。

			　おそらく、洞穴の奥ではすでに儀式が進行しているはずだ。

			　もはや一刻の猶予もない。

			　リーファの近くの宙空では、翔が残存悪魔を率いて飛翔している。

			　魔王側の守護は万全だった。

			　だからこそ。

			「やれ……〝力の勇者〟の真髄を見せろ」

			　迅は凄絶な笑みを刻んだ。翔が言葉の意味を測りかねたのか、眉をひそめる。

			　瞬間――天地を揺るがす轟(ごう)音(おん)が炸(さく)裂(れつ)した。

			「何っ……!?」

			　突如とした揺れに不死魔王リーファは声を上げた。

			　迅が上を仰ぐと、莫大な質量の岩が群れをなして谷へ崩落してくる。それだけでは留まらない。もはや谷そのものが原形を留めていなかった。先ほどの衝撃により、洞穴の近くにまで亀裂が入っている。山全体が崩れるのも時間の問題だ。

			　それらを眺める迅に対して、翔はあくまでも冷静に洞穴内へと撤退しながら、

			「勇者、いったい何をしたんだ？」

			「答えると思うか？」

			　迅は不敵な笑みを浮かべて言う。

			　スイメルは『結界』の範囲を延ばして四方を囲む。さらに魔力でスキルを強化して、万全な守護を固めた。

			「さて……吉と出るか、凶と出るか」

			　迅は谷が崩れていく光景を眺めながら、愉快そうに呟いた。

			　先ほどの、谷をまるごと崩落させるほどの衝撃は、この場にいる迅の分身体には決して引き出せない威力。つまり――彼の本体による行動であった。

			　この場にいる『分身』よりはるかに高い力を持つ本体は、谷の上から、地面へと全力で大剣を振り下ろした。ただ、それだけ。それだけで、圧倒的な膂(りよ)力(りよく)が山を倒壊させた。

			　これが王国の勇者が有する本当の実力である。

			「しかし……とんでもない策だな」

			　スイメルが呆れたように呟く。

			　この行動の目的は、谷を上から全力でぶっ叩いて、山を壊し、洞穴がある場所まで平らな地面にしてしまおう――という、言ってしまえばただの力業である。あわよくば『儀式場』を巻き込めればラッキーであり、そこにリリスを巻き込んで殺せるのなら、それで終わりだ。

			　たとえ殺せずとも、この立地を壊せるなら不利な空中戦を挑まずに済む。

			　流石に峡谷を叩き壊すという災害レベルの攻撃だ。本体は肉体の強化にかなりの魔力を消費してしまったが、それに値する効果は十分に出ているだろう。

			　なぜなら。

			「ほう」

			　土煙が晴れると、そこにはひび割れた氷の塊(かたまり)が存在した。

			　不死魔王リーファが展開したものだろう。

			　やがて氷は砕け散って消え去ると、そこには『儀式場』らしき空間と、ぐったりとした様子で倒れているリリスが確認できる。そしてリーファと翔に、何人かの悪魔が佇(たたず)んでいた。

			　大部分の悪魔は崩落に巻き込まれたようだった。

			　迅は無属性魔法らしき感覚を察知して、『鑑定』をかける。

			　やはり儀式は進行中のようだ。

			「――タイムリミットは残り二十分だ」

			「間違いないのか？」

			「うむ。『鑑定』を使った」

			「フン……やはり異世界人は面倒な連中だ」

			　リーファは無表情に呟く。翔が苦笑した。

			「……さて」

			　平らにした地面は、谷だった位置は変わらずに深い断裂があるが、リーファたちのいる元々洞穴だった場所は、決して平地とは言えない破砕された岩がボコボコとしているような大地だったが、一応歩くことはできるようになっていた。

			「……ひとまず成功のようだな」

			「うむ。ワシも峡谷を叩いて潰そうと思ったことはなかったが、やればできるものだな」

			「何でもいい。ひとまず向こう側に飛び移るぞ。これ以上『結界』を展開していると、魔力が湯水のように減っていく」

			　迅たちは一息にリーファたちがいる側の地面へと跳躍した。その様子を見て、再度展開する悪魔たちを見ながら、スイメルが小声で尋ねる。

			「それで、『本体』はどうしたんだ？」

			「遠方で様子を見ている。勇者は簡単に消費していい駒ではないからな」

			「……そうだな。それが良いだろう」

			　迅はスイメルの返答を聞きながら、何か妙なものを見つけた気がして、魔王側の後ろを見ようと目を細めた。

			　そこを歩いていたのは。

			（……ミレーユ・マーシャルか。ほう、この局面でどう動くつもりだ？）

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――要するに、今のあたしはその『儀式場』とやらに閉じ込められてて、あなたに力を取り戻させる儀式が進行してる最中だってこと？」

			　リリスは混乱しているのか、頭をうりうりとしながら呟いた。
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			「そういうことになるな」

			　対するウォルフは虚空を眺めながら、落ち着き払った様子で首(しゆ)肯(こう)する。

			「そっ……か。じゃあ、あなたが魔王の力を取り戻したら、あたしはどうなるの？」

			「そうだな。二度と目を覚ますことはないか、何かしらの障害が残るか……少なくとも、今まで通りの状態でいられる確率は低い」

			「……」

			　落ち着き払ったウォルフの声を聞き取り、リリスはそっと目を伏せた。

			「……何も、言わないのだな」

			　ウォルフが意外そうに告げると、リリスはその言葉こそが不服だったのか、

			「勘違いしないでね」

			　一変して、強気な語調で告げる。

			「あたしは往生際が悪いから、まだ生きることを諦めてない。これは、あのとき先生が拾ってくれた命だから。絶対に、無駄にはしない。そう決めてる」

			「……ふむ。仮に儀式が失敗して君が逃げられたとしても、君が宿している運命は何ら変わりないぞ？　君が私の魂……スキル『因子』を持つ限り、狙われ続けるだろう」

			「――だとしても」

			　リリスは即答した。その瞳に陰りは見えない。

			「あたしは、もう決めたから。エルフの里から追い出されて、先生に拾われたあの夜に――たとえ、どんなに辛いことがあっても、決して生きることを諦めはしないって」

			「そう、か……」

			「それに、もともと嫌われてたあたしに、嫌われる要素が一つ追加されたぐらいじゃ今までと大して変わらないよ」

			「儀式が失敗しても、いつ私が君の体を奪って復活するかも分からないのだぞ？」

			「何とかする方法を見つける。絶対に」

			　その覇(は)気(き)に気圧されたように、龍魔王ウォルフは苦笑いを浮かべる。

			　威厳も何もない小さな声音で、ぽつりと寂しげに呟いた。

			「……君は、強いのだな」

			「何それ、嫌味なの？　あたしにもっと力があれば、自分一人で何とかできる力があれば、先生たちがあんなボロボロになるまで戦ってくれる必要はなかったっていうのに」

			「違う。力の話のではない。心の話だ」

			　ウォルフは力なく首を振りながら、

			「――私は争いが嫌いだ。戦争なんて決してやりたくはなかった。しかし、私はたまたま素養があったというだけで魔神ゲルマに悪の烙印を背負わされ、呪われた。……その結果が、災厄の二つ名で呼ばれた世界を蹂(じゆう)躙(りん)する大魔王、ウォルフ・バーゼルトだ」

			「それは、どういう……」

			　争いが嫌いだった。

			　そんな人が、どうして、伝説では暴虐の化身とされていたのか。

			（呪い……か。きっと、戦うことを強いられたのかな）

			　リリスには不思議とウォルフの心境が分かった。

			　理不尽にも呪われた運命に翻(ほん)弄(ろう)され、必死で生き足掻いてきたリリスだからこそ、その小さな魔王に共感を抱けたのだ。ここが精神世界だからだろうか――本能が察している。

			「……あなたとあたしは似ている」

			「そうだな。だから、分かる。私にもっと――君のような心の強さがあれば、生きることを諦めずに呪いを解く方法に辿り着いたかもしれないな。そうすればクサナギのような男が現れることを待つこともなく、あれほどの人間を殺すことはなかった……が、まあ、今更だな」

			　ウォルフは遠い目をして呟く。

			「――どのみち、儀式を行っているのはリーファだ。失敗することはない。そうなれば私は悪の呪いに取り憑かれて再び世界を蹂(じゆう)躙(りん)することになる……そうなれば、そのとき君が生きていようがいまいが……どのみち私に殺されてしまう」

			　ウォルフの瞳には諦観だけが窺(うかが)えた。

			　焦(しよう)燥(そう)を浮かべるリリスを嘲(あざ)笑(わら)うように。

			　――誰も救われぬその未来は、刻一刻と迫っていた。

		

	
		
			第60話　破滅へ誘う怪物

			　

			　――百年と少し前までときは遡る。

			　龍魔王ウォルフ・バーゼルトは、その頃は一介の兵士に過ぎなかった。大した力もなく、性格も穏やかだった平凡な彼は、同胞の悪魔たちから忌み嫌われていた。

			　彼が龍族と悪魔族の混血だから。それだけの理由だった。

			　当然のことながら、若輩だったウォルフは自身の境(きよう)遇(ぐう)を呪った。

			　――そんな差別は理不尽だ。絶対に見返してやる、と。

			　彼が折れなかった理由は、そのような偏見に囚われず、自身を支えてくれる友人がいたからだろう。

			　ちょうど、そんなときだった。

			　平兵士だったウォルフが、当時は一人のみだった魔王――『不死』を司るリーファ・ラルートから直々に呼び出しを受けたのは。

			　ひどい緊張を覚えながら魔王城の『玉座の間』に参上したウォルフに、長い銀髪をいじりながら、不死魔王リーファは端的に告げた。

			「――魔神ゲルマ様がお前を呼んでいる。『祭壇の間』についてこい」

			　そのとき、ウォルフは心臓が飛び出るかのような思いだった。

			　魔王軍を統括する存在である魔王に呼び出されたかと思えば、そのさらに上の位階である魔神が呼んでいるというのだ。魔神ゲルマは悪魔族に恵みをもたらし、助けてくれた象徴のような存在であり、悪魔族は彼の伝説を尊敬しながらも、民草には実在しているのかどうかすら疑われている。神を名乗る存在は、魔王以外の者の前で姿を晒(さら)すことはない。ゆえに、信じられなくて当然だろう。

			　しかしリーファはウォルフの心情などまるで意に介した様子もなく、勝手に『玉座の間』の奥へと歩いていく。ウォルフは慌ててついていった。

			「あの……ゲルマ様は確か、別世界に住んでいるというお話では……？」

			　おそるおそる気になることを尋ねると、リーファは一瞬怪(け)訝(げん)そうに眉をひそめたが、その直後に得心したように首(しゆ)肯(こう)した。

			「む？　……ああ。そういえば、幹部クラスにしか開示していないんだったか。確かにゲルマ様は別世界に住む神だが、『祭壇の間』にて魔力を捧げれば、そのお声を聞くことが可能だ」

			「そうなのですか……」

			「気をつけることだ。今回は直々の呼び出しだから例外だが――本来は、お前のような者がこの場所を訪れることはないのだからな」

			　ゆらり、と。

			　魔王の威厳を示すかのような濃密な威圧が立ち昇った。

			　突如として放たれたそれに、ウォルフは恐怖のあまり声を出すこともできなかった。

			　――不死魔王リーファ・ラルートが魔神ゲルマを崇拝しているというのは、魔王軍では有名な話だ。実在を疑われつつも受け入れられている理由は、そこに起因する。

			「入れ。私はここで待っている」

			　リーファは荘厳な雰囲気を醸(かも)し出す両開きの扉の前で立ち止まると、近くの壁に背を預けた。

			　顎(あご)をくいっと傾けて、扉のほうへウォルフを誘導する。

			　呆然としていたウォルフは慌てて頷く。

			　ごくりと息を呑みながら、その扉をゆっくりと開いた。

			　その先に広がっていたのは黒に染まった空間だった。

			　絶望の二文字をそのまま体現したかのような、一筋の希望も存在し得ない闇。

			　ウォルフは『祭壇の間』の暗闇に、そんな印象を抱いた。

			　怖気づきながらも、内部に足を踏み入れる。

			　すると、扉が勝手に閉まり、重厚な音を響かせた。

			　ウォルフが驚きのあまり声を出そうとした、そのとき。

			　――世界が、憎いか？

			　どこからか声が聞こえた。

			　――貴様を蔑視する者どもを、見返したいのであろう？

			　どこからかは分からない。

			　だが、この声の正体が魔神ゲルマであることは本能的に理解した。否。理解させられた。

			　ウォルフは極度の緊張により、自分が何を喋っているのかすら分からない。

			　――龍と悪魔の子よ。貴様はあのような雑魚(ざこ)どもを一蹴できる素質を秘めている。見返したいと願うのならば、それだけの力を求めるのであれば、我の導きに従うことだ。

			　そのときのウォルフは多大な不安と、恐怖と、僅かな希望と高揚を持って頷いた。

			　――そうか。

			　――ならば、貴様の中で眠る力を叩き起こしてやる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　こうしてウォルフは魔神の導きに従った結果、莫大な力を手にした。

			　スキル『竜化』がおぞましい進化を遂げ、巨大な地竜の姿を手にした。そして固有スキル『睡錬』『地震』が覚(かく)醒(せい)し、その代償として悪の呪いを刻まれたのだ。

			「確かにゲルマの言う通り、馬鹿にしてきた悪魔たちを見返すことはできただろう」

			　だが、新しく手に入れたその力は強すぎた。

			　ウォルフは蔑視されることがなくなった代わりに、恐怖を向けられることになった。

			　だが、ウォルフは別にこのことに対しての不満は持たなかった。

			　友人たちが素直に祝ってくれたからだ。だから、それだけなら良かった。

			　しかし。

			「この力は、呪いは、力を振るえば振るうほど……私の理性を奪っていく」

			　その次の戦では、ウォルフは完全に正気を失った。

			　気づけば、数少なかった友人たちは他ならぬ自分の手によって物言わぬ骸と化していた。

			　戦いには勝った。

			　しかし、それは悪魔側の勝利ではなく、ウォルフ一人のみの勝利だった。

			　慟(どう)哭(こく)した。憎しみを抱いた。

			　だが、呪われたこの身は、ひたすらに戦いを求めて世界を蹂(じゆう)躙(りん)し続けた。

			「……滑稽なものだな」

			　暇潰しがてら昔話を語り終えたウォルフは、ゆっくりと煙草を吸う。

			　しばらく静かだったリリスが唐突に奇声を発したので、そちらに目をやった。

			　銀髪のハーフエルフは、頭を押さえながら「ううー！」と唸っている。

			　ウォルフはその行動の意味を測りかねて疑問を浮かべた。

			「……何をしている？」

			「あなた、さっき言ってたでしょ。ここは精神世界だから、強く願えば何でもできるみたいなこと。だから、ここから脱出できるように願ってるの。邪魔しないでね！」

			　その言葉を受けて、しばらくウォルフは鳩が豆鉄砲を食ったような表情をしていたが、数秒後には肩を揺らして笑みを零していた。

			「くく……そうか。やはり君は諦めないのだな」

			　リリスの返答はなかった。端から見ると滑稽極まりないが、彼女は真剣に取り組んでいる。理不尽な運命に負けず、これから先も生きていくために。

			　――死なせたくない。

			　ウォルフは純粋にそう思った。

			　当時は理性を奪われて暴走していたとはいえ、自らが生き延びるために仕組んだスキル『龍因子』と『魔因子』の仕組みは、当然把(は)握(あく)している。だから手段がないわけではない。

			　だが、ウォルフの肉体は今も抜け殻のままで、まったく動かすことができない。

			　今も現実世界を生きている外の人間が行わなければ、リリスは助けられない。

			　だからウォルフには祈ることしかできなかった。

			　たとえ魔王に立ち向かうことになろうとも、この可愛らしいハーフエルフの少女を救い出してくれるような――あの男のような英雄の存在を、信じる。

			「信じている。きっと、この世界には、まだ救いがあるのだと」

			　罪に塗れた自分を自嘲しながら、ウォルフは呟いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翔は素早く辺りの地面に目を走らせると、周囲に悟られないように小さな嘆(たん)息(そく)を零した。

			　前方数十メートル先には、榊原迅とスイメル・カートレットの二人が佇(たたず)んでいる。

			　彼らは策を練っているのか、小さな声で会話をしているようだ。

			「……」

			　あの勇者がどういう手を使ったのかはいまだ分からないが、空中戦に長けるという悪魔の利点が潰されたのは事実。こちらの陣営は、霧崎翔とリーファに加えて、咄(とつ)嗟(さ)に水属性魔法〝氷陣壁〟に放り込むことのできた中位悪魔が三人のみだ。

			　他の下位悪魔は助ける余裕がなく、峡谷の崩落に巻き込まれて底に落ちていった。

			　その選択には、迅に瞬殺される下位悪魔よりは中位悪魔を生き残らせるべきだという思考に基づいている。つまり下位悪魔を弱いから切り捨てたという冷酷な判断だった。

			　翔にとって問題なのは、この窮地をどうやって切り抜けるのか。

			　前方の二人だけではない。

			　後方にはミレーユが潜んでいることも、忍術師の翔は容易に気づいていた。

			　高速で思考を回転させて簡単な作戦を組み上げると、翔はリーファの魔法によって完璧に守られていた『儀式場』を囲うように中位悪魔たちを展開させる。

			「一人は後方のミレーユを頼む。残り二人は僕と勇者たちの迎撃だ」

			　淡々と指示を下す翔は、迅の横に立つスイメルを一(いち)瞥(べつ)し、言う。

			「ただ、スイメルの『結界』は厄介だ。僕には対抗手段がない。だからリーファ、君にスイメルの相手を頼む。魔力供給の関係でこの近くから動けないとはいえ、相手も遠距離型だ。リーファの力なら十分抑えられるだろう」

			「……了解した」

			「それで、あと何分かな？」

			「十五分と少しだな。魔力供給だけに集中すればもう少し短縮できるかもしれないが……」

			「それは下策だよ。ただでさえ追い詰められてるんだしね。……やっぱり少し厳しいな」

			「……今更魔法に手を加えることも躊躇(ためら)われるしな」

			　リーファが苦々しげに言う。

			　たかが勇者たちにここまで追い詰められるとは思っていなかったのだろう。

			『鑑定』を使える迅も、魔法の待機時間には気づいているはずだ。

			　その証拠に、スイメルと何やら会話をしていた迅は大剣を肩にかけながら、告げる。

			「話は終わったか？」

			「さて……終わってないって言ったら？」

			「行くぞ」

			　その言葉と同時の出来事だった。

			　迅の大剣――リーファの水魔法によってひび割れていたそれが、急速に修復されていく。

			　だが、魔法陣は展開されていないのでスキルによる効果だろう。

			　どうやら迅の固有スキル『分身』は、魔力を消費すれば装備を複製できるようだ。

			『分身』が全員同じ鎧(よろい)と大剣を装備していたことから予測はしていたが、迅が得意とする大剣を潰したというアドバンテージが消えてしまった。僅かに顔をしかめた翔を見て、迅は愉快そうに肩を揺らすと、凄絶な笑みを刻んで突撃を敢行した。

			　同時に、リーファが片手間に練り上げた〝土槍〟が何本も飛ぶ。

			　だが、当然のようにスイメルの『結界』がそれを防御した。

			「ふむ……」

			　あっさりと防がれたことに不快感を持ったのか、リーファはスイメルに殺気を叩きつける。

			　スイメルの厳格な表情はそれでも揺らぐことはなかった。それどころか、魔王に対抗するように濃密な戦意を立ち昇らせていく。

			　共に、レベルオーバー。

			　世界を震撼させる怪物同士が、その牙を剥いた。

			「君は右から回り込んで。僕は左から行く。それと……頼んだ」

			　スイメルとリーファが睨み合っている間に、猛烈な勢いで接近した勇者が大剣を振り下ろす。

			　その攻撃に、中位悪魔のうちの一人が対応した。

			　大柄な肉体を持つパワー型の戦士で、それなりの力量を持っている中位悪魔だが、手に持つ戦斧で大剣を受けた瞬間、迅の莫大な膂(りよ)力(りよく)になす術なく吹き飛ばされていく。

			　翔はそれを見て、珍しく悪態をついた。

			「――ええい、どうして転移者っていうのはどいつもこいつも……」

			「それはワシのセリフだ。そもそも貴様のような子供がどうして魔王に手を貸している。まさか騙されているわけでもあるまい？」

			「面倒だし、そういうことにしといていいよ、ハゲの爺さん」

			「ワシはハゲではないし、爺さんという歳でもないわ……！　お灸をすえてやろう！」

			　そんな緩いやり取りをしながらも翔の動きには微塵の揺らぎもなかった。

			　手裏剣を牽制に飛ばし、中位悪魔に的確な指示を与えながら、迅の行動パターンを把(は)握(あく)するために思考を回し続ける。対する迅は分析されていることに気づきながらも、リスク覚悟で一気呵成に攻め込むべく大剣に力を込めた。

			　マズい、と翔は思った。

			　まだ、この勇者が持つ膂(りよ)力(りよく)への対抗策が練れていない。迅に慎重さがなくなれば、いとも簡単に突破されるかもしれない。

			　翔は暗殺や陰での動きには長けているが、決して直接戦闘に強いわけではない。

			　甘く見積もって中の上といったところだろう。

			　そんな翔の戦術と迅の膂(りよ)力(りよく)は、はっきり言って最悪の相性だった。

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

			　気炎万条、迅が吼える。同時に大地を砕くような踏み込みと共に大剣が振り下ろされた。

			　中位悪魔の男は咄(とつ)嗟(さ)に槍を掲げて防御態勢に入ったが、槍ごと強引に両断されて脳天を叩き割られる。断末魔の悲鳴すらなく血飛沫が舞い躍った。

			　翔はその隙に迅の真後ろへと潜り込む。

			　クナイを構えて首筋に突き立てようとしたが、直後に危機感を覚えて飛び退った。

			　迅の大剣が体を一周するように振り回される。風が金切り声を上げた。反応が一歩遅れていれば、翔は間違いなく死んでいただろう。

			「――次はお前だ」

			　ギロリ、と迅の眼光が翔を捉える。だが、不本意ながら翔は窮地には慣れている。よって表情すら変えずに冷徹に思考を回していく。が、いくら考えても撤退以外の策がなかった。

			　しかし、いくらリーファとはいえ迅とスイメルの二人を同時に戦い、しかも『儀式場』を守り抜くことができるだろうか。翔は迷った。躊躇(ためら)った。そこに致命的な隙が生まれる。

			「見誤ったな、坊主」

			　迅の大剣が横なぎに振るわれた。舌打ちした翔に、その命を刈り取る刃が迫る。

			　そこへ、

			「よぉ」

			　草薙竜吾の声が響き渡ると同時、遠方から放たれた風属性魔法〝風槍〟が炸(さく)裂(れつ)した。

			　爆音と共に辺りの大地が吹き荒れる。体勢を崩した迅にいつの間にか接近していた草薙は一息にその首を斬り飛ばした。迅の最後の分身体は淡い光となって消えていく。

			　あまり殺傷は好まない草薙だが、『分身』だと分かっているのなら容赦はないらしい。

			「はぁ……」

			　そこで、流石の翔もその場にへたり込みながら安(あん)堵(ど)の息を吐いた。

			　今のは流石に肝を冷やした。

			「クサナギさん、遅いよ。いったい何してたの？」

			「助けられておいてその言い草か」

			「そもそもクサナギさんが早く戻ってきてさえいれば、僕が命張ることもなかったし」

			　そのとき草薙の表情に陰りが見えたことを、観察力に長ける翔は見逃さなかった。

			「…………そうだな」

			　だが、誤魔化すような微笑を浮かべて、草薙は静かに首(しゆ)肯(こう)する。

			　翔がその瞳の奥に潜む違和感を見通そうと思い僅かに眼光を鋭くするが、それを遮るかのように太く低い声が響いた。

			「――また、面倒な奴が出てきたな」

			　その声の主は、先ほど消し飛ばされたはずの王国の勇者――榊原迅だった。
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			「面倒なのはお前だよ……」

			　草薙の言葉に、翔は心の底から同意する。見た目といい、スキルといい、あまりにも勇者のイメージとかけ離れている。ともあれ大剣を背負った迅は重量を感じさせない軽妙な動きで翔たちのもとへと接近してくる。

			「また分身か」と翔は嘆(たん)息(そく)しながら身構えたが、「いや」とその言葉を草薙が否定した。

			「こいつは『本体』だよ。これまで相手にしてきたヤツらとは、覇(は)気(き)が違う」

			　転移者相手に『鑑定』は使えない。

			　だというのに、草薙はその戦闘経験を以って迅の力量を見抜いていた。

			「加えて言えば魔力量を考えると、ヤツが『分身』をこれ以上作るのは無理だろ……多分」

			　草薙は面倒臭そうに補足した。

			　迅は岩を蹴り抜いて駆けながら、当然とばかりに首(しゆ)肯(こう)した。

			「当たり前だ。そもそもお前相手に分身など派遣しても意味がないだろう。それはすでに実証済みだしな。のう、百年前の英雄よ？」

			「へぇ。おいおいまさかテメェ、本体なら俺に勝てるとでも思ってんのか？」

			「試してみる価値はあるだろう？」

			「――その自惚れを、矯正してやるよ」

			　二人の言葉はそこで途切れた。

			　過去の英雄と、今の勇者の戦いが幕を開ける。

			　爆音が、鳴り響いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミレーユは、翔に命じられた中位悪魔との戦闘を続けていた。

			「〝灯火〟」

			　ミレーユほどの技術を持つ魔術師ならば、この程度の魔法なら魔力をほとんど消費せずに使うことが可能だ。よって、ミレーユは残存する微細な魔力でそれを行使しながら、悪魔に接近戦を挑んでいた。

			　ミレーユは魔術師ではあるが、体術にもそれなりの心得がある。

			〝灯火〟を宿した手で悪魔の腕を掴むと、じゅわりと肌が焦げる音が響く。

			　中位悪魔の男はぎょっとして目を剥いた。

			　ミレーユはその隙を逃さずに脇腹に膝蹴りを叩き込むと、体勢を崩して地面に叩きつける。羽交い締めにして悪魔の動きを奪った。そのままなけなしの魔力を身体強化に費やし、押さえつける。しばらく暴れていた悪魔は次第にその動きを鈍らせ、やがて意識を失った。

			「ふぅ……」

			　ミレーユは断続的に響き渡る爆音に顔をしかめながら、リリスを囲う『儀式場』に目を向ける。その近くでは魔王リーファとエルフ族の戦士長スイメルが戦っており、その少し横では草薙と勇者が衝突していた。

			　今なら魔力が僅かしかないミレーユでも、隙を突いてリリスを救い出すことができるかもしれない。ミレーユの胸中に、一筋の光明が生まれた。

			　しかし。

			　そんな希望を奪い去るように、『儀式場』との間に立ち塞がる影があった。

			「ごめんね。ここは通せないよ」

			　それは、薄く笑みを浮かべていて蛇のような印象を受ける眼鏡の少年だった。

			　随分と消耗している様子だが、それはミレーユも同様だ。だから、せめて心だけでも勝てるように強く保って、翔をキッ、と睨みつけた。

			「……無理矢理にでも、私はそこを通るのですよ」

			「何のために？」

			「リリスちゃんを助けるために」

			「無理だよ。今の君じゃ、仮に僕を倒したところで『儀式場』の破壊すらままならない」

			「そんなもの、やってみなければ分からないのです……！」

			「分かるよ」

			　翔は強く断言した。

			　ミレーユは知る由もないが、それは常に飄(ひよう)々(ひよう)としている翔には珍しい口調だった。

			「無謀と勇気は違う。前者は、自分の命の価値を理解していない……だから、気に食わない」

			　だが直後に、翔は薄い笑みを取り戻して肩をすくめる。

			　その瞳から感情は読み取れない。底知れない闇だけがそこにあった。

			　だが、それはミレーユの知ったことではなかった。

			　対する翔は淡々と告げる。

			「君にするような話じゃなかったね」

			「……無謀、だとしても」

			　ミレーユは一歩足を踏み込んだ。

			　ボロボロの体に鞭を打って、戦意を示すように、強く、もう一歩。

			「私は諦めないのです。――リリスちゃんは、私の、大切な、生徒ですから」

			「……それが、嫌いなんだよ」

			　翔はどこか哀しげに首を振ると、意識を切り替えるようにクナイを構えた。

			「綺麗事じゃ……誰も救えない」

			　その言葉の真意を察する余裕は、ミレーユにはなかった。

			　だから、この少年を打倒するためだけに思考を回す。手札は付け焼き刃のような体術と僅かに残る魔力のみ。確かに、この男の言う通りだと、ミレーユは自嘲的に笑う。

			　――もし、ミレーユが一人で挑んだのだったら、の話だが。

			（シドーちゃん……頼みました）

			　ミレーユは彼女の『先生』だから、生徒の未来を諦めることなどありはしない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――待っていろ」

			　森林内には疾走する黒衣の少年がいた。

			　彼は焦ったように木々の間を駆け抜けながら、静かな戦意を秘めた呟きを漏らす。

			　策は練った。準備はした。救う手立ては整った。

			　理不尽に囚われた少女を呪われた運命から解放する。

			　覚悟ならとうに決まっていた。

			「本当の物語はここからだ。奇術師の舞台を見せてやる」

			　――笑顔を取り戻すために。

			　神谷士道は、固く拳を握りしめた。

		

	
		
			第61話　元英雄の咆(ほう)哮(こう)

			　

			　スイメル・カートレットは険しい表情を浮かべながらも、何とか戦闘を続けていた。

			「どうした、エルフ族の誇り高き戦士よ。貴様らの誇りとやらはその程度か？」

			　対峙しているのは、かつて世界を泥沼の戦争へと陥れた元凶。

			　不死魔王リーファ・ラルート。

			「……」

			　スイメルはリーファの安易な挑発を冷めた視線で眺めながら、展開中の『結界』の強度をさらに引き上げた。こうしている今もスイメルの『結界』には、重い衝撃が叩きつけられている。

			　その正体はおそろしい数の魔法だった。

			　スキル『高速演算』を持つリーファの連撃は途絶える気配を見せない。

			　いったい展開した『結界』が何度破壊されたのか。

			　スイメルはもはや覚えていなかった。

			「チッ……」

			　苛立ち紛れの舌打ちが響く。

			　スイメルは冷静に息を吐くと、『結界』の破壊を感じ取って後方に飛び下がる。

			　すでにリーファとの距離はかなり開いていた。

			　圧倒的な実力差に抗いきれず、スイメルは徐々に後退している。

			　そもそもリーファが全力を出せる状況なら、スイメルはとっくに殺されているはずだ。

			　だが、リーファは『儀式場』の傍から離れられない。この制約のおかげでスイメルは生き延びていた。リーファの身体的な能力の高さを封じ込めているのだから。

			　スイメルはもう少し距離を取りたいところだが、あまり後退しすぎると、リーファは別の脅威である迅の相手をするはずだ。

			　スイメルはそのギリギリのラインを見極めながら、『結界』を張り続けていた。

			　リーファは伝承によると、水、風、火、闇の四属性を操る魔術師だが、それでいて接近戦も得意だという伝承が残っている。

			　魔法だけではリーファの真価は発揮されない――そのはずだが。

			　リーファは明らかにスイメルを圧倒している。スイメルのスキル『結界』は魔法に対して滅法強い性質を持ち、接近戦を封じられる制約を持った今のリーファに対して相性は抜群に良いはずだというのに。

			（――届かない）

			　これだけの好条件が揃っていても、スイメルはまだ魔王の足元にも及ばない。

			　スイメルはこれでもエルフ族最強の戦士。領域外と称されるレベルオーバーの一人だ。

			　だが、スイメルは自分とリーファの間に埋められないほどの差があると感じ取ってしまった。

			（なにが、百年に一人の麒(き)麟(りん)児(じ)だ）

			　このピレーヌ山脈の南に広がる大森林。

			　そこにはエルフ族が居を構える小さな里が存在している。

			　スイメルは幼い頃から里の戦士の一人となるべく育てられ、その過程で圧倒的な才能を発揮してきた。やがて十五歳となり成人したときには、もはやスイメルに及ぶ戦士は誰一人としていなくなっていた。恵まれた魔法の才能。覚(かく)醒(せい)したスキル『結界』とそれを操る技術。通常のエルフの数倍に及ぶ魔力量。天職による『結界』への適性。

			　当然のようにスイメルは、若くして里の戦士団を指揮する立場に成り上がった。

			　――だが、所詮は井の中の蛙だ。

			　スイメルの眼前に佇(たたず)むのは、圧倒的な力を以って君臨する死と暴虐の化身である。

			「フン……飽きたな」

			　不死魔王リーファが呟いた途端、唐突に魔法の雨が止んだ。

			　スイメルは軽く安(あん)堵(ど)しながらも『結界』を構え続け、怪(け)訝(げん)そうに眉をひそめる。

			　対するリーファは腕を組みながら、スイメルに冷めた視線を送った。

			「……つまらん戦いだ。エルフ族の戦士。貴様には『結界』しか脳がないのか？」

			「ないことはないが、いずれも魔王に見せられるようなものではないのでな」

			　憮然として言い返すと、リーファは草薙と迅の戦いを一(いち)瞥(べつ)しながら、

			「そもそも、貴様は後退してどうするつもりだ。そんなことでは一生私は倒せない。貴様の目的は勇者と同じくリリスなのだろう？　残された時間は少ないが……大丈夫か？」

			「……分かっている」

			　呆れたようなリーファの言葉に、スイメルは淡々と返答する。この台詞は本音も含まれているのだろうが、単なる挑発に過ぎないのもまた事実だ。

			　リーファからすれば、儀式場から離れられない制約がある以上、スイメルから近づいてくれなければ決着がつきにくい。距離が遠いことは防御しやすいことを意味している。『結界』のどこを重点的に強化して魔法を防げばいいのか、見抜かれてしまう。

			　だから挑発して冷静さを奪おうとするのは至極当然だ。

			　一方で、その言葉はスイメルの前に純然と立ち塞がっていた。

			『鑑定』を使用した迅からタイムリミットを教わった後、スイメルは体内時計により正確に針を刻んでいた。その感覚によると、リーファの古代魔法完成までの残り時間は――約五分。

			　つまり、この状態のまま五分が経過してしまえば、リリスという存在は失われて災厄をもたらす龍魔王が顕(けん)現(げん)することになるはずだ。

			　スイメルが表情をさらに引き締めると、リーファは疑問でも覚えたのか、小首を傾げた。

			「……そもそも、貴様はどうして勇者に協力している？」

			「……百年前の戦争で、天使族には里を救われた恩がある。勇者はそのときの盟友だ。エルフ族の誇りにかけて盟友への恩は返す。たとえ、それが先祖の代の話だとしても……義理は果たすのが、戦士というものだ」

			「……そこまでして、貴様が龍魔王の復活を止めようとする理由がどこにある？」

			　リーファの瞳がスイメルの瞳を捉えて、その魂の奥を覗き見るように目を細める。

			　だが、スイメルの表情はあくまで変わらなかった。

			「……少しでも平和な未来のために」

			「龍魔王ウォルフがエルフ族を狙ったことはないはずだが？」

			「人族は里が認めた盟友だ。ならば人族のためにも手を貸そう。エルフ族の誇りに懸けて」

			　スイメルは冷淡に答えた。

			　だが、どこまでも表面的で感情が上滑りするものだった。

			　リーファは刺すような眼差しで、

			「ふん、つまらない男だ。それが、そんなものが貴様の誇りだと言うのか？」

			「……」

			「平和のために義理の妹を殺す、か。流石だなエルフ族。貴様の崇高な理念とやらは、この耳でしかと聞き届けたよ」

			　スイメルは氷の仮面の下で、心臓を鷲掴みにされたかのような感覚に晒(さら)されていた。

			　義理の妹。

			　何年もの間ともに過ごしたハーフエルフの銀髪の少女。

			　里に追放された禁忌の存在。

			　それが、リリス・カートレット。

			（くそ……！）

			　凍らせたはずの感情が蠢(うごめ)き、水面に顔を出す。

			　知らぬ間に呼吸が荒くなっていたことに気づき、心を落ち着かせるために息を吐いた。

			　冷や汗が首元を滴る。

			（落ち着け。あの魔王は私に止めを刺したいがために、挑発して動揺を誘っているだけだ）

			　そう理屈では分かっている。

			　だというのに、スイメルの口元はいつまでも動く気配がなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　膠(こう)着(ちやく)状態のスイメルたちとは対照的に、迅と草薙は剣を交えつつ高速で戦場を駆け巡っていた。

			　草薙の研ぎ澄まされた剣技に対して、迅は膂(りよ)力(りよく)で以って強引に応じる。

			　速度では劣るが、力では上回っていた。

			　だが、そのやり方も段々と綻びが生まれてきていた。

			　戦闘開始から数分。すでに、草薙が迅の戦い方に慣れ始めている。

			　途轍もないほどの対応力だった。

			（…………マズいな。間に合うか分からんアルバートを頼るのは確実性がない。かと言って、スイメルは魔王の相手だけで手一杯だ。要するにワシが突破口を開くしかないんだが……）

			　迅に思考を巡らせる隙を与えず、草薙の剣閃が迫る。

			　大剣でそれを弾くと、大地を蹴り抜いて後退した。長く打ち合えば、技術の差で負けることを理解したがゆえの経験則だった。

			「……ええい！」

			　迅は苛立ち紛れに殺気を叩きつける。

			　だが、対する草薙も似たような心境だったのか、猛(もう)禽(きん)のような瞳で迅を捉えながら乱暴な口調で告げる。

			「この、馬鹿力が……分身とは膂(りよ)力(りよく)の桁が違う。〝力の勇者〟とはよく言ったもんだ」

			「ほう、それは光栄だ……」

			　迅は無理やりにでも早期決着をつけるべきだと考えていた。

			　草薙の対応力は図抜けている。

			　現に戦闘開始時はほぼ互角だったというのに今では徐々に追い詰められている。

			　このままではジリ貧だ。迅はそんな判断を下しながら、それでいて迷いを見せていた。

			（勇者の存在価値とこの戦いの価値。そしてリスク、か。さて――）

			　迅の逡巡の原因は、この肉体に代えは利かないという一点だった。

			　翔との戦いではリスク覚悟で突っ込んだが、それは『分身』だからでしかない。

			　この場で戦っているのは、殺せば死ぬ本物の勇者である。

			　過信でも自惚れでもない単なる事実として、迅を失ってしまうのは女神と王国にとって莫大な損失となる。

			　迅は高速で思考を回転させながら、

			（――まあ、死後の影響まで考えるのは性に合わんな）

			　迅は端的に結論づけると、口元に凄絶な笑みを刻む。

			　獣のような剥き出しの殺気を草薙に叩きつけた。

			「覚悟しろ……！」

			〝力の勇者〟の本領。

			　迅の肉体を強化する魔力の圧が膨れ上がった。

			　峡谷を丸ごと叩き潰した莫大な力の塊(かたまり)が、その真価を見せる。

			　流石の草薙も警戒して後方に飛び退ったが、迅は逃さないとばかりに高速で距離を詰める。

			「〝風槍〟」という草薙の呟きが聞こえた。

			　それを予測していた迅はニヤリと笑い、速度を落とさずに体を振ってかわす。

			「……やはり、お前は何でもできるわけではない。何でもできるように、戦術の幅が広いように、見せかけているだけだ――そうだろう、英雄クサナギ？」

			　草薙はかつての戦闘経験に由来しているのか、やることが多彩だ。

			　それゆえに、草薙の戦術は予測が立てにくい。迅はこれまでそう思っていた。

			　しかし。

			「だが、追い詰められていくほど、お前本来の戦術が顔を出す。……得意としているのは風属性魔法だろう？　〝風槍〟で牽制して、剣で斬り込む。その典型的な魔法剣士の戦い方が、お前本来の戦術だ。それ以外は技術的に劣っている。だから、そうと分かれば対応できる」

			　迅は、草薙が後退しながら次々と放つ〝風槍〟をかい潜り、ときには大剣でまとめて吹き飛ばしていく。

			　だが、草薙の余裕は崩せていない。彼は興味深そうな目で迅を見据えながら、

			「……へぇ、どうして分かる？」

			「あの奇術師を見たからだ」

			「ほう、神谷士道だと……あいつと俺にどんな関係がある？」

			「技術の差はあったが、本当に手札が多い者の戦術とはああいったものを言う。見せかけだけのお前とは違う」

			「確かに、俺の手札は紛い物だ」

			　草薙は素直に迅の言葉を受け止めた。

			　それでいてなお泰然自若とした態度のまま、不敵に言葉を放つ。

			「だが、俺本来の戦術がオーソドックスなもの一つだけだとして――それが、どうした？」

			「ほう」

			「勝敗に関わると思うか？　仮にも英雄とまで呼ばれた俺がその程度だと？」

			「だとしても、お前を一歩追い詰めたことに変わりはないだろう。後は、お前本来の戦術ひとつを見極めていくだけだ」

			「――笑わせる！」

			　轟ッ!!　と風が唸りを上げた。

			　前髪を揺らしながら、草薙がゆらりと無骨な剣を構える。

			　体の周囲から濃密な魔力が噴出した。

			「面倒くせえ。ここまで来たらテメェの自慢の『力』――真正面から叩き壊してやる」

			「ほう。〝力の勇者〟に、抗えると思うのか」

			　互いの眼光が烈火の如き光を放つ。

			　戦場に互いの魔力が競合して火花を散らして渦を巻き、鎌首をもたげた。

			　一瞬の、静寂。

			　刹(せつ)那(な)。迅があらん限りの力で大剣を振るう。それを今までかわしてきた草薙は、宣言通り真正面からその攻撃に応じた。鋭(えい)利(り)な角度で銀閃が走り抜ける。

			　力のみに重点を置いた攻撃同士が衝突する。空気を震わせる轟(ごう)音(おん)が炸(さく)裂(れつ)した。

			　再度、峡谷の荒れた地面に亀裂が走り、端のほうから徐々に崩れていく。

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！！」

			　咆(ほう)哮(こう)。拮(きつ)抗(こう)する剣撃。果たして、押し切ったのは迅の大剣だった。草薙が持つ装飾のない無骨な剣はビキビキと不快な音を鳴らして粉々に砕け散った。

			　しまった、と草薙の呟きが耳に残る。どうやら剣のダメージまでは計算しきれなかったようだ。無手の草薙の懐に向けて迅は強く一歩、地面を踏み締める。

			「チィ――」

			「――剣の差だ。見誤ったな、英雄」

			　これで、終幕。

			　至近距離から迅の大剣が、腹部を抉り取るような角度で草薙へと迫る。

			　その瞬間。

			　突如として出現した少年が、何の容赦もなく勇者を飛び蹴りで吹き飛ばした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「士道……」

			　霧崎翔はその光景を目撃した。

			　草薙の敗北を阻止するかのように放たれた、神谷士道の一撃を。

			『瞬間移動』で何の予備動作もなく現れた士道は凄まじい魔力を込めて『稲妻』を撃ち抜いた。

			　迅は近くの岩壁を粉々に吹き飛ばし、盛大に喀(かつ)血(けつ)しながらも何とか踏み留まる。

			「奇術師……っ！」

			　迅の怒りの眼差しを受けながら、士道は草薙を一(いち)瞥(べつ)して軽く笑みを向けた。

			「よう、草薙。待たせたな」

			「遅えんだよ奇術師め。で、準備は？」

			「万全。後は――叩くだけだ」

			　ギロリ、と――戦場を見回した士道の冷徹な視線が翔の体を貫く。

			　その眼に映る断固たる覚悟に、翔は戦(せん)慄(りつ)を覚えた。

			　同時に、確信する。

			「草薙さん。……裏切ったね？」

			「悪いな、霧崎。俺にはお前らのやり方は性に合わなかったらしい」

			「草薙さん、問答してる時間はない。迅速に突破するぞ」

			　そう言って、士道は漆黒の魔道服をはためかせながらリリスの『祭壇』を囲む『結界』へ向けて疾走した。その動きに草薙も追随する。

			　口元の血を拭った迅が、慌てながらも二人を追おうとする。だが、『稲妻』により麻痺しているのか、上手く体が動かないようだった。

			　そして。

			「まだ……逃がしませんよ」

			　ミレーユはフラフラになりつつも、言う。士道の登場と草薙の裏切りによって立場は逆転していた。翔が、足止めされている。――おそらくミレーユもグルなのだろう。

			「……僕は、今のあなたに足止めされるほど弱くはない」

			『呪印』強化――中位悪魔化。翔は切りたくなかったカードを切った。

			　翔の魔力が増大し、灰色の外(がい)套(とう)の下からでも形状が窺(うかが)えるほどに悪魔の翼が成長する。そうして肉体的にも明らかに強化されていた。これが翔の固有スキル『呪印』の真髄。これは、そもそも――自分に使うためのスキルである。
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			「あなた……」

			　驚いているミレーユは、今の翔からすると隙だらけだった。

			　おそるべき速度でミレーユに肉薄し背中に回り込むと、躊躇(ためら)いなくクナイを突き刺す。

			　一撃。紅の血飛沫が舞い、その華奢な体は地面に崩れ落ちた。

			「ミレーユ!!」

			　士道の叫びが聞こえる。翔は倒れたミレーユに構っている暇はない。

			『儀式場』のほうへと駆けた。士道たちはもう辿り着いている。

			（残りの手裏剣は十二。クナイが三。それに戦輪とまきびし。……正面から応戦するしかない）

			　翔は外(がい)套(とう)の中から小太刀を取り出すと、鞘(さや)から真剣を引き抜いた。

			　ついでに流れるような動作で手裏剣を何枚か放りながら、リーファに声を飛ばす。

			「リーファ！　状況は分かるだろう!?」

			「く……っ!?」

			　古代魔法完成まで残り三分を切った。そのことに油断していたのか、リーファの対応は遅れていた。士道がギリギリまで待っていた理由は、そのためか。

			　次第に『儀式場』の輝きが増していく。

			　そこへ飛び込んだ士道はリリスを抱えると、『瞬間移動』で姿を消す。

			　誰もいなくなった『儀式場』に向かって、草薙は思い切り〝風槍〟を五本放った。

			　だが。

			「――〝煉(れん)獄(ごく)〟」

			　翔から見て『儀式場』の裏手で魔法が発動する。本気を出したリーファの莫大な魔力が、完成された術式を稼働させていく。体感温度が跳ね上がる。地上に煉(れん)獄(ごく)の炎が召喚され、『儀式場』を囲むように渦巻いた。〝風槍〟が吹き消される。

			　そして〝煉(れん)獄(ごく)〟の発動と同時に空に羽ばたいたリーファと目が合った。

			「やられたね」

			「まだだ。『儀式場』とリリスのパスは通っている。どちらかがやられない限り、復活は果たせる。もっとも、距離が離されすぎるとパスも切れるが……」

			　翔が視線を走らせると、士道の転移先は百メートルほど離れた位置だった。迅の崩落攻撃によって見晴らしが良いのでよく分かる。彼はさらに離れようとしたが、そこで最も近いスイメルが止めに入った。士道も見晴らしの良いこの場所では『瞬間移動』の連発はあまり有効ではないと判断したのか、足を止める。ただ、四回以上スキルを連発できるなら強引に逃げ切ることも可能だろうが、それをやっていない。――持ち前の魔力量が少ないのか、それとも単に連発できるほどスキルの燃費が良くないのだろうか。――両方だな、と翔は思った。

			「ひとまずは問題ないらしい。それよりも今は……」

			「クサナギ……それが、貴様の選択か」

			「悪いな、リーファ。俺は信用できるほうを選んだ」

			　草薙は剣をだらりとぶら下げ、淡々とした口調で言う。

			「ならば契約は決裂――私は貴様を殺すだけだ」

			　リーファが魔力を燃え上がらせた。

			　魔力の消費など度外視して、おそろしく高度な魔法を連続して発動する。

			「〝煉(れん)獄(ごく)火炎〟、〝灼(しやく)熱(ねつ)砂漠〟――〝太陽顕(けん)現(げん)〟ッ!!」

			　世界に地獄が出現する。

			　煌(こう)々(こう)と燃える炎が渦を巻いて収(しゆう)斂(れん)しながら草薙を狙った。

			　だが、草薙はスキル『魔力暴走』でリーファの魔法の構成を乱した。結果、暴走して標的を見失った炎が狙う先は――近くまで来ていた榊原迅だった。

			　迅はその魔法に対して即座に退避を選択した。暴走した魔法は精密に迅を狙っていたわけでもなく、圧倒的な熱量が周囲の瓦(が)礫(れき)を灰にしていく。急激に高まる気温に翔も汗を流した。

			　リーファは舌打ちしつつも、草薙に追撃をかけようとする――そこへ、

			「――何ッ!?」

			　士道の『稲妻』が天空より音速を越えて降り注いだ。狙いは『儀式場』。

			　その極めて強力な一撃が辛うじて展開されたリーファの〝氷陣壁〟を叩き割る。『儀式場』は僅かに傷をつけられた。

			　リーファはスイメルと戦いつつもこちらに手を出してきた男の姿を見て、目を瞠(みは)った。

			「この男、まさか、あのときの……！」

			「今更思い出したのか不死魔王。悪いがお前の好きにはさせない」

			　士道の声が聞こえる。だがリリスを抱える彼は、スイメルに苦戦しているようだった。

			　――残り二分。

			　爆発的な速度で翼を羽ばたかせ、リーファは士道に接近していく。

			　そこで士道は『瞬間移動』を使用。再び転移し、翔たちと距離が離れる。

			　対して、翔のもとには草薙が迫っていた。

			　だが、その草薙を横から殴りつけるように迅が疾走している。

			　三つ巴の戦い。否。三人では収まらなかった。翔が手裏剣を放るとガードするように『結界』が展開される。それは士道と位置が離れ、こちらに手を出してきたスイメルだった。

			　四人目の出現に併せて翔は立ち位置を変えていく。ボロボロのスイメルは咆(ほう)哮(こう)しながら草薙のもとへ肉薄した。

			　スイメルから不可視の衝撃が放たれる。『結界』による攻撃。それは草薙を容赦なく襲った。

			「がっ……ああああああああああああああああああああああああ!!」

			　果たして、草薙は衝撃に耐え切ると地面を削るように着地する。

			　二発目を撃とうとしているスイメルに肉薄すると、剣を失ったため拳を振るった。

			　咄(とつ)嗟(さ)に張った『結界』に鈍い衝撃が炸(さく)裂(れつ)する。

			「――何をしているんだ。お前は、魔王の味方ではなかったのか？」

			「確かにそうだった。だが魔王軍の連中は信用できない。それでも……さっきまではそれしか手がなかったが――今は違う。士道のヤツが新しい手を考えた。ミレーユがそれを現実で可能な形にしてくれた。なら、後は戦うだけだ。それだけで救われる者がいるんだから」

			　草薙はスイメルを怒鳴りつける。

			「いいか、俺はテメェの妹を助け出すぞ、スイメル。そのために、士道のヤツに手を貸した」

			　その言葉で、スイメルは動揺して僅かに一歩退いた。

			　草薙たちの会話を横目に、翔は迫る迅の大剣を回避する。

			　戦闘に応じるのではなく、後退していく。

			「ちょこまかと……よく動くものだな」

			（残り一分……。多少リスクを冒しても守りきるしかない）

			　そうしなければ、翔の目的はかなりの遅延を見せることになるだろう。魔王の復活は必要事項なのだ。絶対に覆らせるわけにはいかない。

			　翔は眼前に佇(たたず)む勇者を睨みつけて、手に持つクナイを握り締めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　スイメル・カートレットは被っていた氷の仮面を剥ぎ取られ、明らかな動揺を見せていた。

			　その原因は、

			「リリスを殺すことなく、ウォルフを復活させることもない方法だと……？」

			「そうだ。もう時間がねえ。下手すりゃ、あと数十秒で災厄の龍魔王が復活する」

			　真っ当な台詞を吐く草薙に、スイメルはどす黒い情念を叩きつける。

			　濃密に煮え滾(たぎ)らせた憎悪は殺気となって草薙を縛りつけた。

			「協力しろと言うのか？」

			「ああ。いいか、俺たちは――龍魔王の魂だけを、リリスの中から追い出す」

			「それができれば苦労はしない。仮にできたとしても、その魂が適合する『器』を見つけたら同じことだ。どうしようもない。だから、私たちは戦っているはずだ！」

			「だから、『力』だけリリスに残す。追い出すのは、また災いを撒き散らす前に消滅させる『魂』だけ。それなら不可能じゃない。世界最高の魔術師、ミレーユが術式を生み出したんだ」

			「魔王軍は必ずこのやり方には賛同しねえ。ハーフエルフに龍魔王の力を持たせるなんて聞いたら、絶対に認めねえだろうよ。だからテメェに聞いているんだ。テメェだって、家族を殺したいわけじゃねえだろう……！」

			「そんな都合の良い方法があるはずがない……！　私がいったいどれほどの時間をかけて、リリスが幸せに暮らせる結末を探したと思っている!?　ふざけるな！」

			　もはや仮面などかなぐり捨てたスイメルの怒号が炸(さく)裂(れつ)する。

			　この場で最もリリスを助けたいと思っているのは、士道でも草薙でも、ミレーユでもない。

			　大切な家族として長い時間を過ごした、スイメルに決まっているのだから。

			「無理だ!!　仮にそれが成功してリリスを連れ出しても、魔王としての莫大な力を宿してしまった以上、天使どもが殺害を諦めるわけがない！　悪魔どもが放っておくわけがない！」

			「だが、このままではウォルフが復活する！　それでいいのか!?」

			「――だから、ここで殺さなければならないんだ。リリスは生きている限り、どうあっても命を狙われ続ける！　――彼女は呪われた運命なのだから！」

			　龍魔王ウォルフ・バーゼルトは絶対にこの世に生み落としてはいけない存在だ。

			　誇り高きエルフ族の戦士として、かつての悲劇を繰り返すわけにはいかない。

			　たとえ、妹を犠牲にすることになろうとも――そう思っていた。

			　だが、いざ窮地に陥ると、出てきたのはリリスに関わることばかり。

			　スイメルは自嘲する。

			　――本当は、助けたいに決まっている。

			　それが不可能だから、今ここにスイメルは立っているのだ。

			　だというのに、

			「だから、その運命から引っ張り上げようって言ってんじゃねえか！　テメェ一人で妹の人生を、未来を、勝手に諦めてんじゃねえ!!」

			　苦渋の表情を浮かべるスイメルに草薙が本心からの叫びを放つ。

			　この男にとって、リリスは赤の他人のはずだった。

			　いったい何がこの男を動かしているのか。

			「だが、その選択でリリスの未来に希望はあるのか!?　圧倒的な力と不名誉な称号を与えられて、天使や悪魔から逃げ惑うだけの生活になるのではないのか!?」

			　スイメルは草薙の体術を阻む『結界』を展開しながら、叫び声を上げた。

			「テメェは何のためにここにいるんだよ！　何のためにそれだけの力を手に入れたんだよ！　エルフ族の誇りのためか？　天使に恩を返すためか？　違うだろ！　テメェの目を見りゃ分かるんだよ、お前のそれは、大切な誰かを守るために鍛えた力じゃねえのか!?」

			　草薙は、固く、拳を握り締めながら咆(ほう)哮(こう)する。

			　泥臭く叫び散らすその姿は、過去の英雄とはとても思えない。

			「士道は言ったぞ。俺が守るってな。もし彼女をこれからも襲う連中が現れるのなら、俺が何度でも叩き潰すってな――どうだ、どう思うスイメル！　自分が情けなくならねえのか!?」

			　だが、だからこそ、彼のその目は、紛れもない英雄だと物語っていた。

			「……それでも、私は……!!」

			「この分からず屋め……!!」

			　草薙は拳を握り、踏み込む。バリィ!!　と、ガラスを砕くような轟(ごう)音(おん)が炸(さく)裂(れつ)する。

			　スイメルの堅牢なはずの『結界』を、草薙の振るう拳が叩き壊す。

			　草薙は怒りのほどを示すように、大地を割るような勢いで大きく踏み込んだ。

			　しまった、とスイメルは呟く。拳の速度に、『結界』の展開が間に合わない。

			　本来なら『結界』の専門家たるスイメルが犯すはずのないミス。動揺が隠しきれないそれを無視して、草薙は全力で右の拳を振りかぶった。

			「――テメェの妹だ!!　テメェで守れよ!!」

			　ゴン!!　という凄まじい音が炸(さく)裂(れつ)した。

			　かつての英雄としての信念が備わった拳は、咄(とつ)嗟(さ)に張られた『結界』ごとスイメルを殴り倒す。スイメルは容赦なく地面を転がり、戦いの決着はついた。

			　――そして、残り三十秒。

			　草薙は足をもつれさせながら、大空に向けて咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			「士道――ッ!!」

			　草薙にとっては、何の思い入れもないリリス・カートレットという少女。

			　それでも。

			　見知らぬ者のためにでも、立ち上がれる者を人々は英雄と呼ぶのだ。

		

	
		
			第62話　これは信念の証明だ

			　

			　地震にも似た激しい揺れが、真っ白に塗り潰された精神世界を断続的に襲っていた。

			「……始まるようだな」

			　服の乱れを整えながら、龍魔王ウォルフは呟いた。

			　すべてを諦めたかのような一言。

			　どうやら、救いの手は間に合わなかったようだ。

			　残酷なまでに世界は何の変容も見せていない。

			「この揺れは何なの？」

			　諦観の念を浮かべていたウォルフに向けて、リリスが焦ったように尋ねる。

			　年齢にそぐわない心の強さがあるかと思えば、今度は歳相応の不安を顕にして胸の前で両手を包み込む。

			　ウォルフは不思議な少女だと思い、僅かに苦笑を浮かべた。

			　同時に、こんな少女を自分の呪いが殺してしまうことに、久方ぶりの罪悪感を覚えた。

			　誰かを殺さずに済み、自分の理性を保っていられる時間はもうお終いのようだ。

			　その感覚に慣れてしまっていることが、少しだけ哀しいと思う。

			　

			「……後一分もせずに、私を復活させる儀式が完成する。どうやら、間に合わなかったようだな。これで現実に戻れば、また呪いが機能する。世界を恐怖に陥れる災厄の魔王の再臨だ。そして――おそらく、代償として君は命を失う。まともな形で行うなら、生きていられる可能性はなくもなかったが……今は『儀式場』は傷つき、君もそこから離れているしな」

			　ゆっくりと、ウォルフはリリスを納得させるように語る。

			　それは、呪われた運命を受け入れるための儀式だ。

			　もう抗えないのだ。

			　自分はともかく、眼前の少女を殺したくないと願ってはいても。

			「アンタは……」

			　そんなウォルフの背後に自分の姿を幻視したのか、リリスはタイムリミットが迫っていることも忘れて激昂した。

			「……アンタは、それでいいの!?　本当は人間を殺したくなんかないって、自分で言ってたじゃない!!」

			　その叫びを受けて、ウォルフは目を瞠(みは)り、苦笑を浮かべた。

			　自分のことを本気で考えてくれている者なんて、あの英雄以来かもしれない。

			　リリスとは少しの間しか会話をしていない。

			　それでも、何かしら感じ入るものがあれば嬉しいと思う。

			「仕方がない。救世主は現れなかった。やはり、私に関わる者は不幸な運命に見舞われるようだ。――済まなかったな」

			「……どうしてよ」

			　リリスは真っ直ぐにウォルフの瞳を見た。

			　純真な眼光に体を貫かれる。

			「どうしてアンタは、この結末をそんな簡単に受け入れられるのよ!?」

			「…………そう、だな」

			　なぜだろう。抗うことに疲れたのかもしれない。

			　ウォルフは何もない空を仰いだ。

			　あるいは、もう感情など殺され尽くしたのだろうか。

			　瞳には、諦観が浮かぶのみだった。

			「……あと三十秒だ。それで、再び世界は変わる」

			「……分かった。似ているところも確かにあったけど、あたしとアンタは、根本的に違う」

			　ゆらり、と。

			　リリスが身に纏(まと)う雰囲気を変えた。

			「あたしはまだ諦めない」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　残り時間は二十秒。

			『鑑定』が映し出す時間は刻一刻と針を進めていた。

			　神谷士道は漆黒の魔道服をたなびかせながら、不死魔王リーファと対峙する。

			「……クサナギをそそのかしたのは、貴様だろう。あのときは見逃したが、もはや生かしてはおけん。ここで死んでもらう」

			　魔王と称されるレベルオーバー。

			　かつてはグラントやサリウスが蹂(じゆう)躙(りん)される光景を、脇で見ていることしかできなかった、それほどの相手。

			　王国最強の竜騎士ですら持て余したような怪物が、士道に対して殺意を宿している。

			　その事実に、ぞくり、と肌寒い感覚を覚えた。

			　士道本来の怯えが僅かに顔を覗かせる。

			　だが、恐怖は足を止める理由にはならなかった。

			　覚悟の二文字を胸に抱きつつ、鞘(さや)から剣を抜いて殺意を迸(ほとばし)らせた。

			　奇術師として、敵を欺くために。

			「……丁度いい。俺も、セドリックとグラントの右腕の借りは、返そうと思ってたところだ」

			　言葉と共に、烈火の如く炯々とした眼光をたたきつける。

			　濃密な戦意を獣のように剥き出しにした。

			　士道は呟きと同時に『瞬間移動』を行使する。

			　転移先は当然、奇襲を狙えるリーファの背後――ではない。

			　士道は身構えるリーファをあっさりと無視した。

			　そうしてリリスを抱えたまま、ミレーユのもとへ向かっていく。

			　当然だが、この時間がない状況で、魔王なんて怪物とまともに戦うつもりなどあるはずがない。先ほどの言葉と殺気は引っ掛かれば儲けもの程度のフェイクだったが、どうやら成功したようだった。士道は冷めた目でリーファを眺める。

			「……悪いが、お前みたいな化物の相手をしてる暇はないんだ」

			　――残り十秒。

			　ミレーユはいつの間にか『儀式場』にやって来ていた。

			『儀式場』は荘厳な雰囲気を漂わせるものだった。形が整えられた石で組み立てられ、表面には不可解な呪文が描かれている。そこには枯れきった老人のような遺体が残されており、その近くに苦しそうな表情のリリスを寝かせる。

			「シドーちゃん……『儀式場』の改造完了。準備は、整えました。後は魔力を込めて、魔法を発動するだけです……！」

			　ミレーユの魔力はすでにない。だが術式の構築はできる。ゆえに、士道たちはすでにほとんど戦力にならないと思わせたミレーユに古代魔法の構築を頼んでいた。

			　後は、士道が魔力を込めればいい。士道があまりスキルを使わなかった理由はこのときのためだった。士道は岩の上に飛び乗ると、魔力を込めて言葉を紡(つむ)ぎ始める。

			　それはミレーユから教わった、古代魔法を行使するための詠唱。

			　時間がない。

			　士道は脳裏に焦(しよう)燥(そう)を過らせながらも、何とか詠唱を完了させる。

			「――呪いを祓い、魔を退け、清浄なる体に回帰せよ！」

			　士道は華奢な体つきをしたリリスを抱え上げ、その体に組み上げた術式を流し込んだ。

			　残り一秒のタイミングで、辛うじて士道の術式がリーファの古代魔法を停止させた。

			　同時に、士道の術式の影響を受けてリリスの体が僅かに発光していく。

			「頼むぞ……！」

			　この古代無属性魔法〝流浪魂〟でリリスを救えることを祈った。

			　だが、これはあくまで本人の『意志』に決定を委ねる術式だ。

			　リリスが持つ意志が弱ければ、きっとリーファの古代魔法は再び作動する。

			　だが、士道はリリスを信じていた。

			　彼女とは長い付き合いではないが、それでも――決して、呪われた運命に負けるような少女ではない。だから助けようと思ったのだ。

			「……リリス」

			　とはいえ、この術式を作成したきっかけは完全な偶然によるものだった。

			『鑑定』から情報を手繰り、ミレーユや草薙の知る過去の情報からウォルフ自身の欠点に関する情報を引き出した。どうやらウォルフは呪われていたらしい。それも『魔神』による強力な呪いだったことが分かる。だとすれば、闇に呪われた魂は光の祝福には弱いはずだ。ゆえに無属性と光属性の融合で、魔法の天才であるミレーユが術式を構築。リリスの体から、ウォルフの魂のみを追い出す魔法を生み出した。――これしかないと、士道は思った。

			　徐々に、リリスの体を纏(まと)う光が強まっていく。

			　士道の腕の中でリリスは苦しげにもがいた。

			　しかし、いまだ目覚める気配はない。

			「くそ……やっぱり甘かったか!?」

			　ミレーユが『儀式場』を利用して術式を作ったとはいえ、やはり即席のものであることに変わりはない。古代魔法はもっと入念な準備を必要とするものだ。

			　だから、この魔法は、あくまでリリスに生きるきっかけを与えたに過ぎない。

			「――舐めた真似をしてくれたな人間」

			　不死魔王リーファが沸々と煮え滾(たぎ)らせた怒りを込めて言葉を放つ。

			　士道はその迫力に思わず身構えた。

			『儀式場』を破壊しないためか、魔法を撃ってくる気配がないことだけが窮地の中で唯一の救いだった。だが、こうなった以上、いつ機嫌が変わるか分からない。ここを破壊されてはもはやチャンスはないのだ。

			　士道は戦う覚悟を固め、ミレーユにリリスを任せると、『儀式場』の外に出た。

			　跳躍して、リーファに近づいていく。

			　たとえ、相手がかつて世界を恐怖に陥れた魔王だとしても。

			　一人の少女を護るために。

			「――そっちこそ、この奇術師を舐めるなよ、魔王風情が」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　足を止めた士道はリーファと対峙し、だが一瞬の均衡は即座に崩れ去る。

			　初手を仕掛けたのはリーファだった。

			　魔法の兆候を感じ取って身構える士道に対して、リーファは複雑怪奇な術式を一瞬で編み上げ、口元で魔法発動の文言を呟く。士道に術式内容を悟られないように、小さな発声だった。

			　しかしリーファは、以前はそんな気遣いなどしていなかった。

			　つまり、本気ということだ。

			　巨大な魔法陣が光り輝き、十を越えた炎の龍が士道に向けて突撃する。窮地に陥ったときには『瞬間移動』を考慮に入れながら、士道は玄海から受け継いだ体さばきで炎の猛攻を潜り抜けていく。

			　だが、炎竜共の攻撃をかわし切った先でリーファはすでに次の魔法を組み上げることに成功していた。

			　途轍もない質量を凝縮された水の弾丸が放たれる。炎の竜と比べて格段に速い。体勢を崩しかけている士道は目を剥いて愕然と立ち尽くした。口元から呻き声が漏れる。

			　士道は『瞬間移動』を行使。リーファの真横に転移すると、そのまま剣を振るった。

			　リーファが驚(きよう)愕(がく)の声を上げたのも束の間、鋭い剣閃が唸りを上げる。

			　右に体を振ってかわすリーファ。士道はさらに踏み込むと、下段から流れるような手さばきで振り上げた。リーファは強化された腕で防御する。そしてスキル『自動障壁』が起動。だが自動発動の代償か、防御性能そのものは士道ならどうにか突破できる程度だ。その腕に切れ込みが入り、血が流れ出していた。士道は押しのけようとするリーファの圧倒的な膂(りよ)力(りよく)に対抗するように、身体強化の度合いを引き上げていく。代償のように右腕がミシミシと悲鳴を上げた。

			　ズン!!　と、互いが踏み締める大地に亀裂が走る。

			「……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！！」

			　士道はその態勢のまま、剣にありったけの『稲妻』を送り込む。

			　バリィ!!　と鋭い雷鳴が炸(さく)裂(れつ)した。

			　リーファの表情に険しさが宿り、翼を羽ばたかせて後退を試みる。砂埃が舞う。

			　だが見え透いた行動は紛れもない隙である。士道は『瞬間移動』で後方に転移――

			「く……っ!!」

			　だがリーファもそれを分かっていたのか、右手には高速展開した魔法陣があった。

			「〝熱線〟!!」

			　ここで根本的なステータスの差が出る。リーファの行動を読んだ士道の行動を読んでいたリーファのほうが一手早い。リーファの口元に不敵な笑みが刻まれた。

			「――終わりだ」

			　火属性魔法が放たれる。不死魔王によって編まれた魔法はすべて、一撃で士道を倒すには十分すぎる威力。加えて〝熱線〟は射出速度に特化した魔法だった。圧倒的な熱量が収(しゆう)斂(れん)された五本もの熱波が、士道の体を貫いていく――が、リーファはそこで目を瞠(みは)った。

			　手応えがない。まさか、と思ってリーファは振り向く。だが状況はすでに致命的だった。

			　そう、士道は『瞬間移動』をしたわけではない。『幻影』をリーファの後ろに飛ばし、自身は砂埃に紛れたのだ。ゆえに、今リーファの背後を取っている。

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

			　咆(ほう)哮(こう)とともに、士道はありったけの魔力を込めた『稲妻』を炸(さく)裂(れつ)させる。

			　同時に、士道の剣がリーファの腹部を『自動障壁』ごと貫いた。

			　轟ッ!!　という凄まじい音が鳴り響き、再び砂煙が巻き起こる。

			「がは……っ!?」

			　視界が遮られる中、士道は確かにリーファの呻き声を聞き取った。

			（いける……!!）

			　士道は疲労し傷ついた体に鞭を打って、再び気合を入れる。

			　だが。

			「――認めよう。貴様は強い。……だが『不死』の私には敵わない」

			　風属性魔法が砂煙を吹き飛ばす。

			　その中から、無傷の魔王が現れた。

			　――そう、不死魔王リーファ・ラルートに死は訪れない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「士道……！」

			　草薙竜吾は、魔王に圧倒される士道を見て苦渋の表情を浮かべた。

			　士道はリリスを抱えているので近距離での戦闘は避けようとしているが、不死魔王リーファはその思考を読んでさらに肉薄していく。対する士道は先ほどの凄まじい威力を誇る『稲妻』で魔力を使い果たしたのか、その動きは鈍い。

			　掩護しなければ段々と追い詰められて殺されるだろう。草薙はそこまで一瞬で思考を巡らせると、眼前の勇者と忍者に目を向けた。

			　だが、動き出そうとした足の先に、牽制するように刃物が突き刺さる。

			「行かせないよ」

			　一言。

			　翔は冷徹な視線で草薙を見据えていた。否。正確には、その動きの機微を見極めている。

			　加えて、迅も大剣を構えながら、草薙に向けて肉薄していた。

			　この勇者は、〝魔王復活の儀〟の発動を士道が阻止したことを『鑑定』で確認してから、最も狙いやすい草薙に狙いを定めているようだった。何せ、草薙は得意の剣を失くしている。その戦闘力は大幅に低下していた。

			　迅としても、魔王リーファに任せていれば士道という脅威も失われるのだから、草薙をそちらに行かせる理由がないのだろう。

			　つまり、迅と翔の利害はこの局面においてのみ一致している。

			　身構える草薙の前で意思疎通を測るように視線を交わした二人は、左右から抉るような角度で疾走する。

			「くそっ!!」

			　剣を持たない草薙では二人の攻撃に対処するのは厳しい。牽制に〝風槍〟を放ちながら、高速で思考を回転させていく。

			　仮にも転移者同士、速度では大した差はない。ここまで距離を詰められた以上逃げるのは無理だ。

			　絶体絶命の窮地。

			　しかし。

			「……追い詰めたつもりか？」

			「戯(たわ)言(ごと)だな。ここから切り抜ける術があるのか」

			　ニヤリと笑う迅に対して、翔はあくまでも無言だった。

			「さあな」

			　草薙は適当な調子で呟く。

			　直後。

			　草薙の固有スキルが行使される。

			　魔力が、暴走した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リリス・カートレットは静(せい)謐(ひつ)な雰囲気を湛えたまま、ゆっくりと目を閉じた。

			　――この世界に生まれ落ちたときには、すでに殺されるべき存在だった。

			　禁忌とされた混血の種で、両親を失ってから、味方は一人もいなかった。

			　誰にも、必要とされなかった。

			　それどころか、生きているだけで世界に危機を齎す可能性を持っていて、その呪いを振り払うためには「死」以外の結末が残されていない。

			　理不尽な運命だった。

			　だから、絶望という名の真っ暗な闇の底で、希望も見えない空に向かって手を伸ばしてきた。

			　一度はその一筋の光明を捉えて、闇の底から救い上げようとしてくれた心優しい先生がいた。

			　――私は、あなたの先生ですから。

			　だけど、その人はリリスを助けようとしてボロボロに打ちのめされている。

			　そこまでして、救う価値があるのか。

			　――ただ救われるのを待っているだけの、今の自分には。

			「……」

			　先生はリリスのために傷ついている。

			　士道はリリスのために戦っている。

			　ブルースも、リリスのために命を懸けてくれた。

			　そのことが、嬉しかった。

			　だけど。

			　たとえ、その結果、誰かがボロボロになりながらリリスを救ってくれたとして。

			　――そんな結末を許せるのか。

			　大切な人たちの犠牲を必要として。

			　ただ救われただけの自分を、許すつもりはあるのか。

			「……こんな運命に、負けたくない」

			　精神世界は強い願いが周囲に影響を及ぼす。リリスの想いを汲み取った世界は、『何もない』白で塗りつぶされた空間を希望の光に変えていく。

			　ウォルフの瞳に驚(きよう)愕(がく)が映し出される。どれだけの想いがあれば、空間そのものを変えるほどの効果が与えられるのか。リリスはそれを知らない。

			　だが、まだだ。

			　それだけでは、終わらない。

			「――なっ。違う。これは、空間が崩れ始めている……？　古代魔法は完成したはずだというのに、どうして――」

			「――変わるんだ……！」

			　士道が土壇場で流し込んだ術式が、古代魔法を強引に停止させて精神世界に流し込まれる。

			　そのとき、リリスの脳裏に浮かんだのは敵に立ち塞がる士道の後ろ姿だった。

			　こんなものはまやかしだ。

			　そう理解していながら、覚悟を決めたリリスは立ち位置を変えて、士道の真横に並び立つ。

			　そして、リリスは想いの丈を込めた叫びを上げた。

			「――私はもう『救い』なんて待ち焦がれない!!　私が、皆を救えるような私になってみせる!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「は、はは……」

			　ウォルフは崩壊していく精神世界を眺めながら、心から安(あん)堵(ど)したような笑みを見せていた。

			　リリスが世界から歩んでいく。

			　それは、外でリリスを助けてくれた者がいたのだろう。彼女のために、必死で頑張ってくれた者たちがいたのだろう。――だから彼女は選ぶことができた。

			　ウォルフはこれで、外界に顕(けん)現(げん)できなくなった。

			　魔神ゲルマが残した呪いからようやく解放されたのだ。

			　――もう、いいのだ。

			　――もう、私は、誰かを殺さなくてもいいのだ。

			　こんな風に笑ったのは、いつ以来だろうか。

			　地面に大の字で転がり、世界の崩壊と同時に薄れゆく意識を自覚しながら、なおウォルフは幸せそうに笑っていた。

			「――私は、救われたぞ！　どうせ見ているのだろう、気分はどうだ。魔神ゲルマ……！　お前の呪いは外れた。……私は理解したよ。ようやく確信を持てた。――この世界は、お前の望み通りなんかにはならないのだと!!」

			　ウォルフは立ち上がり、どこともしれぬ光の空に向けて、万感の想いを込めた咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			　そうして、前へと歩むリリスの傍に駆け寄ると、彼女が『世界』を越えるための一歩を進もうとしているのが見えた。ウォルフはその背中に近づく。

			「――さあ、行け。もう君が臆するものは何もない。君は運命に負けなかった。確かに、最後の最後できっかけを与えてくれた誰かはいただろう。だが、それを活かせたのは君だからだ。他の誰かでは成し得ない」

			「……うん。ねぇ、ウォルフ。それじゃあ、あなたはもしかして……」

			「気にするな」

			　心配そうな視線を向けるリリスに向けて、ウォルフは笑みを浮かべて横に首を振った。

			「これが、私の望みだからな。それに、いくら呪われていたとはいえ、何千人もの人を殺してきたのだ。言い訳は利かない。今更、のうのうと生きるわけにはいかない」

			「……」

			「そんな顔をするな。私は君に感謝しているんだよ。君のおかげで私は救われた。ゲルマに一矢報いることができたし、諦めなかった君の覚悟を見届けることができた」

			　ウォルフは言いながらポン、とリリスの背中を押してやる。

			　世界を越えるために。

			　この歪な精神世界を破壊して、少女が生きる現実世界へと戻るために。

			「さあ、君の望みを叶えてこい。護りたい人がいるのだろう？」

			「……うん。私を助けようとしてくれた、大切な人たち」

			　リリスは微笑を浮かべて呟き、そして一歩を踏み出した。

			「ありがとう。あなたのおかげで、私は前へ進むことができる」

			　その言葉を受けて、ウォルフは意識が完全に消え去るまで、少女の背中を見届けていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　神谷士道は荒い息を吐いていた。

			『稲妻』にほとんどの魔力を注ぎ込んだせいで魔力切れ寸前だというのに身体強化を限界を越えて行使しているからだ。リーファとのレベル差を考えれば、そこまでやっても届かない。

			　戦いは長引いていた。

			　士道の体はすでに満身創痍。体はどこもかしこも傷で塗れていて、立っていることすら不思議な様相を見せている。

			「……まだ倒れない、か。そこまでするほど、その少女に思い入れでもあるのか？」

			　リーファが怪(け)訝(げん)そうに呟く。だが、攻撃が止まったわけではない。士道は腕に収まるリリスを抱え直し、必死にリーファの次の動きを予測しながら、紙一重で攻撃をかわし続ける。

			（…………どうする）

			　士道の脳裏を焦(しよう)燥(そう)が駆け抜ける。

			　このままでは、いずれ追い詰められて殺される。

			　そうなれば、リリスは救えない。

			　できる限りの手は打った。

			　だが、己の最大の攻撃で、魔王に何の手傷も負わせられなかった。

			　それだけの計算違いが、この状況を作り出している。

			（……どうする!?）

			　士道に『瞬間移動』するほどの魔力は残されていない。どうにか打開策を練り出そうと思考を巡らせるが、その暇は与えないとばかりにリーファの腕が突き出される。

			　姿が霞んで見えるほどのリーファの速度に士道は舌打ちをひとつ。かわそうとするが反応が間に合わない。せめて腕に抱えるリリスだけでも庇うために、咄(とつ)嗟(さ)に背中を向けた。

			　激痛が体内を走り抜ける。思考に、空白が生じた。

			　士道は爆音と共に吹き飛ばされ、大地にクレーターを作り出した。冗談抜きに心臓が一瞬止まる。

			「がはっ!?　ごほっ！　ご、が、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

			　絶叫が炸(さく)裂(れつ)した。士道が激痛を抑えつけるようにのたうち回る。

			　士道は抱えていたリリスが離れていることに気づいた。数メートル先に転がっている。士道が庇ったので直接地面に叩きつけられてはいないはずだが、大丈夫なのだろうか。

			「ちく、しょう……」

			『幻影』を使える魔力があれば近距離戦ではまだ対応できたのだが、『稲妻』に魔力を注ぎ込んだ今となっては後の祭りである。

			「〝嵐旋風〟――」

			　リーファが悪魔の翼を振るって急速に地面に下降しながら、風と水の複合属性の高度な魔法の文言を唱えた。

			　リーファの右腕に嵐が竜巻のように巻きつけられ、鋭いドリルのように先鋭化されていく。

			　魔王は隕石のように落下しながら、士道の右胸に向けて〝嵐旋風〟を槍のように突き出した。嵐が凝縮されたようなそれをまともに受ければ、士道の命はない。

			　それをそのまま解き放つことを避けているのは当然、『儀式場』を巻き込まないためだ。

			　リーファは真っ直ぐ飛び込んでくる。

			「――貴様に敬意を表し、一撃で楽にしてやる」

			「まだだ……!!」

			　士道は動く度に悲鳴を上げる身体を強引にぐるりと回して立ち上がると、ふらふらの体で剣を構える。もはや『瞬間移動』に使えるだけの魔力はない。

			　――死の足音が迫る。

			　走馬灯のように士道の脳裏にいくつもの思いが走り抜ける。

			　命を失うことは確かに嫌だ。

			　だけど。

			　それ以上に、士道は口に出した言葉を成し遂げられなかったことを悔やんでいる自分を自覚する。リリスを救うと決めたのだ。

			　確かにこの行いは、ただの自己満足かもしれない。

			　それでも、これは信念の証明だ。

			　この残酷な異世界で、揺らがずに自分を貫くための覚悟。

			　憧れた理想――今はもう失われた背中の幻影。その意志をただ継ぐのではなく、彼の言葉を胸に宿し、自分の意志でそれを選択する。

			　それを。

			　その想いを。

			　――こんなところで、失うわけにはいかない。

			　ドン!!　と、大地を踏み締める。

			　もう魔力はない。奇術師としての手札も、何一つない。

			　あるのは、ちっぽけな高校生の体だけ。

			　それでも。

			　だからこそ。

			　戦うことに武器なんていらない。

			　命を懸けられる理由があれば十分だ。

			　魔王が強大な魔法を撃ち放つ。

			　同時に、士道は全霊を込めて、ちっぽけな右拳を繰り出す。

			　結果など、一目瞭然だった。

			　

			　ただの少年の拳は魔王には届かない。

			　

			　だが。

			　魔王の〝嵐旋風〟も、少年に辿り着いてはいなかった。

			「…………え？」

			　つまり。

			　士道の真後ろから放たれた黒い光が、おそるべき勢いで魔王に襲いかかった。

			　スキル『自動障壁』などものともせず、容赦なくリーファを遠方に吹き飛ばしていく。

			「……ありがとう、シドー」

			　呆然と立ち尽くす士道に、凛として清(せい)冽(れつ)な声がかけられる。

			「――今度は、あたしがアンタを護る番だから」
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			　――ときは少し遡る。

			　強大な魔王は怒りながら、矮小な奇術師を強引に追い詰めていた。

			　リーファはその途中で、断続的に押し寄せる痛みに顔を歪(ゆが)める。

			　僅かに吐息が漏れた。

			「……っ!?」

			　実際のところ。

			　不死魔王リーファは、士道が全身全霊を込めて撃ち放った『稲妻』を受けて、平気で生きていたわけではない。リーファは胸を押さえて、堪えきれない痛みに声を漏らした。

			「ぐぅ…………っ！」

			　リーファが持つ『不死』という固有スキルの機能。

			　それは、致死レベルのダメージを受けた際、多大な魔力と想像を絶する痛みという二つの要素と引き換えに、身体が自動的に修復されるというものだった。

			　つまりリーファは士道の『稲妻』を受けて無傷の状態に舞い戻った。

			　それはすなわち、士道に一度殺されたことに等しいということだ。

			　以前の戦いでは、傷を負っていたとはいえ、脇で見ていることしかできなかったような弱者。

			　その程度の少年に、世界を揺るがす魔王たるリーファは、絶大な痛みを負わされた。

			　正直に言えば、まともに歩くことすら厳しい。そんな状態だった。

			　脳がキリキリと悲鳴を上げている。

			　身体を『死』から切り抜ける代償とは、それほどのものだった。

			　沸々とした怒りが込み上げる。

			　そもそも、眼前に立つこの男のせいで、計画のすべてを妨げられているのだ。

			　何が、奇術師だ。気に入らない。

			　リーファは痛みのすべてを強引に怒りに変換して、咆(ほう)哮(こう)を上げた。

			『不死』による『自動回復』に莫大な魔力を消費したとはいえ、リーファは仮にも魔王を名乗る者だ。残存魔力は三割を切っているが、眼前の男を潰す程度なら十分な量である。

			　そう思っていた。

			　だが。

			「貴様……っ!!」

			　隙がなく、リズムの取りにくい、奇妙なステップ。固有スキルだろうか、幻影を飛ばす奇妙なスキル。時折挟まれる絶妙なフェイクや、大した効果のない闇属性魔法のハッタリ。

			　相手を、おちょくるような動き。

			「ふざけた真似を……！」

			「別にふざけてるわけじゃない。俺にはこういうやり方しかできないんだよ……！」

			　単純で素直な性格をしているリーファは、士道が弄した小細工を真に受けて、見事に引っ掛かっていた。欺かれたことに苛立たしさを覚えると、その怒りによって生まれた隙を、まるで嘲(あざ)笑(わら)うかのように突いてくる。

			　とはいえ魔力量の関係もあり、優勢なのは常にリーファだったが、一瞬の油断も許さないようなその動きはひどく面倒なものだった。

			「どうした？　来いよ」

			　リーファが冷静になるために一旦攻撃を停止すると、それに気づいたかのように士道は近づいてくいっと指を曲げる。

			　そうして、侮(ぶ)蔑(べつ)の瞳を向けた。

			　それは戦術上の挑発であり、大した意味は持っていないのだと理解してはいるが、リーファにとって苛立たしさは変わらない。なまじ魔王であったリーファは、敵に甘く見られた経験が少ない。それが災いしているようだった。

			「ぬけぬけと……っ!!」

			　戦闘経験に勝るリーファは、その事実を直感的に理解していた。

			　だからこそ、リーファは本能的に認めることを拒否していた。

			　魔力の大半を失った士道を、リーファが追い詰められないという現実を目の前にしても。

			　――だが、その時間はもう終わりだ。時は現在に舞い戻る。

			　リーファの前には、ちっぽけな拳を構える士道が立っている。

			　荒い息を吐くその様子に、奇術師らしさは微塵もない。士道はただの少年として、魔王に立ち向かおうとしていた。

			　リーファは、そのさまを見て笑う。

			　ようやく、決着がつけられる。自分のほうが上であることを証明できる。

			「――〝嵐旋風〟」

			　水と風の複合属性。生み出すは嵐。自ら生み出した最強の魔法を構える。

			　この得体の知れない男はまだ隠し持っている手札があるのではないか、と心のどこかで考えたのかもしれない。そんな保険をかけたリーファに対して、少年は真っ向から応じた。

			　ただ素直に、拳を叩きつけるために。

			　流石に打つ手はなかったようだ。リーファは勝利を確信して、ニヤリとした笑みを見せた。

			　その瞬間。

			『儀式場』に、ゆらりと立ち上がる影があった。リーファは目を剥いて意識を向ける。それは、荘厳な佇(たたず)まいをした美しい銀髪のハーフエルフだった。

			　どこか神聖さを併せ持ったその少女は右手を掲げると黒いビームのようなものを撃ち放った。

			　リーファの目の前が真っ白に染まる。

			　岩石に正面から叩かれたかのような轟(ごう)音(おん)が炸(さく)裂(れつ)し、恐ろしい速度で後方に吹き飛ばされた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リリスは状況も理解できないままに崩れ落ちていく士道を優しく抱え上げた。

			「……ごめんね、シドー」

			「リリ、ス…………？」

			　少年は満身創痍だった。

			　きっと、気絶しているリリスを捨て置けば、魔王相手でも渡り合えただろう。

			　神谷士道にはそれだけの力がある。

			　それでも。

			　どれだけ命の危機に身を晒(さら)しても。

			　士道は、決してリリスを見捨てはしなかった。

			「ごめん、ね……？　あなただけに、傷を負わせちゃって」

			　涙で視界が滲(にじ)んだ。

			　泣き笑いのような表情になるリリスに対して、士道は弱々しい表情で小さく首を横に振った。

			「……俺がやりたいから、やったことだ。お前が気にすることじゃない」

			「でも……いや、シドーがそれでいいんだったら、そういうことにするね」

			「だから」とリリスは言いながら、涙を拭いて笑顔を見せた。

			　そうして、リーファを吹き飛ばした方角に右腕を向ける。

			「今度は、あたしがシドーを護る番よ」

			　キュガッッッ!!　という、黒い閃光が、リリスの右手から幾重にも放たれた。

			　砂煙の奥でリーファが準備していた魔法陣を先んじて潰すように。

			　黒い光が砂煙を吹き飛ばした。浅く裂かれた頬から血を流すリーファは舌打ちしながら、荒々しい殺意の篭った視線をリリスに送った。

			「……ドラゴン、ブレス……龍族の種族スキル『光龍砲』か……!!　だが、魔族の性質を併せ持った黒い光――そんな特殊なスキルを持っている者など、私の知る限り一人しかいない」

			「……」

			「リリス・カートレット、貴様……龍魔王ウォルフの力を乗っ取ったな？」

			「これは、その人にもらった力よ」

			「……ならば、ヤツはどうしたと言うのだ？」

			「……死んだよ」

			　リリスは淡々とリーファに告げる。

			　共に銀髪の小柄な少女。

			　だが輝くようなリリスの髪とは異なり、リーファが展開しているスキル『夜天化』の暗闇の中では、彼女の髪色は暗く、どこか黒のように見える。

			　どこか似通った姿をした二人が睨み合う。片や冷え切った氷のように鋭い眼差しで、片や烈火のようにギラついた視線で、殺気を衝突させる。

			「ウォルフは、死んだのよ。あたしの背中に力を乗せて、満足したように消えていった。これで悪の呪いから解放されるんだ……って」

			「……？」

			　リーファは怪(け)訝(げん)そうに首を傾げた。

			　そこに、嘘をついている様子はない。

			　本当に、ウォルフの事情については何も知らないようだった。

			「……あたしは怒ってるんだよ。シドーのことはもちろん、ウォルフを呪いで縛ったアンタたちを」

			「……何を、言っている？」

			「分からないなら、いいよ」

			　リリスはご丁寧に説明してやるつもりなど微塵もなかった。

			「一つだけ尋ねる。アンタが、百年の時が経過しても、まだ魔神ゲルマを再臨させようとしてる理由は何よ？」

			　リリスが真剣な瞳で問いかけると、リーファはその質問が本気で不思議だといった様子で首を傾げた。

			　まるで、どうしてその程度のことが理解できないのだと言うように。

			「我が力、常に魔神のために在り」

			　ポツリと、呟く。

			　小さな声で、それでいて確かな輪郭を伴った一言を。

			「これ以上、言う必要があるのか？」

			　問答はそれまでだった。

			　リーファが『高速演算』を機能させると同時、リリスは応じて右手を構える。

			　一瞬にして数十もの爆音が連鎖した。

			『光龍砲』と〝煉(れん)獄(ごく)〟が競合を起こす。

			「〝灼(しやく)熱(ねつ)〟――」

			　リーファは連続して魔法を放つ。〝支配者〟ミレーユ・マーシャルに及ぶかというほどの術式構築速度だった。

			　その魔法は、リリスのスキル『光龍砲』の間隙を縫うように迫る。

			（やっぱり、弱点は分かってるよね）

			『光龍砲』は強力だがピーキーだ。要するに、応用が利かない。

			　もともとはウォルフの力だ。かつての同胞であるリーファも理解しているのだろう。

			　加えて、リリスはまだウォルフの力を掌握しきれていない。

			　これでも、それなりの魔術師だという自負はある。スキルに関しての魔力操作にも長けていると思っていたが、これほどの領域になるとまったく通用しないらしい。

			　リリスは扱い切れない魔力を持て余し、スキルの行使に無駄が生じていた。

			（……届かない）

			　後方を一(いち)瞥(べつ)すると、士道は痛む身体を奮い立たせていた。血の塊(かたまり)を吐き出して息を整え、鋭い視線を遠方に向ける。つられてリリスがそちらを見やると、動けないミレーユを背中に乗せた士道がふらふらのまま立ち上がっている。まだ動けるのか、とリリスは戦(せん)慄(りつ)した。

			　士道は草薙たちのほうにも視線を飛ばしながら、リリスに小声で話しかける。

			「……リリス、逃げるぞ。いろいろと予想外の展開だが、目的は果たした」

			　士道はそう言って歩き出すが、一歩目でがくりと膝をついた。

			　傷だらけの体が思うように動いていないようだ。

			　リリスは不安そうにしながら、しかし余所見ばかりしているわけにはいかない。〝灼(しやく)熱(ねつ)〟を何とか防ぎながら、『光龍砲』を連続してリーファに叩きつける。

			「ええい、厄介な力を……！」

			　リーファは舌打ちしてその対処に追われた。そこで、がくっ、と膝が落ちる。いくら『不死』だからと言って、疲労まで回復するわけではない。

			　その隙に追撃しようとしたリリスは、突如として後ろの士道に抱えられて、思わず悲鳴を上げてしまう。

			「ひゃぁ!?」

			「ちょっと捕まってろ」

			　士道はリリスとミレーユを両脇に抱え、走り出す。その衝撃が傷に響いたのか、士道は僅かに呻いた。

			「シ、シドー!?　大丈夫？　てか、あたしは走れるから、大丈夫だから！」

			「ああ、悪い。格好つかねえな……行くぞ、南にある森を目指す」

			　士道はミレーユを背負い直し、リリスに指示を出した。

			　東、西、北の三方向は海に囲まれているので、南の森にしか逃げ道はない。

			　行動が読まれやすいが、至って当然の選択だとリリスも頷いた。

			「……いえ、逆方向に向かうのです」

			　そこで、予想外の声が飛んだ。

			　リリスは驚きで反応が一瞬遅れる。

			　それは直前まで気絶していたミレーユの声だった。

			「先生!?　だ、大丈夫ですか!?」

			「ミレーユ。気づいてたのか。体は無事か？」

			「ついさっき、なのです。体も大丈夫です。……それより、南の森に向かっても、これまでの逃亡戦の焼き直しになるだけなのです」

			　ミレーユは意識を覚(かく)醒(せい)させるためか、頬をつねりながら言う。

			　場にそぐわぬ間抜けな顔だった。

			「だが、やるしかないだろう？　逃げ切れる可能性は低くない」

			　士道は思考を整理しているのか、どこか確認するように呟く。

			　リリスは首(しゆ)肯(こう)すると、

			「あの魔王だってそれなりの負傷をしてるはず。退く可能性だって高いんじゃない？」

			「かもしれませんが、可能性を論じたって仕方ないのです。……北端の海岸に、私が冒険者時代に使っていた船が隠してあります。この場でどうにか行方を晦ますことができれば……」

			「……なるほど。悪魔たちの裏をかけるわけか」

			　ミレーユの提案を士道が吟(ぎん)味(み)する。その間、リリスはリーファの様子を警戒していた。小柄な魔王は、逃げようとしているこちらに気づいて爆発的な速度で肉薄する。焦ったリリスが士道に伝えようとするが、士道は「分かってる」と呟き、早口で尋ねた。

			「リリス、その魔王の力は後どのくらい使える？」

			「え？　あ、そうね。二十発は撃てるかな」

			「よし。なら、その分の力、全部引き出せ。できるか？」

			「多分。それで不死魔王を倒すの？　正直なところ、厳しいんじゃない？」

			「いいや」

			　士道はゆっくりと否定した。

			「ヤツの足元を丸ごと吹っ飛ばせ。……あの勇者のやり方を、規模を引き上げて再現するんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			『魔力暴走』

			　草薙竜吾が所有するその固有スキルは、名前通りの効果を持つ代物だった。

			「ぬぉっ!?」

			「――なっ」

			　今まさに草薙に襲いかかろうとしていた迅と翔は、驚(きよう)愕(がく)に目を瞠(みは)った。そして意思とは無関係に、唐突に速度を上げて草薙の横を疾走していく。

			　身体強化で体に纏(まと)っていた魔力を草薙の『魔力暴走』が暴走させたのだ。

			　その結果、二人は魔力の乱れによって自分の身体を制御できなくなった。だから標的である草薙を通り抜けて、後方にまで突き抜けていったのだ。

			　スイメルほどの魔力操作能力を以ってしても『結界』の維持が精一杯だったほどのスキル。

			　異世界に来たばかりの転移者。その共通した弱点がこの魔力制御技術の甘さだった。

			「効果は魔力の暴走を誘発させる……範囲型の、スキルってところかな」

			　翔が崩しかけた体勢を整えながら、口笛を吹いて推測を呟く。

			　忍術師の性質も関係しているのか身体強化を最小限に留めていた翔に対して、迅は溢れんばかりの魔力量が災いしたのか、暴走した魔力を制御しきれずに近くの岩に思い切り衝突していた。翔はそんな迅をちらりと一(いち)瞥(べつ)しながら、

			「……」

			　草薙は答えずに、無言で拳を構える。

			　翔は決して優位に立っているわけではないというのに、不気味な薄笑いを浮かべていた。

			　決着をつけようと、足に力を込める。

			　刹(せつ)那(な)。

			　キュガッッッ!!　という黒い閃光が炸(さく)裂(れつ)していた。

			　草薙はこの閃光に見覚えがあった。

			　かつて、一人だけ使用者がいた。

			　ドラゴンブレス。種族スキル『光龍砲』。

			「ウォルフが、復活したのか……!?　それとも――」

			　呟く。

			　状況を見ると、そこにいたのは、ちゃんとリリスだった。

			　士道の味方をしている以上、リリスがウォルフの力を乗っ取ることに成功したのだろう。

			「……」

			　草薙は相対する翔に視線を戻した。

			　今の明らかな隙に仕掛けるつもりはないようだった。

			　現代の忍を名乗るこの男は何を考えているのかまるで分からない。それが、不気味だった。

			「……ほう」

			　草薙と翔が向かい合う中、岩陰からむくりと起き上がった迅は、魔王の力を操るリリスを見て、興味深そうに息を吐いた。その状態でしばらく黙考すると、戦いから離れるように後退していく。

			「逃げる。いや、様子見でもするつもりなのか……？」

			　草薙は訝(いぶか)しげに眉をひそめた。

			　迅は、龍魔王ウォルフの復活を阻止することを目的としていて、その可能性を絶つためにリリスの命を狙っていた。実際には魔王軍の目的も似たようなものだったのだが、それを知ったのは草薙がスイメルに説明した先刻のことだ。そして敵の言葉をそう簡単に信じる者もいない。

			　とはいえ現在、龍魔王ウォルフが現れてそのまま王国を蹂(じゆう)躙(りん)するという迅にとって最悪の展開は免れたのが事実だった。であれば、様子見も当然の選択だろう。

			　リリスはこの場を切り抜ければ、士道の味方になるはずだ。

			　将来的には厄介な要素にはなるだろうが、重要な勇者の命を懸けてまで参戦する理由はなくなった、そんなところだろうか。それとも――

			「――考えても仕方ねえか」

			　じり、と草薙は翔と睨み合う。

			『魔力暴走』によって互いに魔力は展開していない。

			　後方では、轟(ごう)音(おん)と共に『光龍砲』が次々と光を放っていた。そちらを再度眺めると、士道、リリス、ミレーユの三人が巨大な銀狼の背に乗っていた。そして、不死魔王リーファはそれに追いすがろうとしている。

			「草薙!!」

			　士道の呼び声が聴こえる。視線を飛ばした刹(せつ)那(な)、瞳が交(こう)錯(さく)した。彼は素早い仕草で勇者を指した後、地面を指差した。

			　草薙竜吾はその声の意図を即座に理解していながら、それでいてこの場を動きはしなかった。

			　士道は心配そうな表情をしたが、すぐに冷酷に見せかけた表情に切り替える。

			　それを見て、草薙は僅かに苦笑した。

			「……優しい、ヤツだ。戦場に立っていられるのが不思議なくらいにな」

			「士道のことかい？」

			　小太刀を構える翔は片眉を上げると、

			「そうだね。彼は、普通の少年だよ。強い精神を持ってはいるけれど、僕らみたいなスタート地点がおかしい人種とは決定的に違う。だからこそ――戦場に立っているのがおそろしい」

			「……あのままじゃ壊れるかもしれねえ。だから放っておけねえんだ」

			「僕は、仮にそうなっても」

			　草薙に対して、翔はひどく冷めた声音で言葉を放つ。

			「所詮はそこまでの人間だったというだけの話だと思うよ」

			「……」

			　その言葉の直後の出来事だった。

			「――っ！」

			　翔は身を翻(ひるがえ)して咄(とつ)嗟(さ)に影に飛び込む。

			　草薙は『魔力暴走』の効果範囲を身体周辺に縮めた。

			　まるで神の裁きのように、極大の『光龍砲』が山脈を破壊していく。

			　勇者の一撃によって半壊していたピレーヌ山脈への決定的な一撃だった。

			（……後は、士道たちが逃げるだけだ。俺はその殿を務めりゃいい）

			　リリスたちと一緒に逃げるという選択肢も確かにあった。だが、一度はリリスの命を狙ったという後ろめたい事実が、草薙の選択を阻んだ。

			　ここで囮になるとはいえ、別に死ぬつもりは毛頭ない。

			　峡谷が崩壊していく中、砂塵で辺りがまったく見えない状況で、草薙は小さな声音で呟く。

			「……こりゃ、英雄とやらも世代交代だな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リリスはありったけの魔力を一撃に込めて、ピレーヌ山脈を破壊した。

			　できるだけ、砂煙が広範囲に舞うように調整しながら。

			　同時に士道は残りの魔力すべてで『幻影』を展開。山脈から三方向へと逃げる幻影を展開した。砂煙で辺りが見えない状況。効果は少ないだろうが、何もしないよりマシだ。

			　無論、吹き飛ばされれば終了ではあるが、何せリーファは足元を吹っ飛ばされたのだ。飛べるとはいえ余裕はないだろうし、僅かな猶予はある。

			「――よし」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　不死魔王リーファはもうもうと立ち込める煙の中で、ばたりと倒れ込んだ。

			　まるで、糸が切れたかのように。

			「く、そ……。精神に負荷がかかりすぎたか。あの稲妻さえ、なければ」

			　どうやら『許容範囲』を越えたようだ。リーファの身体は、こうなっては動かない。ただでさえ右腕はフィアの呪いでほとんど動かなかった。士道たちとの戦いでリーファはそのハンデを背負っていたが、おそらく彼らは気づいていないだろう。

			　竜騎士アルバートに精霊王フィアとの戦いで、無理をしてきたのが祟った。一見無敵に見える『不死』性にも、いろいろと厄介な性質があるのだ。

			　リーファは恨めしげに、煙の奥を見通すように睨みつける。

			　ここまで見事に嵌められたのは初めての経験だった。それゆえに、苛立たしい。

			　翔の話を聞いていたから、あの男の通称だけは覚えている。

			　忘れないと胸に誓いながら、リーファは怨嗟の念を込めて呟いた。

			「――ハズレ、術師……!!」
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			◆　◆　◆

			　

			　士道たちは北の海岸に来ていた。

			　今のところ、ピレーヌ山脈にいた誰にも気づかれた様子はない。

			「ミレーユ。お前が隠してるとかいう船は？」

			「ちょっと待つのですよ。確か、もう少し東に小屋があったはずなのです。その傍にあります」

			「あ、あれじゃない？　…………随分とボロい小屋なんだけど。っていうかボロいというかアレ壊れて」

			「だ、大丈夫なのですよ！　……多分」

			「目を逸らすなよ、無駄な不安を煽るな。これでも命懸かってんだぞ」

			　適当に言い合いながら、士道は走り続ける。

			「急ぐのですよ。魔王側も、すぐに気づく可能性だってあるのですし」

			　実際はその可能性に対処するために草薙が囮になったのだが、気絶していたミレーユはその辺りの事情に精通していない。士道は後で説明しようと考えながら、ひとまず埃を被っている小型の船に乗り込んだ。

			　ミレーユの説明によると、この船は魔力が動力源らしい。

			　ゆえに魔力船と呼ばれていて、速い。モーターボートのようなものだろうか。

			　距離も考えると、急げばすぐに隣の大陸に辿り着くだろう。しかし。

			「おい、誰が魔力込めるんだ。ちなみに俺はないぞ」

			「胸を張ることじゃないのですよ……で、リリスちゃんじゃないのです？」

			「あたし、さっきの『光龍砲』でほとんど使い切っちゃったんだけど」

			「私も、魔力がないから付け焼き刃の体術で闘ってたわけですし」

			　そこで一旦黙った全員は、仕方なく魔力の残りかすを絞り始めた。

			　船が海に着水する。船はそこまで魔力を動力源として、至って軽快な挙動で急速にピレーヌ山脈から離れていく。士道、リリス、ミレーユの三人は船の甲板に上ったまま、もはや崩壊したピレーヌ山脈を眺めていた。

			「……これで、良かったのかね」

			　士道はポツリと呟いた。

			　改めて思い返してみると、もっと上手いやり方があったはずだ。

			　自分の力量が足りないことなんて、初めから分かっていたことだろう。

			　その上で、どう動くかが奇術師としての腕の見せどころだと、息巻いていたはずではなかったのか。

			「……」

			　ミレーユから聞いた限りブルースは大丈夫そうだが、草薙はどうなったのだろうか。

			　できれば、生きていることを祈る。

			　そんなことを思いながら山脈のほうを眺めていると、

			　ぎゅっ、と。

			　士道の背中に、人肌の温もりが押しつけられた。

			「アンタが、今考えてること、あたしが当ててあげよっか？」

			　リリスの声だ。士道は僅かに困惑しながらも、なぜかその腕を振り払う気にはなれなかった。

			「『もっと上手くやれたんじゃないか』とか、『もっと完璧な助け方があったんじゃないか』とか……きっと、そんなところでしょ」

			「……そんなに分かりやすいか？」

			「シドーは真面目だからね。だから教えてあげる。もっと完璧なやり方とか、そんなこと考えちゃ駄目なんだって。だってさ、まず皆助かったことを喜ぶべきなんだよ」

			「……ああ」

			　士道が頷くと、少しだけ抱きしめる力が強くなった気がした。

			「だって、あたしが今ここに立っているのは、アンタのおかげなんだから」

			「…………それは、お前の意志が成し遂げたことだ。俺はその補助をしたに過ぎない」

			「ねぇ、それ、本気で言ってる？」

			　士道はリリスに、ぐいっと反転させられた。すると、目の前にはジト目のリリスが立っている。こころなしか、その頬は少し紅潮していた。

			「だ、だから、その……あたしが立ち上がれたのも、アンタが、あの、えっと、助けようとしてくれたからなのよ」

			　士道はしどろもどろのリリスに、僅かに苦笑を浮かべた。

			　それを見てさらに顔を赤くしたリリスはビシッと士道を指差しながら、

			「つ、つまり！　せっかく皆助かったのに、ウジウジしちゃ駄目！　分かった!?」

			「……そう、だな」

			　士道はなぜか、その言葉に救われたような気分になった。

			　そっとリリスの頭を撫でる。「ひゃぁぁ」という可愛らしい声は無視した。

			　さらさらの銀髪から甘い香りが漂う。

			　白磁のようだった肌はなぜか真っ赤に染まっていて、士道は尖った耳元に口を寄せて、そっと囁(ささや)いた。

			「……ありがとう」

			　その言葉を受けて。

			　呪われし運命の少女は、心から幸せそうな笑みを浮かべると、

			「……ううん。こちらこそ、ありがと、シドー。アンタのおかげで、あたしは救われた」

			　一筋の涙が滑り落ちた。

			　それは、何十にも縛り付けられた解けないはずの呪いの鎖が、一斉に崩れ落ちた合図だった。

			　水平線の向こうでは。

			　朝焼けが、煌(こう)々(こう)と輝いていた。

		

	
		
			第64話　新たな大陸

			　

			「……なるほどね」

			　霧崎翔は口元の血を拭いながら、納得したように頷いた。

			　その腕には、糸が切れたかのように動けないリーファが抱えられている。

			　皮肉にも、その立ち姿は先刻の士道に酷似していた。

			　翔は感情を読めない瞳をしたまま、淡々と言葉を紡(つむ)ぐ。

			「……君が一旦退いたのは、援軍と合流するためだったわけだ」

			　崩壊した大地に佇(たたず)む翔が視線を向ける先には、朝焼けの広がる大空があった。

			　そして。

			「ワシたちからすれば、龍魔王の復活さえ阻止できれば何でも良かった。加えて、どうやら不死魔王は動けないご様子。せっかくの戦力だ。このまま撤退するのは惜しいとは思わんかね？」

			　天空から榊原迅の声が降り注ぐ。

			　勇者が乗っているのは、ライン王国が誇る隷属した竜種だった。数体ものドラゴンは知性を持つ眼差しを翔に向けながら、強大な威光を放っている。

			　その数、総勢五体。

			　近くを警備していた竜騎士隊の一部が、この場に急行してきたようだった。

			　だが、翔が注意を向けていたのは彼らではなく、ましてや勇者でもない。

			　その真横。

			　他の竜種とは一線を画した神々しさを漂わせる純白の竜――その背中に乗って手綱を引く青年だった。

			「よう、不死魔王。何ヶ月ぶりだ？」

			　王国最強の竜騎士。

			　アルバート・レンフィールド。

			「……」

			　翔が状況を観察している中、リーファはその質問に答えなかった。動けないとはいえ意識は保っているのだが、鬱(うつ)陶(とう)しげに眉をひそめたのみだった。

			　翔は周囲に視線を向ける。たったの数秒、会話をしている最中にすでに囲まれていた。

			『四強』の一角、その主力なだけはある。流石の手際だった。

			　状況は厳しい。

			　こちら側のまともな戦力は、正面からの戦闘は不得手とする翔ただ一人なのに対して、敵はライン王国が誇る竜騎士隊が五騎。

			　その中には、レベルオーバーのアルバートと勇者の榊原迅が混ざっている。

			　だというのに。

			　霧崎翔は、薄く笑みを浮かべていた。

			「……そんな悠長に話をしていて、大丈夫なのかな」

			「ふむ？」

			「余裕のつもりだったら、それはきっと致命的なミスだよ。君らは僕を追い詰めたと思ってる。確かに普通ならそう思ってもおかしくないけど、でも、決定的に違うんだよ」

			　霧崎翔がこれまで自ら戦闘を繰り広げていた理由は、『祭壇』を守るためにそうせざるを得なかったからだ。

			　その誓約が失われた今、翔にはこれ以上戦う理由がまるでない。

			　要するに、それは『逃げ』が許されることを意味している。

			　つまり。

			　たとえ、『追う』側が世界最強クラスの部隊だったとしても。

			　ここから先は、翔の領域だった。

			「――現代まで生き残った忍を、甘く見ないことだね」

			　懐から、煙玉が落とされる。

			　隠密と暗殺。そして撤退に特化した忍者の、命懸けの逃亡戦が始まる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……遅かったか」

			　小さな呟きを漏らしたのは、頭上に光輪を乗せて背中から白い翼を生やした、天使族の青年だった。ウォルフ復活の危機を察知したイリアスの命令により、慌てて『天界』から降りてきたのだが、どうやら徒労に終わったようだった。

			「んー、そうでもないよ。ベルス」

			「ミリ？」

			　ベルスと呼ばれた青年はそう言われて、再度、ピレーヌ山脈だった荒れ地を上空から見下ろすが、やはり人影は見当たらなかった。

			　疑問符を浮かべて隣にいるミリという天使に目をやる。彼女は眠たげに瞳をこすりながら、

			「北を見なよ。水平線上に船がある。随分と小さいけど」

			「それが？　船ぐらいどこにだって見かけるだろう」

			「……ここはユーレンザラード大陸の北端だよ？　その先にはひたすらに海だし、東にある大陸も亜人の領域で、人族の船は避ける。要するに、普通の船はあんなところにいないんだよ」

			「……なるほど。つまり、この状況から脱出した者だという確率が高いのか」

			「魔王がいるのかは知らないけど、少なくとも結果を知る手がかりにはなるんじゃない？」

			　ベルスは首(しゆ)肯(こう)すると、白い翼を羽ばたかせてその船に向かおうとした。

			　何にせよ、まずは情報を集めなくてはならない。そんなことを考えていたベルスの耳に、どこからか声が届いた。

			「そうはさせない」

			　飛行を開始したベルスは、突如として現れた不可視の『結界』に弾かれた。

			　衝撃が体を襲う。

			「ベルス!?」

			　声を上げたミリを手で制しながら、ベルスは襲撃者の正体を看破する。

			　そんな精巧無比な『結界』を操る者など、ベルスの知る限り一人しかいない。

			「この『結界』……。スイメル・カートレットだな。どういうつもりだ？　天使族への恩義はどうした」

			　眼下の荒れ地を見据えながら告げると、瓦(が)礫(れき)の中からスイメルが姿を現す。

			「……さて、な。俺にも分からない」

			　相当激しい戦闘だったらしく全身に傷を負っているスイメルは、遠い目をしながら呟いた。

			「……ただ、妹はようやく運命から解放されたのだ。ここで、貴様らのような『俺の同類』に無粋な邪魔はしてほしくない」

			　ベルスには、当然ながらその言葉の意味が理解できなかった。

			「……それはつまり、離反すると受け取っていいんだな？」

			「俺個人のだな。あの里は関係ない」

			「いったい、どういうつもりだ？」

			「言っただろう――俺では、救えなかった。この呪いはどうしようもないと思って諦めて、彼女を追い詰めることしかできなかった」

			「……？」

			「でも、そうじゃなかった。あの男はそれを証明してみせた。……俺には、もう彼女の前に立つ資格はない」

			　それでも、と。

			　懺(ざん)悔(げ)のような言葉を、淡々とスイメルは紡(つむ)いでいく。

			「彼女と、彼女を救った『英雄』の邪魔をすると言うのなら、俺は貴様をこの先に進ませることはできない」

			　断固たる意志を秘めた言葉だった。

			　ベルスはあの厳格な性格をしたスイメルが、簡単に裏切るとは思っていない。

			　きっと、それに足るだけの理由が存在しているのだろう。

			　だから、ベルスは深くは尋ねなかった。そんな行為に意味はないから。

			　スイメルは、理屈ではないモノのために立ち上がっているのだ。

			「……そう、か」

			　ベルスは、何となく後方に控えるミリを一(いち)瞥(べつ)した。

			　彼女は柔らかい微笑を浮かべる。

			　それを見てベルスは目に覚悟の光を灯らせると、背中から槍を引き抜いてスイメルへと一息に突撃する。

			　天使長イリアス直属の配下と、エルフ族最強の結界師が衝突する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　草薙竜吾はその戦いを眺めていた。

			「……覚悟すんのが、遅えんだよ。不器用なヤツだな」

			「……？」

			　その言葉に、中位悪魔のララがこてりと首を傾げる。薄桃色のふわりとした髪の毛がたなびいた。

			　草薙は、悪魔にのみ通じる信号で呼び寄せたララに、治癒魔法をかけられている最中だった。

			　天使族が現れたときは仕方なく立ち上がろうとしたが、スイメルが戦ってくれているので素直に回復に努めている。

			　スイメルの時間稼ぎのおかげで傷をすべて治癒した草薙は、ララから渡された新品の剣を受け取り、軽く振って感触を確かめる。

			「……ありがとな、ララ」

			　草薙は礼を告げる。ララには草薙がリーファたちを裏切ったことを説明してある。彼女はそれを聞いた上で、草薙に治癒魔法を使ってくれているのだ。

			「……聞いての通り、俺はもうヤツらとは一緒にいられねぇ。でもお前は違う。あのリーファが直々に集めた魔王軍の一人だ」

			「……」

			「今、霧崎のヤツが竜騎士隊に追われてるが、逃げに関してはあいつの右に出るヤツはいねぇ。多分、何とかなるだろう。それで、ユーレンザラード大陸に悪魔の居場所はもうねぇ。ヤツらは中央大陸の『転移魔法陣』に向かうはずだ。その近くで信号を上げれば、おそらく合流できる。無理だったら、そのまま『転移魔法陣』を使って、魔大陸の新魔王ルシアのもとに向かえ。分かったか？」

			「クサナギさんはどうするんですか？」

			「俺は、天使共を追い払う」

			「そうじゃなくて、これから先の、もっと大きな話ですよ」

			　ララは唇を尖らせながら言った。

			　草薙は少し意外そうにしながら、

			「あぁ……そう、だな。探しモノもある。多分、世界を旅することになるだろうな」

			「探してるモノ、ですか？」

			「ああ。きっと、見つけんのは難しいと思う」

			「……それなら、私も一緒についていってあげます」

			　その言葉を受けて、草薙は驚いて目を瞠(みは)った。

			　ララは柔らかい微笑を浮かべると、

			「……ララ？」

			「だってクサナギさん、私がいないとすぐ血まみれになるじゃないですか。心配で放っておけませんし」

			「……今回はたまたま怪物が集まっただけだ。俺は、結構強えんだぜ？」

			「でも、これからもそんな戦場に足を踏み入れるつもりなんでしょう？」

			「……」

			　ララの瞳にすべてを見透かされているような気がして、草薙はそっぽを向いた。くすり、と笑う声が耳に届く。

			「だから、私が一緒にいてあげます。どんな傷を負っても、私が何とかしてあげます」

			「……いいのか？　リーファたちのもとにいたほうがよっぽと安全だぞ。あいつらはお前を重宝してる」

			「もう、鈍い人ですね」

			　ララはずいっと草薙に近づくと、間近で不満げな顔を見せた。

			　一瞬、ララの少し大人びた雰囲気の綺麗な顔立ちに見(み)惚(と)れる。

			　彼女の頬は、少し赤くなっていた。

			「ちょ、お前、近い――」

			「――私は、他の人じゃなくて、クサナギさんと一緒にいたいんですよ。……これで、伝わりましたか？」

			「あ、あぁ」

			「……女の子に、ここまで言わせちゃ駄目なんですからね。反省してください」

			「お、おぉ」

			　草薙は頷くことしかできなかった。

			　英雄だの何だの言われていても、草薙は戦うことしかできない。

			　女は少し苦手だし、料理もできなければ家事も全然できない。ただ寝るのが趣味なだけのグータラ野郎だ。何がどうしてこうなったのか、割と本気で謎だった。

			　呆然としていると、草薙はララに背中をはたかれる。

			「うおっ!?」

			「ほら、ボーっとしない。天使を追い払うんでしょう？　私はここで待ってますから」

			　ララはそう言って微笑を浮かべた。

			　草薙はスイメルと天使が戦っている空をもう一度見上げると、

			「――分かった。待っててくれ」

			　新たな剣を手に入れ、体を回復させた元英雄が、再び戦場へと乱入した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数日後。

			　ライン王国はピレーヌ山脈崩壊の報と共に、竜騎士隊と勇者ジンの活躍により龍魔王ウォルフ・バーゼルトの復活を阻止したと公表した。

			　首謀者である不死魔王リーファ・ラルートは、海を渡って中央大陸に逃れたと推測されている。不死魔王の封印を解かせてしまった責任を追及されていたライン王国は、この一件によって名誉を回復。同時に、竜騎士隊への畏(い)怖(ふ)と尊敬をさらに強める結果となった。

			　そして魔王が逃げ込んだとされるヴァリス帝国では厳戒態勢が敷かれている。『序列持ち』総動員の態勢には帝国の本気が窺(うかが)える。

			　一方、魔大陸では新しく名乗りを上げた新魔王ルシアが数千もの悪魔を束ね上げて、ついに人類侵略の声明を上げた。事態を重く見たレーノ共和国政府に向けて、魔王を退けた実績の手に入れたライン王国は、援軍を送るという提案をしたようだ。我々、商業ギルドとしても、否応無しに高まる戦争への緊張感は無視できない状況であり――

			「フン、まったく面の皮が厚いことだ」

			　ブルース・マグナンティは、僅かに眉をひそめて呟いた。

			　その目は、配達魔術師の使い魔から届けられた、商業ギルド発行の新聞に向けられている。

			　実際には士道や草薙など様々な人間の暗躍があったというのに、それらはすべて闇に葬られて、勇者と竜騎士隊の手柄にされている。

			（まあ、国なんてそんなものか）

			　ブルースは森で目を覚ました後、遠方からピレーヌ山脈での戦況を眺めていた。自分程度の力では足手まといになると思い知ったからだった。

			（リリスたちが無事なことは確認できているし、ひとまずは安心だ。とはいえ直近の問題がある）

			　それは、魔法塾のことだ。

			　リリスはともかく、講師であるミレーユが消えてしまっては塾が成り立たない。とはいえ状況的に仕方がなかったのは分かる。いずれ帰ってくるだろう。

			　ひとまず、ここのところはブルースが講師の真似事をすることで何とかなっているが、ブルースだって人に教えられるほど熟達しているわけではない。

			　そんなことを考えながら、ボロい塾の扉を開けると、そこには優しげな微笑を浮かべた青年が立っていた。

			　彼は薄く笑みを浮かべて、丁寧な口調で言った。

			「サリウスと言います。第一級冒険者として、依頼を受けてやって来ました。……私はここの卒業生です。しばらく、ミレーユ先生の代わりを務めることになりました」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……あれか」

			　船のマストに登った神谷士道は、遠くを眺めながらポツリと呟いた。

			　その視線の先に映っているのは、人族の手が届いていないランセクト大陸。

			　東側を獣人族、西側を龍族が支配している、環境の厳しい大地だった。

			「見えたのですかー？」

			　下からミレーユが声を飛ばしてくる。

			　士道はそれに頷きながら、

			「とはいえ、まだ距離あるぞ。食糧は持つのか？」

			「まあ数日分でしたら。この船は普通の帆船の何十倍も速いですし、何とかなるはずです」

			「どうせなら、ユーレンザラード大陸の南端か、中央大陸のほうに行くまで食糧は持ってほしかったんだけどな。そこまでは明らかに持ちそうにない」

			「まあシドー、仕方ないでしょ。あんな慌立たしく出発したんだし、食べ物なんて積んでる場合じゃなかった」

			「それは分かってるが、しかしランセクト大陸で本当に補給できるのか？　人族との交流がない時点で致命的な気がするが」

			「そ、その辺は行ってみなきゃ分からないのですよ！　気楽にいきましょう！」

			　焦ったように言うミレーユに苦笑しながら、士道は再び、段々と迫る新たな大陸に目を向けた。おそらく、そろそろ魔王軍も撤退しているだろう。しかし、あの街には迅がいる。彼がどういう考えでいるのか分からない以上、王国へすぐに帰還するのは躊躇(ためら)われる。

			「……ま、旅は望むところだ」

		

	
		
			第65話　獣人族の村

			　

			　中央大陸から見て北の方角には、厳しい環境と棲み着く魔物が屈強なことで有名なノーランド大陸が位置している。

			　その地において、山脈によって分かたれた西側は基本的に標高が高く、吹雪が止まない極寒の地だ。そこには龍族と呼ばれる少数種族が村を形成している。

			　あまりにも厳しい環境は人族やドワーフなどが住むことを不可能にしているため、その地には厳しい環境に強いと云われる龍族以外の種族は暮らしていない。

			　それに対して、東側は『大森林』だ。

			　聳え立つ木々が風の侵入を防ぐ、ノーランド大陸にしては比較的暖かい森の中央付近に、獣人族の住む村がある。

			　獣人族は人族と友好的な関係を築いているが、このような種族単体で形成された里も辺境には点在していた。

			「魔物だ。懲りずに里を襲いに来たぞ」

			　うんざりしたように、虎人の大男――ギラン・ヴァレオスは呟いた。

			　しかし、この里は『大森林』の最中に位置している。

			　だから当然のように、ノーランド大陸の屈強と呼ばれる魔物たちも近くに棲み着き、時折この村を襲ってくる。

			「今回は何だ？」

			「ライオスの群れだな。獣王様が病に伏せてる今では随分とキツいが、やるしかないだろう。戦士連中を呼んでこい」

			「分かった」

			　首(しゆ)肯(こう)したのは、猫耳を震わせて索敵をしている小柄な少年だ。

			　彼らは、村を襲う魔物から女子供の住む村を守っている練達の戦士たちだった。

			「いえ、わたしがやりますよ」

			　厳しい表情で言葉を交わす彼らのもとに、凛とした鈴のような声が響いた。

			　ギランは驚きながら振り向く。

			　後方にはいつの間にか、澄ました顔をした獣人の少女が現れていた。

			「レーナ……」

			「いや、いくらお前でもライオスがあれだけいると厳しいんじゃないか？」

			「まあ、そうかもしれませんが、やっぱりわたしにやらせてくださいよ。無理だったら増援頼みます」

			　少女はそう言って、はにかむように笑みを浮かべた。

			　明るい茶髪を肩に届かないほどで切り揃えた髪型に、ふわりとした猫耳が乗せられている。比較的大きな目鼻立ちは可愛らしさを強調し、可憐さを際立たせていた。

			　だが、そんな印象とはかけ離れて、この少女は強い。

			　レーナ・ランズウィック。

			　かつて、この村から飛び出して、そして獣王の要請で帰還してきた獣人族の少女。

			　この村の長である獣王の娘である。

			「だから、まあ見ててください。わたしは、もっと強くならなくちゃいけないから」

			　三年間の時を経て第三級冒険者になっていたレーナは、その時点でも十分に強くなっていたというのに、さらなる強さを求めて父親の獣王に師事した。

			　それ以来、レーナは貪欲に戦い続けている。

			　この里は、昔は厳しい環境ゆえに困窮していた。だからレーナは家族や里に仕送りをするため冒険者となっていた。今はその理由がなくなり、獣王からレーナに対して何らかの用があるために村に帰還したらしい。

			　そのように責任感が強く訓練を惜しまない少女ではあったが、流石にこれほどではなかったようにギランは思う。

			　その理由が数ヶ月前に命を救ってくれた士道に恩を返すためであり、彼についていくための実力をつけるためだとは、ギランは知る由もなかった。

			「……分かった。ただし、危険だと思ったらすぐに割って入るからな」

			「それで構いません」

			　レーナの瞳の奥に火が灯る。両手に備えた鉤(かぎ)爪(づめ)がギラリと光を放った。

			　獣王と呼ばれる強大な父の手によって地獄のような鍛(たん)錬(れん)をされ、とうに第一級冒険者に等しい力を手に入れているレーナは静かに殺気を仄(ほの)めかせた。

			「……」

			　言葉はない。

			　強力な魔物であるライオスの群れに向けて、たった一人の少女が突撃した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　鉤(かぎ)爪(づめ)に滴る血を振り払ったレーナは適当に魔石を回収すると、村への帰り道を歩んでいた。

			「ライオスの魔石が大量にあります。どうしましょう？」

			「いつも通り、『転移魔法陣』の先で繋がった連中に売り飛ばせよ。この前、魔石不足で困ってたらしいからな。存分にふっかけてやれ」

			「分かりました。……それにしても、三年前と比べて随分便利になったもんですねー」

			「ま、『転移魔法陣』のおかげで貿易ができるようになってから、うちの里が食糧不足なんかで困ることはなくなったしな。いちいち危険を冒して人里まで遠出させる必要もなくなった」

			　一年前、『大森林』の奥地に『樹海迷宮』という迷宮が発見された。

			　全十層で魔物は強力な割に大した旨味もないと思われていたが、奥地に『転移魔法陣』を見つけてから、この里の経済状況は変わった。

			　その魔法陣は、ユーレンザラード大陸南部に繋がっていたのだ。

			「わたしが潜るんですよね？」

			「すまんな。『樹海迷宮』は潜れるヤツがあまりいなくてな。獣王様が倒れてる今は、お前頼りになってしまってる」

			「気にしないでください。獣王……父が倒れているということは、鍛えてもらっているわたしも暇ということですしね」

			『樹海迷宮』は全十層という構造的には比較的簡単なダンジョンだが、湧いてくる魔物の強さゆえに、その難易度は普通の迷宮よりもはるかに高い。

			　この村でもレーナを含めた数人しか潜ることはできない場所だった。

			「他に何か持っていく物はあります？」

			「いや、魔石だけでいいだろ。どうせそれしか売れん」

			　村の主たる交易品は、レーナの手元にある純度の高い魔石だった。

			　この森に棲み着く魔物たちは強い。つまり、良質の魔石が取れる。対して、ユーレンザラード大陸の魔物は弱いことで有名であり、魔道具に使えるような良質の魔石が採取できることはない。だから、ここで利益を得て、代わりに食材や香辛料などを購入する。

			　それに加えて、里の近隣で狩りや農作も行うのだ。

			　獣人族の里はそのようにして成り立っていた。

			　たった三代にしてこのシステムを築いたのが、獣王と呼ばれる村の長である。

			　だが彼は今、病に伏せていた。

			「どうしたんだろうな、獣王様。風邪なんて珍しい」

			「――本当に父は、風邪なんでしょうか？」

			「どういうことだ？」

			「……いえ、何でもないです。さて、じゃあわたしは行ってきます！」

			　レーナは元気に駆け出すと、振り返ってギランに手を振った。

			　ギランはその強引な様子に僅かに眉をしかめたが、気のせいか、と苦笑した。

			「……」

			　何となしに振り返ると、いつも通り、何の変哲もなく、のどかで、平和な村が広がっていた。

			「……気のせい、か」

			　ギランは確かめるように、もう一度呟いた。

			　その胸の内に生じた奇妙な違和感を、押し潰すかのように。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大海原には小さな魔道船が浮かんでいた。そのマストに背を預けているのは黒の魔道服を着流す背の高い少年だ。

			　神谷士道は、端整な顔立ちに浮かぶ鋭い瞳を遠方に向けている。

		

	
		
			[image: p_269.jpg]
		

	
		
			「……そろそろ、か」

			　ピレーヌ山脈での騒動から数日。

			　目的を達成してその場から船で逃げ出した士道たちは、北方の閉ざされた大地――ノーランド大陸に向かっていた。

			　ふと視線を戻すと、船の甲板の中央では二人の少女が魔力操作の練習をしていた。勘違いしそうになるが、指導しているほうが童顔に幼児体型のミレーユ・マーシャルだ。どう見てもロリな見た目とは裏腹に、二十代の女性である。

			　対して、教わっている銀髪のハーフエルフの少女はリリス・カートレット。

			　歳相応の可愛らしい顔立ちをしているが、今はその顔を難しそうにして、首を捻っている。

			「……やっぱり、分かんない」

			　リリスの掌の上ではハーフエルフの彼女には不釣り合いなほどに凶暴な魔力が唸りをあげていた。龍魔王ウォルフが残した『力』である。

			　リリスは、ウォルフから託された『魔王の力』をいまだ使いこなせずにいた。

			「むぅ。あのときは上手くいったのに」

			「まぐれというか、極限の集中力が為した奇跡だったのかもですよ。でも、段々魔力制御も上手くなってますし、多分もうちょっとなのです」

			「……分かった。もうちょっと一人でやってみる」

			　二人の訓練が終わったことを見届けると、士道はミレーユに声をかけた。

			「終わったか？　それなら、次は俺と魔法の修業の時間だろう？」

			「はいですよ！　シドーちゃんは覚えるのが早いですから、追いつかれそうで心配なのです」

			「魔法だけで成り上がった超級冒険者が何言ってるんだ。多少使えるようになったとはいえ、俺なんてまだ七、八種類の魔法しか使えないぞ」

			「数週間でそんなに覚えられる時点でおかしいのですよ……」

			　ミレーユは不満を言いながら、それでも丁寧に次の魔法を士道に教え始めた。

			　もともと士道は魔法塾の生徒なのだ。教師として半端な教えをすることは、プライドが許さないのだろう。

			「それじゃ、まずは習得した魔法の確認から始めましょうか」

			「了解」

			　力強く返答して、士道は獰(どう)猛(もう)に笑う。

			　そうして、目の前の訓練に全力を注いだ。

			　焦(しよう)燥(そう)を湧き上がらせながら、強(きよう)靭(じん)な意思でそれを戒める。

			　士道はピレーヌ山脈の戦いで、自分を越える強者の実力をたくさん見た。

			　だから、もっと強くなりたいと思う。

			　もしものとき、自らの意志を通せるように。

			　――大切な人たちを、護れるように。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『計画は順調だ。このまま進めるぞ』

			『ここまで何もないとむしろ不安になってくるな。驚くほどに潤滑だ』

			『いや待て。「ゆらぎ」が生じた。どうやら、侵入者のようだ』

			『噂をすれば、ということやねぇ。この閉ざされた土地に何の用かは知らへんけども』

			『フン……「獣人族」に接触されても面倒だな。この違和感に気づかれるわけにはいかないだろう』

			『ならば、早急にお帰り願いましょう』

			『どこへだよ……「天使」サマ？』

			『決まっていますよ。墓場へ……ってね』
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